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　空に昇る太陽が、地上を最も強く照りつける夏か季きの訪れ。それは人類が住すみ得うる最北の地、ラハ・ラドマの王都スノウフラウにも平等に訪れる。

　ただし、気温が二ふた桁けた近くになれば「今日は暖かいねえ」で、夏感が皆無なので、西大陸では夏季であっても、ラハ・ラドマにおけるこの季節を夏とは呼ばない。暖だん季きと言う。

　寒さが抜けない春を越え、涼すずしいというより寒い秋に移りゆくまでの短い夏を多くのラハ・ラドマ国民が歓かん迎げいする中、調理場でげんなりとする少女の姿があった。

「いよいよ……来るわ。魔まの季節が」

　春先の淡あわい陽ひの輝かがやきを持つ金きん髪ぱつに、瑞みず々みずしい青葉の緑の瞳ひとみ。生命いのち息づく季節にこそ、より相応ふさわしく明るい色しき彩さいを持ち、色合いにさらなる説得力を与える可か憐れんな顔立ちをしているその少女──フローレンスは、現在表情をどんよりと曇くもらせている。

　窓から燦さん々さんと降り注そそぐ太陽光へ、そして光に向かって目め一いつ杯ぱい枝葉を伸ばし、ここぞとばかりに花を咲かせる植物たちへと疎うとましげな目線を向けてから、フローレンスはため息をついて視線を逸そらす。

　大陸屈くつ指しの権けん威いを持つエスカ・トロネアの第二王女に生まれたフローレンス・テア・エスカトロネアは、大国の王女として歩むべき当然の人生を、体質一つで失った。

　──原因となった『体質』とは、重度の花アレルギーであること。

　穏おだやかな気候と豊かな大地に恵まれ、一年中色とりどりの花を咲かせる華はなやかな王国、エスカ・トロネア。どの季節にあっても美しい景けい観かんを失わないその国は、大陸の人々から花か冠かんの王国、現世の楽園と褒ほめ称たたえられている。

　よりにもよって自国の名産品に過か剰じように反応し、くしゃみ鼻水鼻づまり、目の充じゆう血けつ、目のかゆみが、一年中絶たえることなく襲おそいくる日々。

　身分が足を引っ張り、国外脱出もままならないフローレンスが取れた手段は、病弱と偽いつわって部屋に引きこもり、淑しゆく女じよとして致命的な醜しゆう態たいを隠し通すことだけ。

　そんな折おり、人生十六年目にしてついに光明が差し込んだ。

　西大陸北端に位置する、辺へん境きよう弱小国ラハ・ラドマ、イスカ王子との婚約話である。

　ゴリゴリ押し続けてやっと婚約にこぎつけラハ・ラドマに移り住み、実に快かい適てきな日々を過ごしていたのだ。……数日前までは。

「姫にとって……この国での暖かな日々は、やはり魔となってしまいますのね」

「ええ、そうよ。予よ兆ちようを感じるもの」

　神しん妙みような様子で応じてくれたミリアに、フローレンスも重々しくうなずく。

　ミリアはフローレンスよりももう少し濃こい色合いの金髪と緑の瞳を持った、幼少期からずっと親しくしている四つ年上の侍じ女じよである。貧乏小国に嫁とつぐ何の利もない王女に、即断でついてきてくれるぐらいに仲が良い。

「わたしには分かる。体が、訴うつたえてくるから……っ」

　暖季に入ったあたりから、兆ちよう候こうはあった。しかし気のせいにしたかった。

　だが、もう認めなくてはならない段階にきてしまっている。

「ラハ・ラドマならもしかしてと願っていたけれど、夏は、やっぱり駄だ目めなのね……！」

　おそらく数日のうちに、部屋に引きこもる日々を送ることになるだろう。

　婚約者であるイスカ・ヴァル・ラハラドマは優しい人で、アレルギーで起こる症しよう状じようの諸もろ々もろを気にしないと言ってくれている。本当だとも思っている。

　一生隠し通すつもりだった体質が、症状を引き起こした瞬間を見られる、という最悪の状況でバレたときも、彼は嘲あざけったりしなかったから。

　だが──むしろフローレンスの方が無理だ。

　一体誰が、好ましく思っている異性に無様な姿を晒さらしたいと思うものか。

　ただ、やはり空気中の花か粉ふんの量がエスカ・トロネアとは段違いらしく、部屋を閉め切っていればほぼ感じない。案外楽に乗り切れるのではないか、とまだ希望を持っていたい。

「わたしこれから、季節が変わるまで換かん気きしないから」

「それはさすがに無理かと……。体にも良くありませんわ。別の病気になりそうです」

　今日を限りに滅めつ多たなことでは部屋の外へは出ないと決めているフローレンスだが、完全な閉め切り状態はミリアに許してもらえなそうだった。心から残念だ。

　王女として不ふ甲が斐いないとは思うのだが、笑い者になるよりは誰にとっても被ひ害がいは少ないはず。元々病弱設定が周辺諸国に行き渡っているので、長期間引きこもっても怪あやしまれることはないだろう。

　そんな貴重な表に出られる最後の一日を使ってフローレンスが今やっているのは、お菓か子し作づくりだったりする。イスカへの挨あい拶さつ兼けん、贈り物である。選んだレシピはティー・ケーキ。ドライフルーツの自然な甘あまみと紅茶の風味が大たい概がいの人に好まれる、ティータイムの定番だ。

「そろそろよろしいかと思いますわ。姫、お気を付けてくださいましね」

「大丈夫よ。ちょっとは慣れてきたし」

「そういう油断が一番危ないのですわ」

「……よく言われるわね。気を付けるわ」

　ミリアの忠告に、先せん人じんたちの多くが同じ言葉を残しているのを思い出し、フローレンスは素直にうなずいた。そして慎しん重ちように、オーブンから焼き上がったケーキを取り出す。

「うん。まあまあかな」

　フローレンスの自己評価における『まあまあ』とは、『自分にしては上出来』ということだ。笑みに綻ほころぶ表情が満足そうなのが、仕上がりを如によ実じつに物語っている。

「短期間でよく上達なさいましたわ。頑がん張ばりましたわね」

「そうね。楽しかったし」

　一通り、淑女のこなすべき教養と、周囲と話を合わせるための趣味を嗜たしなんできたフローレンスだったが、自室でできないものには手を出せなかった。料理もそのうちの一つだ。

　ラハ・ラドマに来て、アレルギー症状に悩まされることなく厨ちゆう房ぼうに入れるようになった。新しい生活に馴な染じんだ頃合いを見計らい、手を付け始めたのが少し前。

（やっぱり、ほら。こういうのって一回ぐらいは食べてほしいわよね）

　贈る相手のことを想像して、フローレンスが少し頰ほおを染めると。

「お相手がいると、やりがいがありますものね」

「そっ、そうね。やりがいも加わるわね」

「まあ。ふふ」

　それだけじゃない、純じゆん粋すいに楽しくもあるし──というフローレンスの抵てい抗こうは、動転がそのまま声に出てしまったために、効果を発はつ揮きすることなくミリアに受け流された。

（それはね、イスカ相手に贈るのでなければ、ここまで楽しく作れたのかって訊きかれると……何とも言えないんだけど）

　フローレンスが自覚して認めていればミリア的には満足だったようで、隣となりの部屋でバスケットの準備をしているジゼルのもとへと移動していった。ジゼルはこの国に来てからの侍女で、フローレンスより一つ年上である。薄い茶色の髪と紅茶色の瞳をした、隙すきのない容貌の女性だ。……あくまで容貌と雰ふん囲い気きの話だが。

　今日は暖かく（あくまでもラハ・ラドマ比で）天気もいいので、外でお茶を楽しむ予定だ。イスカにも誘さそいをかけて了りよう承しようされており、北の庭園で待ち合わせている。

（時間も丁ちよう度どよさそうね）

　自作のケーキを見やり、期待と不安とで少し鼓こ動どうを速くしている心臓をなだめるために、何度か意識して深い呼吸をする。

（多分イスカは、明らかな悪意以外なら、出で来きが多少アレでも長所を探して褒めてくれるんだろうけど）

　でもせっかくならお世せ辞じじゃなくて、心から美お味いしかったと言ってもらえるといいな、と思う。
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　ミリアとジゼルを伴ともないフローレンスが待ち合わせ場所へと向かうその途中で、宮きゆう殿でんの一角から響くには相応しくない、物ぶつ騒そうな金きん属ぞく音おんが耳に届いた。フローレンスはぎくりとして足を止め、反射的に辺あたりを窺うかがってしまう。その音はまだ記き憶おくに新しい、先日起きた事件を彷ほう彿ふつとさせるから。

　過日の事件とは──ラハ・ラドマの第二王子であるセクトを騙だまし、正教会神官に成りすまして潜せん入にゆうしてきた、大だい砂さ漠ばく帝てい国こくの工作員が引き起こした騒そう動どうだ。

　正教会神官一名の犠ぎ牲せいを出してしまったが、事件自体は収しゆう束そくさせることに成功した。騒さわぎの元げん凶きようとなった工作員であるカフィエズとその部下たちは、今頃正教会への道のりを護送車の中で過ごしていることだろう。……途中で逃とう亡ぼうしていなければ、だが。

（正教会にも意地があるでしょうし、大丈夫だと思いたいけど）

　どちらにしろ、もうラハ・ラドマには手出しできない所に行ってしまっている。取り返しのつかない害を被こうむった正教会からの引き渡し要求を、国としての立場がかなり弱いラハ・ラドマが拒こばめるはずもない。

　フローレンスも拒む理由はなかったと思っているが、心残りはある。

（結局、暗あん躍やくの全ぜん貌ぼうは分からずじまい。気にするなっていう方が難しいわ）

　カフィエズはラハ・ラドマの一件は仕事の一つ、と口を滑すべらせている。

　そして彼が西大陸に入り込んだのは、セクトの留学よりも前。それだけの期間、何もしていない方がおかしい。

　ラハ・ラドマが行った尋じん問もんに、カフィエズは口を割らなかった。しかも時間もなかった。すぐに正教会が彼の身み柄がらを奪うばって行ってしまったためだ。

　ずっと引っかかっているせいだろう。ふとしたきっかけで、つい思考が持っていかれる。

「──何か、あったのでしょうか」

　フローレンスと同じ連想をしたらしいミリアは、先に進むかどうかを迷った様子で主あるじの判断を仰あおぐ。

「大丈夫です。剣けん舞ぶの音だと思います」

　フローレンスがミリアに答えるよりも先に、乏とぼしい情報を補ほ塡てんする形でジゼルがそう言った。頭に過よぎった事こと柄がらより、大だい分ぶ平和的だ。

「剣舞……」

「得え物ものの重さや振るう感覚を忘れないように、一日に一回ぐらいは息抜きを兼かねて舞います。……け、けど、エスカ・トロネアではや、やらないですよね」

「ああ、うん。何事もなければいいのよ」

　後半、言ってよかったのかな感を漂ただよわせたジゼルだったが、今更だ。

　過去、武ぶ勇ゆうによって国を支えてきたラハ・ラドマが、雪と氷しかない弱小国となった今も、当時の武力を維い持じしていることを、先日フローレンスは目まの当あたりにした。

（だからって何が変わるわけでもないけれど）

　その鋭するどい刃やいばを使うべき場所は今の平和な西大陸にはなく、穏やかで誠実なラハ・ラドマの国民性が偽りだったわけでもない。

　ラハ・ラドマは過去も今も、雪に覆おおわれ実りの少ない不毛の弱小国だ。でも、それでいい。この国の誰も、武力によって財ざいを得ようなどとは思っていないのだから。

（豊かになるなら、皆みんなで笑ってよかったね、って言える方法で目指さなきゃね）

　ジゼルの答えに安あん堵どして、フローレンスたちは北の庭園へと入り──そこでは確かに、観客を必要としない剣舞が披ひ露ろうされていた。

（わ……っ）
















　そしてそれは、うっかり見み惚とれてしまうほど、見事だった。

　フローレンスの婚約者であり、この国の王太子である第一王子イスカは、濁にごりのない艶つややかな雪の白はく髪はつと、冷たい海の色だと言われる灰かい青せい色しよくの瞳を持つ、怜れい悧りで端たん整せいな面おも立だちの美青年である。

　ときに魔ま性しようにたとえられるほどの妖よう香かと存在感を放つ彼が、弱小国の王子らしからぬ頻ひん度どで淑女たちの噂うわさ話ばなしに上のぼる理由を、こんなときに実感する。

　舞台装置は何もない。衣装も宮殿における平服。両手に剣けんを携たずさえたその姿は、西大陸で武器を持つ職業である騎き士しのそれとはかけ離れている。だが違い和わ感かんを覚えさせないぐらいに、両の剣はイスカにしっくりと馴染んでいた。

（綺き麗れい……）

　刃物を持った人間に抱いだくには、少々奇き妙みような感想だったかもしれない。

　だが体幹を揺らがせることなく振るわれる剣の軌き跡せきが、それを繰あやつる四し肢しが、とても美しい、とフローレンスの美的感覚にはっきりと訴えてくる。気持ちの高こう揚ように胸が高鳴った。

　イスカの振るった左の剣と、相方を務つとめていた彼の侍じ従じゆうであるアルフルードの剣が嚙かみ合い、一ひと際きわ高い音を響ひびかせる。そこで剣舞は終演を迎むかえ、イスカはフローレンスを振り返った。

　惜おしみなく拍はく手しゆをしながら、フローレンスは賛さん辞じを贈る。

「とても素敵でしたわ」

「そ、そうか？」

　予想外の褒め言葉だったのか、イスカは戸と惑まどった様子で目を瞬まばたかせた。それから、少しはにかみつつ。

「ありがとう。だが型をなぞるためのものだから、剣舞としての見み応ごたえは物足りなかったと思う。気に入ってくれたのなら、いずれ舞曲としての剣舞を披露させてくれないか？」

「はい、ぜひ。楽しみにしておりますわ」

　先日判明したのだが、イスカは身体能力が非常に高い。体を使うことに関しては、すべてにおいて器用である。そんな彼が見せてくれる剣舞は、さぞ素す晴ばらしいものだろう。

（その能力、王族としては不必要なほどと言うべきか、でもラハ・ラドマ国の人としては当然と言うべきか……）

　イスカの力で助けられた身としては、王族にそこまでの技量は必要ないなどと、丸ごとの否定はし難がたい。それにどの分野であってもできることが多いのはよいことだろう。

　イスカが身体能力の半分でも政務に優すぐれていれば、今頃ラハ・ラドマの評価は大分違うものとなっていただろうが、才覚は持って生まれた資質も影響するから仕方がない。

　政務に向かない、というのはイスカが特別愚おろかであるという意味ではなく、彼があまりに人が好よく誠実な気質の持ち主だからだ。

　他者が害を被こうむることを良しとせず、また人の言葉の善意をほぼ疑わない。その性質は、相手を騙し、陥おとしいれてでも己おのれの目的を成じよう就じゆさせることが常識である、政治の世界で渡り合うには致ち命めい的てきと言えた。

　だがイスカの、悪意よりも善意を重んじる勇ゆう敢かんさ、情じようの深い性格は尊とうとい美び徳とくだと思っているので、そのままでいてほしい、とフローレンスは願っている。

「お邪じや魔まではありませんでしたか？」

「少し時間が空あいて、手て遊すさびにアルに付き合ってもらっていただけだから問題ない」

「そうでしたか」

　途中で邪魔してしまったかと心配だったのでほっとした。大丈夫なようなので、早さつ速そくお茶の用意をするようミリアとジゼルを振り返る。心得た侍女たちはてきぱきと地面に絨じゆう毯たんを広げ、準備を進めてくれた。

「実は……というほどではありませんが、今日はわたしがお菓子を作ってみたのです。お口に合えばよいのですが」

　イスカに好き嫌きらいがないことは、使用人たちへの聞き込みで知っている。無難なケーキであれば問題はないはずだ。

　フローレンスの言葉に、イスカはまじまじと彼女を──そして件くだんのケーキが入っているだろうバスケットを見て、目を輝かせた。

「貴女あなたが？　そうか。──楽しみだ」

「か、過剰な期待はなさらないでくださいね」

　イスカから滲にじみ出る期待値の高さに、フローレンスは慌あわてて言い添そえた。謙けん遜そんでも何でもない。やっとレシピ通り作れるようになりましたくらいの腕前なのだ。

　だというのに。

「貴女の手作りは俺にとって特別だから、過剰ということはない気がする」

「──っ」

　美味しく食べてほしい、喜んでくれたら嬉うれしい、と思って作った物だが、食べる前から喜ばせてくるとは、どういうことだ。

　顔を赤くし、応こたえる言葉を紡つむげないでいると、沈黙を代わりに埋めるように、アルフルードが戻ってきて物もの珍めずらしそうな声を上げた。

「へえ。こちらの大国の姫君は、料理なんかするんですか」

　こちらの、という言い方が示すように、彼の出身は西大陸ではない。漆しつ黒こくの髪に砥といだ鋼はがね色いろの瞳、褐かつ色しよくの肌を持つアルフルードは、中央大陸、大砂漠帝国からの移民だ。

　侍従の純粋な興味に、イスカは振り向くとうなずいた。

「菓子の材料は高価だったりするから、貴人の趣味として許容されているな」

「あぁ、贅ぜい沢たく品ひん限定、ということですか。それにしても許容とは。高貴な方も大変ですね」

　アルフルードの言い様は、嫌いや味みと呆あきれと同情が同程度ずつ含まれているようだ。嫌味と呆れの部分はともかく、フローレンスは違う見方を教えてもらった気分で、なるほど、と心の中で感かん嘆たんした。

　フローレンスは別段、自分の手で料理をしたいと思ったことはないが、興味がある姫君にとっては、嗜し好こう品ひんの菓子しか作れないなんて、面めん倒どうな慣習に違いない。

（……というか、そうよ。これ、よく考えなくても贅沢だった！）

　何ということだ。あまり豊かではないラハ・ラドマの財政事情を、忘れていないつもりで忘れていた。

（いえ、違うわ！　これは無む駄だじゃないっ。いつかきっと、外交で活いかす機会があるはず！　大丈夫まだ無駄遣づかいじゃない、多分……）

　けれど今後は感覚を忘れ去らない程度に、最低限の頻度にしよう、と意識に刻きざんだ。

　そうして全員が集まって敷しかれた絨毯の上に腰を落ち着け、侍女二人の給きゆう仕じを受ける。

「暖かい季節になりましたので、外で気軽にお茶を楽しめるようになりましたね」

「ああ。そうだな」

　ジゼルに渡されたカップから、湯ゆ気げの立ち上る紅茶を一口啜すすってイスカは同意する。が、フローレンスを始めとして、残りの三人は沈ちん黙もくしたままだ。微び妙みような空気が漂う。

「殿下、暖かいといっても、最高でギリギリ二桁に乗るか乗らないかという気温ですよ」

「そうだが……。お前がうちに来てから結けつ構こう経たつが、長く居ても慣れないものなんだな？」

　ラハ・ラドマ出身者以外の心の内──決して暖かくはない、という主張を代弁したアルフルードに、イスカはそういうものか、ぐらいの調子で言った。流れのまま視線が向けられたので、フローレンスは微び笑しようで肯こう定ていを返すに留とどめる。

　イスカが──というか、宮殿の皆が少し前から薄着に替え始めたのは分かっていたが、フローレンスにはとても無理だ。まだ寒い。冬装備が必要だ。

「アルフルード様がこの国にいらしたばかりのときも寒がっておられた前例がありますから、フローレンス様も多分お辛つらいだろうなと思って、冬仕様のままにしてあります」

「ええ。助かっているわ。ぜひこのままで」

　フローレンスは隣のミリアと笑い合う。当然のようにミリアも冬仕様のお仕着せだ。

「……俺の、前例……。フローレンス様、『も』……？」

　ジゼルの言葉に引っかかりを覚えたらしいアルフルードは眉まゆを寄せ、フローレンスと、そしてミリアを見る。次ついでイスカ、ジゼル。最後に自分を。

「っ……！」

　そして何かにいたく衝しよう撃げきを受けた様子で息を吞のんだ。

「アル？　どうした？」

「俺が……、俺がまさか、深しん窓そうの姫や侍女と同……!?　あり得ねえ……ッ!!」

「おい？」

　俯うつむき、視線をカップに落としつつ肩を震ふるわせ、暗く沈しずんだ様子で呻うめく様は普通に心配になる。近しい関係なら尚なお更さらだろう。

「一体何を──」

　だがそこで、訊たずねるイスカの言葉が途中で止まった。そして緊張した面おも持もちで顔を宮殿へと向ける。続いてジゼルも。

（何？）

　フローレンスが感じ取れるものは一切なかったが、彼らがこういう反応をするということは──と、首を巡めぐらせた。少しして、兵士が一人駆かけ込んでくる。

「イスカ殿でん下か！」

「どうした」

「オ、騎士橋オーダーブリツジが崩ほう落らくし、橋周辺が大砂漠帝国軍によって占せん領りようされた、という報しらせが入りました！」

「!!」

　兵士の報告に、その場にいた全員が硬こう直ちよくした。

　ラハ・ラドマやエスカ・トロネアのある西大陸と、大砂漠帝国のある中央大陸との国境を守る騎士団領は、国ではなく有志が集まって形成されている防ぼう衛えい拠きよ点てんだ。大砂漠帝国へと続く空白地帯に接した前面に剣つるぎの砦とりで、西大陸に続く内陸側に盾たての砦と、二つの要よう塞さいから成っている。

　騎士橋は西大陸側から騎士団領に繫つながる唯ゆい一いつの道であり補給路で、活動の生命線と言っても過言ではない。

　兵士の報告にはなかったが、騎士橋が陥かん落らくしたということは、騎士団領を越えて、帝国軍が西大陸本土に迫せまってきている──と、連想は当然、そこに行きつく。

「騎士団領はどうなっている!?」

「大砂漠帝国軍の急きゆう襲しゆうを受け、籠ろう城じよう戦せんに入ったとのことです」

「騎士団領本体は無事なのか。ってことは、騎士橋を落としたのは入り込んだ少人数の遊撃部隊だろうな」

　現在騎士団領は帝国軍本隊と別動隊に挟はさまれ、孤こ立りつしているという状況だ。帝国軍は厄やつ介かいな騎士団領を落としたら、一気に西大陸に攻め上がってくるだろう。

「籠城戦に持ち込んだのなら、あとは食料や物資がどれだけもつか、だな」

　兵士の言葉に軽く眉を寄せつつアルフルードは呟つぶやく。補給が断たれているのなら、その補給路を再度確保するまで攻撃よりも資材の節約を優先しなくてはならない。

（ともかく、まだ騎士団領そのものが陥落したわけではないのはよかったわ）

　一報を聞いたときにはぞっとしたが、続いてもたらされた情報に少しだけほっとする。急いで騎士橋を取り返せば、頑がん健けんな二重の砦によって帝国軍の西大陸侵しん攻こうは防ふせげるだろう。

　何しろ騎士団領は、創そう設せつ以来百五十年間、一度も大砂漠帝国の侵しん略りやくを許していない、まさに西大陸の守護者だからだ。

（帝国の工作員が西大陸ラハ・ラドマに入り込んできた時点で、いずれこうなる可能性はあったけど）

　どこの国にとっても他ひ人と事ごとではない案件だ。別途に情報収集はしているだろうが、当事者となったフローレンスは、より詳しよう細さいな情報として、カフィエズのことを兄・セリスに手紙で報告してある。

　内乱で手いっぱいだったはずの帝国が西大陸へと手を伸のばしてきたということは、侵攻できる態勢が整ったということ。

　予想はしていたが──思っていた以上に、早い。

　けれど世の中とはそんなものなのかもしれない。変化の予兆は誰もが感じていて、しかし今日と変わらない明日が来ると根こん拠きよもないままに信じて──ある日突然崩くずれ去る。

「……分かった、ご苦労。引き続き、騎士団領周辺には注意を払っていてくれ」

「はッ！」

　敬礼し、去って行く兵を見送るイスカの瞳には、強い憂うれいが浮かんでいた。

　緊きん迫ぱく感かんを増した世情に思うところがあるのもそうだろうが、イスカにとってはもっと身近に感じる懸け念ねん材料がある。

（騎士団領には、セクト殿下がいるから……）

　イスカの弟であるセクトは、己の意志で騎士団領に所属している。

　十四という年ねん齢れいを考えれば、おそらく従騎士扱いで戦場に出ることはないだろうが、現場の危険性は楽観できるものではないはずだ。

「騎士団領が……わたしたちはどうするべきなのでしょうか」

「何もすることはありませんね」

　うろたえたジゼルの言葉に、アルフルードはあっさりとそう言った。

「騎士団領とラハ・ラドマがどれだけ離れていると？　私たちが今から行動を起こして騎士団領に辿たどり着く頃には、周辺の国々がとっくに同じ事をしているでしょう。……というより、こちらに報告が届いている現時点で、すべてが終わっている可能性さえあります」

「あ……そ、そうですよね」

　もっともである。そして事後処理に協力を申し出たところで、辺境小国からの支援など誰も期待していないだろう。実際、ラハ・ラドマは他よ所そを援えん助じよするほどの余よ裕ゆうがあるとは言い難い。もっと力があって、皆が行動を期待する国がいくらでもある。

（エスカ・トロネアは、今頃凄すごく忙しいでしょうね）

　西大陸中央に位置するエスカ・トロネアから騎士団領は、馬で半月の場所にある。騎士団領が落ちれば、明日は我が身と言っても過言ではない状況だ。西大陸の権威として、自分たちに直接降りかかってくる現実的な脅きよう威いに対し、主導で動いているはず。

「……」

　ふと脳のう裏りに兄セリスの顔が思い浮かんだのは、根拠のない不安のせいに違いない。

　そっと息をついて、フローレンスは重い空気になってしまったお茶の席で、自作のケーキを口にした。

　甘いはずのお菓子は、あまり味がしなかった。
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　ラハ・ラドマで起こった騒そう動どうの首しゆ謀ぼう者しやが、正教会へと引き渡されていた丁ちよう度どその頃。エスカ・トロネアの王太子、セリス・レグナ・エスカトロネアの執しつ務む室しつでは昨日きのうと変わらない時間が流れていた。

　フローレンスと隣となりに並べば誰もが一目で血けつ縁えんだと分かる、陽ひ色いろの金きん髪ぱつと緑の瞳ひとみ。そして穏おだやかで人好きする優美な面おも立だち。

　そんな彼の執務室は、大国の名に相応ふさわしく、歴史ある重じゆう厚こうな調度品と、流行と技術の最先端を見事に調和させて取り入れた、快こころよい空間だった。

　花か冠かんの王国、現世の楽園エスカ・トロネア──恵まれた気候風土に陣じん取どり建国されたこの一国家は、己おのれの利点を大いに活用し、ついには大陸の権けん威いにまで上のぼり詰つめる。

　成るべくして成長した大国と言われることも少なくない。そのため、この地に基き盤ばんを築きずいた初代国王は、まさしく賢けん君くんであったというのが通説だ。

　──が、子し孫そんにあたるセリスに言わせれば、初代国王は余よ程ほどの自信家で、後を継つぐ者の苦労を考えない迷めい惑わくな王だった。

（四方八方、どこからでも攻め込める平野だらけのこんな土地に、よく国を築こうなどと思ったものだ。俺ならまず選ばないな）

　初代国王は正教会の謳うたう七しち聖せい人じんの一人に数えられ、エスカ・トロネアは古い歴史と尊そん崇すうを国家の基盤に持つ。

　美び辞じ麗れい句くを惜おしげもなく捧ささげられる初代国王だが、彼を含めた七聖人の、一体どこが聖人たり得うるというのか。エスカ・トロネアはもちろん、他の六聖人が建てた国々の地理を見れば、自分に有益な土地を確保することだけを考えた普通の人間だとしか思わない。

　他の者は土地にそれなりの起き伏ふくを求め、自国の安全を考こう慮りよしたが、エスカ・トロネアは豊かさだけを重視した。

（豊かなだけの土地なんか、さあ略りやく奪だつしてくださいと言っているようなものだ。……とはいえ、一度もその姿を変えていない事実があるのだから、正しかったと言うべきなのか）

　初代国王は己が勝つ自信があった。だから豊かなだけで国防上は悪条件しかないこんな土地に国を築けたのだ。

　結果的に彼と、彼の子孫も勝ち続けた。あらゆる意味で。

　そうして大陸の権威と呼ばれるまでに力を付けたエスカ・トロネアを、今では誰も正面から敵に回そうなどとは考えない。

　エスカ・トロネアには逆らえない──そう思わせるだけの歴史を、代々歩んできた。

（だが、幻げん想そうで支える時代はそろそろ終わりだ）

　エスカ・トロネアの地位を欲する身の程知らずな国がちらほらと現れ始めている。中央の大砂漠帝国の世情も含め、変化の兆きざしを多くの人間が感じ取っているのだ。

（世情がどう変わろうが、エスカ・トロネアは揺るがせない）

　それをして最善であると大陸中の人々に言わせてみせる。名ばかりの地位など意味も興味もない。実と利。それこそがエスカ・トロネアだ。

　頭の中では酷ひどく冷ややかに思し索さくを巡めぐらせつつ、セリスは穏やかな手つきで書類を繰くり、執務室に揃そろった秘書官たちと共に膨ぼう大だいな書類を淡たん々たんと片付けていた、その途中で。

　不意にセリスの手が止まった。

「……」

　微かすかに柳りゆう眉びを寄せ、自分の目が見たものに間違いがないか、もう一度確認する。それから少し急せいた様子で別の書類数枚に目を走らせると、隣で作業をする秘書官に声をかけた。

「悪いが、今から別の仕事を頼む。第十番倉庫を開けて物ぶつ資しをすべて運び出してくれ。行き先は騎き士し団だん領りようだが、準備にどれぐらいかかる？」

「一時間で」

　答えを求められた秘書官は、余計な疑問など差し挟はさまずに端たん的てきに答える。やるべきことを聞けば大方、何が起こったのかは想像がつく。想像のできない、無む駄だな手間をかけさせる無能には、この部屋に居場所などない。

「分かった。あと、護ご衛えいの近衛このえ騎士の手配も一緒に頼む。一連隊でいい」

「承しよう知ちいたしました」

「残りは適てき宜ぎ、皆みなで処理してくれ。俺が戻るまで、各部署で滞とどこおることがないように」

「はい」

　秘書官たちとの短いやり取りを済ませ、セリスは席を立ち部屋を出た。

　近衛を用意しろということはセリスも同行するという意味で、そんなことはいちいち言わずとも皆理解する。だから支し度たくはすべて任まかせてしまえばいい。セリス自身は長期の外出に際し、行うべき手続きを済ませてくる必要があった。

　廊下を歩きつつ、頭の中で先程目を通した書類の中身を反はん芻すうする。

（中々、周しゆう到とうなやり口だったな）

　それは騎士団領周辺の国々の、市場価格の推すい移いが記されたものだった。一見すれば例年に比べ早くに食料──特に麦や豆などの穀こく物もつ、保存食に使われるような品が底値をつけているだけの書面。

　夏季に入ると秋の収しゆう穫かくへ向けて、倉庫内に眠っている昨年の在庫を捌さばくために、売れ残った物が値を下げ始める。例年より多少時期が早いとはいえ、それ自体はそう珍めずらしいことではない。

　だがそれは別の見方もできる。大だい砂さ漠ばく帝てい国こくの工作員が、ラハ・ラドマに入り込み暗あん躍やくしていたことはすでに周知の事実。

　フローレンスからも、件くだんの工作員が別件の謀はかりごとをしていたらしい、という報告を受け取っている。それを知っていて見過ごすほど、セリスは楽天家ではない。

（してはならない分まで流出させられた可能性があるな）

　一国なら偶ぐう然ぜんと考えてもいい。だが騎士団領周辺の国が揃って市場価格を下げていれば疑って然しかるべきだ。

　セリスの足が向かう先は王の執務室。出しゆつ立たつ前に先のことを話し合っておく必要があった。

（叩たたき潰つぶせばいいだけの相手なら面めん倒どうがないものを……。だが現皇こう帝ていのレダ・クートゥール朝ちようが崩くずれれば、大砂漠帝国はまた内乱になる）

　そうなれば西大陸に流れ込む難民が増える。難民が問題を起こせば、土地の人間が反感を覚える。憤いきどおりを募つのらせれば、帝国の存在そのものを蔑べつ視しする正教会の言い分に乗って、難民の排はい斥せきを声こわ高だかに叫ぶ土地の人間が出てくるだろう。

　民意を得れば今度は正教会が勢いづく。力を付ければエスカ・トロネアへの干かん渉しようが煩うるさくなるのは確実だ。望ましくない展開になる。

　敵は全力で略奪しにかかってくるだろうが、皇帝の政権を維い持じさせておきたいこちらとしては、あまり被ひ害がいを与えられない。体面を保たもたせたままお帰り願わなくては。

　──厄やつ介かいだ。大量の難民を抱かかえ込みたくない西大陸の事情を分かっているから大砂漠帝国も侵しん略りやくを決行したのだろうが。

（うちが出で張ばって下へ手たに事を大きくすれば、落としどころを見つけるのが難しくなる……。適度な敗北と劇的な勝利が望ましい）

　まずは敗まけてやれる時間を作らなくては。だからといってエスカ・トロネアが帝国相手に後手に回っていると思われてもいけない。

　調整は父王に任せれば済むが──

（首しゆ尾びの良し悪しで、俺の評価が大きく変わりそうだな）

　ここはぜひとも、鮮あざやかな決着をつけたと諸国に思わせられる結末が欲しいところだ。

（そこは相手の出方次第でもある、か。さて、こうも見事に下準備を済ませてくれたんだ。優秀であってくれよ）

　互いに、無益な損失を出さないために。
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　セリスと彼の護衛である近衛騎兵と、倉庫から運び出した支援物資を乗せた馬車行列は、二時間後にはエスカ・トロネアの王都スーツラディーヌを抜け出ていた。

　十番倉庫の備び蓄ちく内容は、矢や城塞用弩弓バリスタ、武器や鎧よろい、医薬品といった、消しよう耗もう品ひんの資材が主おもで、これらは盾たての砦とりでに送る物だ。

　数字から見て、騎士団領の糧りよう食しよくは無事なはずだ。

　騎士団領は剣つるぎと盾の砦、二つ合わせて五万を超える人間が集つどっている。それだけの人数が三ヶ月間食い繫つなげる量の備蓄があるのだ。そこが一気に流出していれば広こう範はん囲いで値下がりを起こす。

　そもそも倉庫に異変があれば、平和な西大陸各国はともかく、騎士団領の精せい鋭えいが気付かないわけがない。騒ぎが起こっていないことが、まだ無事である証あかしだ。

　万一の場合は次策を取る必要があったが、何も起こっていないのなら問題ない。

　花冠に抱いだかれ、太陽を支える七本の聖せい杖じようが描えがかれた、エスカ・トロネアの国章である聖せい陽よう紋もん。その花冠に組み込まれているのはセリスの国花である月げつ桂けい樹じゆ。これを見て、道を空けない人間などこの西大陸には存在しない。

　先さき触ぶれの使者によって、つい数十分前に王おう太たい子し殿でん下かの国境通過を要よう請せいされた国々は、慌あわてて街かい道どうの通行を制限し、輸送隊の通る道を確保するために奔ほん走そうする羽は目めになった。その忙せわしなさに近きん隣りんの国々は、自分たちより少しでも離れた国を心底羨うらやましく思ったことだろう。

　そうして強引に大道行路を通過し、セリスが騎士橋オーダーブリツジ手前の城じよう塞さい都市ムーアに辿たどり着いたのは、出発から二週間──個人が馬で移動したときと変わらない日程だった。連れている人数を思えば、相当の強行軍だと言える。

　そしてムーアに着く頃には、出発前よりもずっと切せつ迫ぱくした情報がセリスの耳に届いていた。




　──大砂漠帝国軍が空白地帯を越こえ、明日にも騎士団領剣の砦に到達する、と。




　当然である。干ひ乾ぼしを期待して悠ゆう長ちように待つわけがない。事が発覚したときには手遅れになるように動かなければ、資材と食料を手を回して奪うばった意味がない。

（やはり、工作だったか）

　おそらく帝国側の目もく論ろ見みでは、事が発覚するのは交戦が始まったあと──それも騎士団領が物資を多少なりと消しよう耗もうしてからだったはずだ。

　減った資材を補ほ塡てんしようとして、周辺に在庫がないことに気付く。そうすれば物資を搔かき集める時間が稼かせげる。

　間違いないと断言できる材料が揃っていたわけではない。だが動いたことは正解だった。

　帝国軍本隊の到達時期も、値の変動から逆算すれば妥だ当とう。読みは外はずしていない。上々だ。

　帝国軍が掲かかげた旗は双そう頭とうの震しん竜りゆう。帝国軍軍務局局長であり大将の、ウルアトシェの軍ぐん旗きだ。現皇帝の従弟いとこである彼は、猜さい疑ぎ心しんの強い皇帝最大の寵ちよう臣しんとしても有名だった。内乱で世情不安定の中、皇帝はウルアトシェに皇こう都との守りを任せ、都みやこを守るよりも少数の兵を率ひきいて敵の掃そう討とうに向かったことさえあるという。

　そのウルアトシェが出てくるのなら、皇帝は本気だということだ。

　戦争は旨うまみがあるから発生する。この侵略は西大陸を試すために行われていると言っていい。

　見極めようとしているのだ。西大陸が暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくせる旨い獲え物ものか、手痛い反はん撃げきをくらう相手なのかを。

　騎士団領を前にして、セリスは輸送部隊の面々に荷物の確認作業をさせたあと、残り時間での休息を与えた。考えが間違っていなければ、明日、橋を通る際に確実に邪じや魔まが入る。

（近衛騎士は連れていくだけ無駄だな。意味のない犠ぎ牲せいを出すより、資材だけ運び込んだ方が有意義だ。それでおそらく、二ヶ月もつかどうか。──いや、充じゆう分ぶんだろう）

　それ以上の時間をかければ、セリスは父と周辺諸国に無能と断じられる。そんな評価を被こうむるつもりはない。

　長い内戦を続けて、戦いくさ慣なれをしている帝国軍の兵は精強だ。おそらくセリスが連れてきている近衛騎士など、一兵にも敵かなうまい。それぐらい質の差があると思っていい。

　どのみち橋を渡れる人数は決まっているはずだ。それ以上は必ず、振り落とされる。

　もっと悪ければ、渡らせてさえもらえない。

（近衛騎士たちはムーアに残しておけばいいだろう。死地と分かっている場所に連れていくことはない。だが訓くん練れんをしただけのお飾かざり騎士でも、万一のときには、一般人より戦場で役立つ）

　想定せざるを得ない万が一とは──騎士団領の陥かん落らく。となれば、最前線はムーアへと移る。だがその事態に陥おちいったときには、西大陸の負けはほぼ確定するが。

　騎士団領を突破してくる軍勢と戦える軍隊が、平和に慣れたこの西大陸には存在しない。大国エスカ・トロネアであってもだ。

　騎士団領が機能しなくなれば、内陸のかなりの部分まで略奪を受けることになるだろう。そして間違いなく、エスカ・トロネアは暴徒に見み逃のがしてもらえることはない。

　何としても、騎士団領で侵略を止めなくては。自身の身を懸かけてでも、今、騎士団領へ入る意味がセリスにはある。
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　翌日、セリスは数騎の護衛だけを伴ともない、隊列の中ほどで騎士橋オーダーブリツジを渡り始めた。自分たちの役目は物資を届けるだけ。今すぐにでも戦場になりそうだとはいっても、それは帝国に近い剣の砦での話。盾の砦に物資を届け、一刻も早く引き返せばどうということはない──補ほ給きゆう部隊からは、そんな緊張感の薄うすい、余よ裕ゆうすらも見て取れた。

　騎士橋もまた防衛施設の一つとなっていて、砦二つが突破されたあとは、橋を落として人工的に作った深い堀ほりを盾に戦えるようにと造られている。

　敵の進軍を阻はばむための狭い橋の上を、馬車群は一列縦じゆう隊たいで進んでいく。

　先頭の馬車が順当に騎士橋を抜けて地面に足をつけた丁度そのとき、異変が起きた。

　どこからともなく飛来した矢が、道みち端ばたの、何の変へん哲てつもない小石を撥はね飛ばしたのだ。矢が飛んできたのには気付いても、それが何を意味するのか、ほぼ全員が理解しなかった。




「──全員全速力で橋を渡れッ!!」




　その場で唯ゆい一いつ事態を正しく把は握あくしたセリスが、珍しく声を荒あららげて命めいを発する。

　本気で焦あせっていたわけではない。セリスにとっては想定内。だがこれは緊急事態だと、全員に理解させる必要があった。

　反射で全隊が従い馬に指示を出した、直後。

　騎士橋が不意にぐらりっ、と大きく揺れた。次いで内陸側の少し手前から木々がばらけ、崩れていく。

　細工を施ほどこされ、楔くさびとなっていた木材を先ほどの矢によって抜かれた橋が崩ほう壊かいを始めたのだ。

　目に見えるようになった恐きよう怖ふに悲鳴が上がり、御ぎよ者しやが必死で鞭むちを振るう。

（試せることじゃないってのに、見事なものだな）

　僅わずかな作用で橋を崩す、仕掛けを施ほどこした人物の知識と技ぎ量りようをセリスは胸きよう中ちゆうで称しよう賛さんする。

　すでに橋を渡っている途中の馬車列が、振り落とされまいと必死に対岸を目指す傍かたわら、セリスは背後を振り返り、眉を寄せた。動くまでにかかった数すう瞬しゆんが痛かった。

　セリスによってあえて後方に配置され、まだ橋に足を掛けていなかった近衛騎士たちは、橋の落下速度を見て上げかけた馬の速度を落とし、成なす術すべもなく留とどまっている。

（それでいい。あとはこっちが間に合うか、どうか──）

　全速力で駆かけた馬車群が陸地に辿り着いた直後、橋は完全に崩れ、はるか堀の下へと落ちて行く。

　損害は皆無。どうやら橋に乗っていた者は全員無事に渡り切れたようだ。

　橋が落ちる可能性を事前に告げていれば、近衛騎士はセリスについてこざるを得ない。たとえセリスの意思であっても、護衛を放ほう棄きすれば騎士としての名めい誉よに関わるからだ。しかし護衛を──戦力となるような人数を連れていたら、最大数が橋に乗った機を見計らって橋を落とされ、多くの犠牲を出していただろう。

　エスカ・トロネアの王族であるということは、馬車を見れば帝国側にも分かる。射しや手しゆが馬車群を通したのは、そこにセリスがいたからだ。帝国にとって王族は、交渉材料として利用価値がある。

　本来、橋を落とすこの仕掛けは増ぞう援えん部ぶ隊たいなり食糧補ほ給きゆう部隊に使われる予定であったはず。だがそれでは、西大陸側が困るのだ。

（俺の価値は部隊一つ二つや食糧より、ずっと高いだろう？）

　騎士団領の干乾しを狙ねらうとすれば、軍用品は持ち込めると踏ふんでいたが、やはり王族の身と引き換えなら許された。ムーアで堂々と積み荷の確認を行った甲か斐いがあったというものだ。

「ど、どうなってるんだ……？」

「敵の工作だ。さっさと盾の砦に向かうぞ」

　息を弾はずませつつ、しかし助かった安あん堵どに滲にじむ声で呟つぶやいた輸送隊の隊長に、セリスは警けい戒かいを緩ゆるめない声で答えた。

　自分の呟きに応じたのが王太子であったことに遅れて気が付いた隊長がうろたえ、しかしセリスの言葉を理解した途端、別の衝撃で蒼そう白はくになって悲鳴じみた声を上げる。

「て、敵!?」

「矢が飛んできて橋が落ちた。これが人為的なものだと思えないなら、城勤めは辞やめた方がいいな」

「いえ、その！　すぐに盾の砦に向かいます！」

　クビにされては堪たまらないと、輸送隊の隊長は急いで部隊をまとめ始めた。

（一番面倒くさくて、しかし悪くはない状況だな。さて……）

　騎士団領、盾の砦を見やって、セリスは思索を巡らせた。

（喜劇か悲劇か──。帝国の騎士団領侵略から始まるこの一件、後の時代にはどちらの演目に加わるかな）
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　──最近のフローレンスの部屋は、空気が若じやつ干かん淀よどみぎみだ。現実的なものと精神的なものと、両方の意味で。

「フローレンス様。今日こそ、今日こそは換かん気きしましょう！　外気を入れればきっと気持ちが変わりますから！」

「ええ、ジゼルの言う通りですわ、姫。さあ、覚かく悟ごをお決めくださいませ！」

「嫌いやああぁぁぁっ!!」

　迫せまりくる侍じ女じよ二人の魔まの手から、フローレンスは必死に窓の鍵を死守する。

「いいの！　今のわたしは淀んだ空気の中で過ごしたい気分なの！　窓なんか開けたら体調もっと悪化しちゃうから！」

「気のせいですわ」

　断じて気のせいではないことを知っているはずのミリアは、微笑ほほえみながら断言してきた。

「何日も閉め切ったお部屋のせいで、考え方がちょっとおかしくなっているだけです」

「そうです。今のお部屋の状態は、絶対にフローレンス様によくありません！」

　事情を知らないジゼルと、事情を知っていても譲ゆずってくれないミリアに追い詰められ、フローレンスは部屋の隅すみでぷるぷると震ふるえた。王女と侍女の絵え面づらとして絶対に間違っているが、そんなことはどうでもいい。多分お互いに。

「フローレンス様、どうかご理解ください。皆もとても心配しています」

（うっ……！）

　体調不良を装よそおって引きこもり生活を始めたフローレンスだったが、すぐに予想外の事態が発生した。

　いや、ある程度は想定内ではあった。読み違えたのは、その頻ひん度どと量。

　引きこもる理由を疑うことなく素直に受け止めてくれた城内の人々、果ては顔も知らない城下の民から、お見舞いの品や手紙が贈られてくる。

（エスカ・トロネアじゃあ、わたしが外に出なくたって誰も気にしなかったのに……！）

　心配してくれるかな、とは思っていたが──まさかここまでとは。

（仮け病びようじゃない。丸きり仮病ってわけじゃないのよ。今のわたしは絶対に、外になんて出ない方がいいんだから！）

　幸いにしてというか何というか、引きこもる直前についにアレルギーが現れたので、風か邪ぜの初期症しよう状じように酷こく似じしたそれを、ジゼルはそのまま風邪だと受け取ってくれた。なので、体調不良は疑われていない。

（うぅ……。でも、もの凄すごく心苦しい……！）

　騙だましている申し訳なさと、バレたときを考えて怯おびえる心と、半々だ。ラハ・ラドマに来て、こんなに心が落ち着かない日々は初めてかもしれない。

「姫。よくお考えになってくださいまし」

「……？」

　真剣な声こわ音ねで諭さとしにかかってきたミリアを、フローレンスはそろりと見上げた。

「体調を崩しているのならば、絶対に、換気が必要ですわ」

（あ）

　何を言われているかに、気が付いた。

　フローレンスの予想通り、ラハ・ラドマではこうして部屋を閉め切っていれば、症状はそれほど酷くならない。しかしそれでは本当にただの引きこもりになってしまう。

　体調不良と言い張って、皆に納なつ得とくしてもらった上での引きこもり生活を続けるためには、むしろアレルギー反応を起こさなくてはならない。そのために定期的な換気──花か粉ふんを室内に入れることが必要なのだ。

（くっ。なんて、なんて恐ろしい選せん択たくをさせるの……！）

　理解してしまうと、やむを得ない。……ような気持ちになってきた。

「さあ、姫」

「……分かったわ」

　フローレンスは諦あきらめ、不ふ承しよう不ぶ承しよう鍵を渡す。

「よかった！　さすがです、ミリア様！」

「ふふふ。伊だ達てに何年も姫様と付き合っていませんわ。では姫、そんな隅にいらっしゃらずに、ベッドへどうぞ」

「ええ」

　渡してしまったのだから仕方ない。隅っこが特別に落ち着くという性た質ちでもないので、フローレンスは蹲うずくまっていた床から居い心地ごこちのいいベッドへ向かおうと立ち上がる。

「あぁ。もう。早く寒くならないかな」

　ラハ・ラドマで暖だん季きを心待ちにしていただろう多くの人々にはちょっと申し訳ないが、個人的には一年中不毛な冬でいい。

「すぐに巡ってきますわ」

　フローレンスの小さな呟きを拾って、振り返ったミリアが慰なぐさめの言葉をかけてくれた。

「うん」

　応じたものの気分は浮上しなくて、それ以上の言葉が出てこない。エスカ・トロネアにいた頃よりもはるかに改善された状態なのに、フローレンスは沈しずみ込んだままだ。ミリアはくす、と微笑ましそうに笑った。

「寂さびしそうですわね？」

「え」

　指し摘てきされて、フローレンスは目を瞬まばたく。

「そう……なんだ？　……うん。そうかも」

　何が、とは言われなかったし言わなかったが、フローレンスも誤ご魔ま化かさなかった。

　フローレンスが引きこもっている理由を知っているイスカは、きっと気を遣つかって会いには来ない。見目よくない姿を見せたくないから、フローレンスが自分から会いに行くこともない。

　こちらの意を汲くんでくれてのことだし、来られても困る。凄く困る。彼は気にしないと言うだろうが、それでも困る。

　……でも、会えないのは寂しい。

（これまで、ミリアと二人きりで過ごすのが当たり前だったのに……。子どもでもあるまいし、今更寂しいだなんて、なんか、悔くやしい）

　感情を抑おさえられないなんて、自分が幼く感じられて情けなく思う。けれど同時に、子どもの頃、心に吹いた空白とは違う種類のものだとも分かっていた。

　これはフローレンスがラハ・ラドマに来て──イスカと過ごしたことで生まれたもの。

「そうですわ、姫。何も関係を断絶させるわけではないのですし、お手紙でやり取りをなさってみては？」

「手紙……」

　ミリアの提案には、かなり心惹ひかれた。しかしためらいがいくつかある。

「同じ宮きゆう殿でん内で？」

「珍しくはありませんわ」

「大した用もないのに、紙なんて高級品使っていいのかしら」

　北の僻へき地ちに存在するラハ・ラドマは、決して豊かな国ではない。飾らずに言うならむしろ貧まずしい。無駄な消費は望ましくなかった。

　フローレンスの言葉に、ミリアは息をつく。

「姫、さすがにそれは気にしすぎです」

「そっか！　低質な物を使えばいいのね！」

「王族の手紙ですよ！　悲しいことを仰おつしやらないでくださいましっ。上質紙一いつ択たくです！」

「な、何かどきどきしない？　背はい徳とく感かん的な」

「姫……。すっかりラハ・ラドマに馴な染じまれて……」

　嬉うれしいのか切ないのか、複雑そうにミリアは呟き、そっと目元をハンカチで押さえた。絹きぬのハンカチを日常的に使い捨てにしていた頃が噓うそのようだ。

「でも、そうね。手紙はいいかも」

（忙しければ後に回してもらえるし、長文でなければ読むのもそう時間を取らないし）

　その人の言葉が綴つづられた、目に見えるもの。きっとイスカと繫がっている実感が得られるだろう。胸に宿る寂しさも紛まぎれてくれるはず。

　──と、控ひかえの間まの方から扉とびらを叩く音がした。すぐに確認に行ったジゼルは、戻ってくると困った様子でフローレンスのもとまで歩み寄る。

「あの、アルフルード様が訪ねてきているのですが、日を改めていただいた方がよろしいですよね？」

「え……、っと」

　訊ねてきた人物の名に、フローレンスも迷った。

　窓はまだ開けられてはいない。そういう意味では会えないわけではないが、閉め切った状態が続いたこの部屋は、人を招まねくのに相応しいとはとても言えない。花粉の影響も皆無ではないので、できる限り人と接せつ触しよくしたくないのが心の底からの本心。

　しかし──

「いいわ。通してちょうだい。アルフルードがわたしを訪ねてくるぐらいだもの。必要なことなのでしょうから」

　どちらかと言えば、日を改める方が危険な気がする。

（アルフルードなら顔を隠してても問題ないし、突っ込んでもこないでしょう）

「分かりました。ではお通ししますね」

　一度部屋の外へと出て行ったジゼルは、すぐにアルフルードを伴って戻って来た。

（……ん？）

　なぜだろう。アルフルードの姿に、微かに違い和わ感かんがある。

「急にお伺うかがいして申し訳ありません、フローレンス姫」

「構かまわないわ」

　扇おうぎを広げて顔の大部分を隠しつつ──フローレンスは彼の姿を見た瞬間に抱いた、微び妙みような違和感の正体に気が付いた。

（衣ころも替がえしたのね。わたしはまだ無理だけど）

　宮殿内で毛皮の付いた厚あつ着ぎをしているのは、これでフローレンスとミリアだけになっただろう。だからといってこちらまで衣替えをしようとは思わない。寒いものは寒いのだ。

「具合はいかがです？　近頃あまりご気分が優すぐれないとお聞きしましたが」

「……大丈夫よ。大したことではないから」

「そのようですね。体調が悪いわけではなさそうです」

　やはり分かる人間には分かるらしい。ぎくりとしたが、アルフルードは意外にも、悪くとっている様子はなかった。

（なんでそんな真ま似ねをしているのか──くらい訊きかれると思ったんだけど）

　フローレンスの戸と惑まどう気配を感じ取ったのか、アルフルードが小さく笑う。

「少なくとも殿下には姫の行動に心当たりがあって、納得もしているようなので。妙みようなことをするわけでもないようですし、追及するのはやめておきます」

　なるほど、と納得した。ついでにイスカが勝ち得ている信頼が見えて嬉しくなる。

「そうね。女性の秘密を探さぐるのは紳しん士しのすることではないから、それで正解よ。──では改めて、貴方あなたの用件を伺おうかしら」

「私としては別に黙ったままでもいいんですが、一応、姫には借りもありますからね。お伝えしておきます。──先日の騎士橋オーダーブリツジと関連した話ですが、セリス殿下が軍用品を乗せた輸送隊を連れ、橋の陥落前に騎士団領に渡っていたそうです」

「お兄様が……？」

　告げられた内容にフローレンスは驚く。王太子であるセリスが長年の敵国、大砂漠帝国との最前線へ向かうなど、余程のことだ。

「それと、こちらを」

　続いて差し出された書類数枚に目を通し、息を吞のむ。

　それはセリスが自国の執務室で確認したものと同様、騎士団領周辺諸国の市場価格の、推移が記されたもの。数字を見たフローレンスが出した答えも、セリスと同じだった。

「横流しされている……？」

「おそらく。カフィエズがやっていたのはこれでしょうね。奴の潜せん入にゆうを知らなければ、今年は在庫が多かったのかと見逃されてもおかしくない数字です。巧こう妙みようですね」

　帝国の動きを予見し、セリスは騎士団領へと向かったのだろう。

（でも、お兄様自ら向かうなんて……？　いえ、お兄様はご自分の価値を分かっていらっしゃるし、無駄なことはしない方だもの。絶対、ご自身が行かなくてはならない理由があったはずだわ）

「……イスカは、このことを？」

「なぜ私が殿下に知らせないことを姫に教えるんです？」

「それもそうね。では、続報が届いたら教えてくれる？」

「はい」

　アルフルードの返答は早かった。フローレンスが事の経過を求めるのも、織おり込み済みだったようだ。

「では、失礼します」

「ええ、ありがとう」

　アルフルードの退出を見送ってから、フローレンスは扇を閉じつつ、目を伏ふせる。

（橋を落とした段階で、帝国側の仕込みはすべて終わっていた、ということよね）

　事態は思っていたよりも切せつ羽ぱ詰つまっているのかもしれない。

（もしかしたら、お兄様が橋を渡ったのと落ちたのは、同時かもしれないわ）

　橋が落ちた報告と、橋周辺が制圧された話がラハ・ラドマに届いたのは同時だった。

　仕込みが完了していたのなら、大砂漠帝国が橋を残しておく理由は一つしかない。支援に来た軍隊を陥おとしいれるためだ。

（ただ物資を運ぶだけでは落とされて終わる。だからお兄様が同行したのね）

　人質に利用するなど価値がある人物が一緒であれば、通される。

　西大陸は中心に向かうにつれ、なだらかな丘きゆう陵りよう地帯や平野が多くなる。人にとって住みよい大地といえばその通りだが、いざ戦争となったときには、侵しん攻こうを妨さまたげる障しよう害がい物ぶつのない厄介な地形だ。

　不利を解消するために造られたのが騎士団領と、守るべき内陸とを隔へだてた、自然も利用した人工の堀。騎士団領が突破された場合、直近の国はこの人工堀を盾に戦うことになる。

　だがいかに設備が立りつ派ぱだとはいえ、実戦はすべて騎士団領に任せ、平和に慣れ切っていた西大陸だ。おそらく大砂漠帝国とまともに戦うことさえ適かなわないだろう。

　騎士団領が陥落すれば、西大陸はかつてない蹂じゆう躙りんを受ける。

　そして間違いなく彼らはエスカ・トロネアまで攻め上がり、略奪の限りを尽くす。

「姫様……」

　硬かたい表情で無言になったフローレンスへと、ミリアから気き遣づかう声がかけられた。顔を上げ、何とか微笑む。

「大丈夫よ」

　それ以外に答えるべき言葉などない。

（わたしには……何もできない）

　はるか遠くの地にいる兄の手助けなど、できる術はない。大国の姫君として大切にされても、その立場だけでは何の役にも立ちはしないのだ。

　できるのはただ祈いのり、願うことだけ。

　そんな自分が、どうしようもなく歯がゆかった。
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　ミリアの勧すすめで始めたイスカとの文通は、思っていたよりずっと、フローレンスの心を慰めてくれた。文字のやり取りだけでも、繫がっている感覚が確かに生まれる。

（本当は会えるのが一番なんだけど。いや、会わないのはわたしの都つ合ごうだけど……。でもやっぱり無理だしッ）

　暖季を迎むかえたラハ・ラドマは、いつも通りのんびりと穏やかな時を刻きざんでいる。遠くの地で起きているかもしれない騒そう乱らんの気配など一切ない。

　事実、ラハ・ラドマには無む縁えんな話だ。大砂漠帝国も、資源乏とぼしい北の果て、旨うまみがない上侵略しにくいラハ・ラドマになど何の用もあるまい。

　さらに言えば、帝国はラハ・ラドマが傭よう兵へいで名を馳はせた時代から、鬼き人じんの王国として恐れている。不干渉である限りこの国の平和は守れるはず。

　王おう太たい子し妃ひならば本来喜ぶべきなのだろうか。自分たちには災わざわいが降りかからないと──。

（……騎士団領、どうなったのかな）

　イスカとのやり取りに、その手の不ふ穏おんな事こと柄がらは含まれていない。フローレンスが気を揉もんでいるのは事情を知る誰もが分かっているから、尚なお更さら、自分からその話題に触ふれるのをためらってしまう。

（続報が入れば、教えてくれるって言ってたけど）

　しかし、実は若干疑っている。

　続けて上がってくる報告がセリスの身に危険が及ぶ類たぐいのものであれば、イスカはしなくともアルフルードが情報を遮しや断だんするのではないか、と。

（騎士団領が敗れようと、西大陸の多くが略奪を受けようと、極きよく論ろんを言えば、ラハ・ラドマには関係ないもの……）

　かつての時代には戦争に参加することで得る金銭に、命に見合う価値があった。しかし今のラハ・ラドマは南部の一部地域に農業を根付かせることに成功している。自国内の生産だけでも、最悪、民を飢うえさせることはない。

　関わらなければ平へい穏おんでいられる。分かっているのに火事に飛び込んでいく国もあるまい。

　前にも増して塞ふさぎがちになり、部屋から外出しなくなったフローレンスだが、事情が事情のため、不思議に思う人間はいなかった。ジゼルも含めて。




　今日も清すが々すがしい晴天だ。空模様とかけ離れた晴れない気分で過ごしていると、予定のない客の訪問を告げられた。

「フローレンス様、イスカ殿下がいらっしゃいましたが」

「!!」

　ジゼルから告げられた名前に、息を詰める。

（イスカが意味なく今のわたしに会いに来るはずがない。ということは、手紙で済ませられない用事だということ……）

　どくどく、と心臓が早はや鐘がねを打った。

　会うのが、用件を聞くのが怖い。でもちゃんと知りたい。

「大丈夫。お通しして」

「はい」

　強こわ張ばった空気に、感じるものがあったのだろう。ジゼルは粛しゆく々しゆくとうなずいた。

　扇での防ぼう御ぎよをさらに深めにしつつ、通されてきたイスカと向き合う。側にはアルフルードの姿もあった。

（あら？）

　存在を認識すると同時に気が付く。アルフルードの恰かつ好こうが、冬仕様に戻っている。

　先日と比べて、今日が一段と寒いわけではないのだが──？

「……何か？」

　フローレンスの視線に込められた疑問を読み取ったアルフルードは、不ふ機き嫌げんそうに問いかけてきた。ということは、冬仕様に逆戻りしたのは本意ではないらしい。

（寒くて無理だったんだ……！）

　分かってしまったからには、指摘しないでいてやるのが情けというものだろう。フローレンスは殊こと更さら柔やわらかい口く調ちようで返す。

「いいえ？　特には」

「……」

　フローレンスが温情で指摘しなかったということに、アルフルードも気が付いたのだろう。気まずげにやや顔を逸そらす。

「……何だ？」

　二人の間で暗あん黙もくのやり取りが発生したことを察さつしたらしい。イスカが戸惑って、フローレンスとアルフルードを交互に見た。

「女という生き物の目め敏ざとさに辟へき易えきしていただけです」

　主あるじの疑問に、アルフルードは面おも白しろくない様子を隠さないままで答える。

「あら、ここは情の深さに感謝するところよ」

「恩着せがましい言い方をしてくるあたりで、情の浅さなら窺うかがえますね。通り雨の水みず溜たまりほどの深さがせいぜいでしょう」

「否定はしないわ」

「しないのかよ……」

　優しくない自覚はある。フローレンスが肯こう定ていすると、アルフルードはげんなりした様子で肩を落とした。

「仲良く……なったな？」

「「なってません」」

　イカスの言げんに、フローレンスとアルフルードは揃ってきっぱりと否定した。本当だ。別に仲がいいわけではない。部分的に妙に息が合うだけだ。

「それより殿下、用件を済ませてしまってはいかがです？」

　これ以上自分に累るいが及ぶのを嫌がって、アルフルードはイスカへそう促うながした。

「待て。そこは『それより』で片付けていいのか？」

「まさかお疑いで？　人の婚約者に手を出す趣味はないので、どうぞご安心ください」

（まかり間違ってそうだとしても、当人の前では尚更無関係貫つらぬくでしょ。……いや、あり得ないけど！　興味もないけど！）

　けじめをつけない関係は嫌きらいだし、幸い、道ならぬ恋に胸を焦こがす必要もなかった。順当な相手に惹ひかれているのだから。

「別に疑ってはいない。第一フローレンスにもお前にも失礼だろう。というより、顔を合わせることも少なくないのだし、関係が円満なのは良いことだと思うが」

「「もちろん、貴方を裏切るようなことはしません」わ」

　答えが再度、重なった。フローレンスとアルフルードとの間で、被せてくるなと訴うつたえる視線が交差するのを、後ろでミリアが肩を震わせつつ見守っている。

「気が合われるのですね」

「そうか、気が合うのか……」

　ジゼルの微笑ましげな言葉に、イスカは少し羨ましそうに呟く。

「イスカ！　『それより』で片付けるのに何ら不都合のない間柄ですので、本題に入りましょう！」

　中々に酷い扱あつかいだが、それでも角が立たないぐらいには、アルフルードとも関係が築けているので問題ない。ラハ・ラドマに来た当初から比べれば、大だい分ぶ改善されただろう。

「分かった。なら、フローレンス」

「はい」

「──悪い知らせだ」

「……はい」

　予感はあった。だから覚悟はしていた、つもりだ。

「城塞都市ムーアの常じよう駐ちゆう兵へいと、近隣からの友軍から成る連合軍が騎士橋オーダーブリツジ奪だつ還かんに動いて、──敗北したらしい」

「そう……ですか」

　落らく胆たんは大きかったが、衝しよう撃げきは少なかった。充分にあり得ると思っていたからだ。

　イスカの言葉を受け、アルフルードが補足する。

「やはり兵の練度が桁けた違いですね。落ちた橋の代わりに簡易に架か橋きようしようとして──渡ることすらできなかったようです。使った資材も燃やされ、完敗ですね」

「代わりの資材は残っているのかしら」

「ムーアにはもうないようです。食糧も大分在庫が薄いとか。緊急時に対応するのはムーアと皆が高たかを括くくっていましたから、次に資材が揃うのはいつになるやら、ですね」

　すぐに届けられるような近郊の国々では、敵の目もく論ろ見み通り在庫が少ないはず。

　それより遠い国には騎士団領への物資支援対策そのものが取られていない。輸送隊を整ととのえるだけで、相当の時間がかかるだろう。

（このままだと、本当に騎士団領が干乾しにされる……）

「騎士団領の備蓄分がどれだけあるか分かりませんが、騎士たちの精神は、現状の数字以上に圧あつ迫ぱくされているでしょうね」

　前後を敵に挟まれ逃げ場がない。補給も届かない。援軍は来たものの追い返された──これが一番キツい。期待を挫くじき、不安を大きくさせる。次も届かないんじゃないか、と。

（……お兄様）

　セリスは果たして、どこまでを見越して動いたのだろう。この状況でも、勝機は彼の手の中にあるのだろうか。

「……言わないんですね」

「え？」

　何を、と思って反射で無防備に問い返したことを、次のアルフルードの言葉で後こう悔かいする。

「兵を出してほしい、と」

　神経を逆さか撫なでされ、フローレンスは胸の内をずくりと抉えぐられるのを感じた。アルフルードの言葉は、フローレンスにとって屈辱的なものだったのだ。強い憤りが湧わき上がってくるのを、扇を持つ手に力を入れ、押し込める。

「……ラハ・ラドマには関わりのない戦ですもの」

　懸けん命めいに感情を抑え、言い切った。

（わたしは、ラハ・ラドマの王太子妃になるのよ）

　何もしなければ巻き込まれないことが分かっているラハ・ラドマに、火中に飛び込んでほしいだなどと、どうして言えようか。

　いや、言ってはならない。国益を損そこなう真似をしてはならないのだ。絶対に。

「ただ、現状を教えていただいたことに、感謝しています」

　フローレンスが知れば、泣き喚わめいてイスカに縋すがることも当然あり得た。情報を遮断されてもおかしくなかったのだ。

　けれど目を、耳を塞ぐのではなく、共有することを許してくれた。

（充分よ）

　誠実な対応をしてもらっている。これ以上望むことはない。

　フローレンスは理性で諦め、納得しようとする。だがイスカの答えは違った。

「俺は、関わりないとは思わない」

「!?」

　告げられた言葉にフローレンスは驚き、目を見開く。

「今見過ごして騎士団領が陥落すれば、侵略による被害は甚じん大だいなものとなるだろう。何もせず傍ぼう観かんして、それでも西大陸の一員ですという顔をするのか？」

「きっと……許されますわ」

　ラハ・ラドマは力を持たない弱小国。それが西大陸全体の見解。何もしなくても──できなかった、仕方がないと端はなから諦められるだけだ。

「国の民を守るためには、傍観が正しいと考えます」

　エスカ・トロネアの王女として、絶対に違えてはならない一線だ。

　もしセリスがフローレンスをラハ・ラドマに嫁がせることに何らかの利を見み出いだしていたとしても、今の状況に対してではないだろう。

　ラハ・ラドマ兵は確かに優秀だが、実戦で証明されていたのは半世紀も昔の話。その頃の話を調べていたとしても、軍隊を使わなくなって久しい現在、強さが維い持じされているかどうかなど分からない。セリスがそんな不確かな要よう素そに期待をするはずがないからだ。

　だからセリスの意い図とも気にしなくていい。

　そして見返りを求めるつもりがあるのなら、嫁ぎ先の国に尽くせなどと教育するはずがない。生しよう涯がいをエスカ・トロネアに捧げるべきだと教えられたはずだ。

　フローレンスの瞳を、同等の揺らがぬ強さで見返して、イスカは明言した。

「人を守ることを前に、器くにが違うなど些さ細さいなことだ」

「!!」

　はっきりと告げられた言葉に、フローレンスの扇を持つ手が震えた。

「──……本当に、よいのですか。それで」

　それが貴方の意思ならばと、お兄様たちを助けてくださいと、望んでしまいたい気持ちが突いて出ようとするのを、フローレンスはかろうじて抑え込む。

「己の民に被害を出してまで、やるべきことなのですか？」




「ああ。人として、だ」




（……あぁ）

　心の中で、フローレンスは感かん嘆たんの息をつく。

（本当に貴方は、己の人道を疑わない）

　利でも害でもなく、良心の示すままに。

（わたしにはできない）

　その重さを負おう勇気がない。

（家族だから助けたいだけだろうと言われたら、否定できない。そうだと言い切る強したたかさもない。きっと自分の中でさえ、正しさを信じられない）

　しかしおそらく、イスカは誰に問われても同じように断言するのだろう。己の心の中に、噓も誤魔化しもなく、人が人を助けるのは当然だと思っている──思える人だから。

「殿下に同意していただけるなら、姫も協力してくださいますね」

　フローレンスの沈黙を同意と理解したアルフルードの言葉に、思考を戻された。

「え、ええ。それは、もちろんだけど……」

（わたしにできることが、何かあるのかしら）

　フローレンスが持つ力はあまりに小さい。求められることの想像がつかなかった。

「最短で辿り着くため、大道行路を軍隊で通過します。間の国々の許可を取り付けておいてください。ごねられると困るので、途中までは姫にも同行していただきます。エスカ・トロネアの王女に正面から否いなと言える国はないでしょうから。一ひと月つき半で騎士橋まで行きますので、そのおつもりで」

「!?」

　それはラハ・ラドマから騎士団領まで、個人が馬で移動するのと同じ日数である。

　軍隊の移動というのは、個人のそれとはわけが違う。相当の強行軍だ。

　ちなみにフローレンスがラハ・ラドマに来たときは、体への負担を考慮して、二ヶ月弱の時間をかけている。

「そ、そんなこと……」

「行くなら間に合わないと意味がありません。早はや駆がけの伝令で伝わってきた情報とはいえ、事が起こってからすでに一月弱経過しています。最速で向かっても、交戦中に間に合うか分からない状況です」

　だが間に合うかもしれない。諦めるにはまだ早い。

「ラハ・ラドマの部隊は騎馬のみで二千。橋さえ取り返せばあとは対等に戦えるはずですから、何とかなるでしょう」

　背後の安全を確保しての防衛戦ならば、騎士団領の勝率が格段に上がる。周辺諸国からの支援が機能するようになれば、持ち得る力を存分に発はつ揮きし、乗り切れるだろう。

　──逆に、それで駄だ目めなら最も早はや足あ搔がくだけ無駄だ。

「俺もそれだけの長距離を強行するのは初めてだ。貴女には相当、辛い行程になると思うが……」

「大丈夫です。わたしは問題ありませんわ」

　そう答えることで、アルフルードの求めにも肯定の意を示す。

　むしろフローレンスにとって、感謝以外にない話だ。自分にできることがあるなら喜んで果たそう。そうして場が一致しかけたとき。

「お待ちください！　姫ご自身がそのような……！」

　快かい諾だくしたフローレンスを咎とがめ、ミリアが声を上げた。

「イスカ殿下！　貴方もなぜ姫にそのようなことをさせるのです！」

　これまで立場に相応しい礼節を崩さなかったミリアに初めて声を荒らげられ、イスカは驚いた表情で目を瞬く。
















「させる、とは。何か疑問が？」

「な、なにか……？」

　互いの常識が食い違う二人に、アルフルードが説明を加えた。

「ラハ・ラドマでは上の者が先せん陣じんを切るのは普通です。そして戦士としての扱いに男女の差はありません。実力で配置場所が決まるので、女性が前線に出ることがほぼないというだけで。ジゼルを見ればお分かりいただけるでしょう」

　かつてのラハ・ラドマでは、女性だから護まもるもの、護られるものという認識は皆無だった。

　己の護るべきものを、死力を尽くして護り抜く。強き者は弱き者を、弱き者はより弱き者を。

　ラハ・ラドマの国章である双そう剣けん六りつ花かが示すように、彼らは己の身を守ることを第一にはしない。体を蝕むしばむ狂薬と、両の手に武器を携たずさえたその意味は、刃やいばは己のためではなく、己の後に続く者たちのために振るうという、命を懸けた覚悟。道を切り拓ひらく剣となれ、と。

　──もちろん、それを掲げた当時とは状況が違う。今のラハ・ラドマは西大陸の常識を学び同調しているし、平時はその通りに振る舞う。上の人間が戦場に出て失われることによって起こる損失も理解されたため、むしろ己の身を危険に晒さらしてはならないということも納得し、かつてとは意識が変わった。

　だが、己の祖そが説いた思想も、根強く残っている。

「フローレンスが戦場に出るというなら無む謀ぼうだが、あくまでも支援だ。担になえる役割を放棄させる理由はないのでは」

「──……っ」

　いっそ不思議そうにイスカに言われ、ミリアは絶句し、それ以上の言葉を紡つむげずに立ち尽くす。

「ミリア、ありがとう。でも、ごめんなさい」

　心配してくれたのは嬉しい。けれどフローレンスは、僅かでも助けになれるのならば行動したいのだ。

　アレルギーにより表舞台に立てなくなって、ずっと王女として役立つことが叶わなかった。

（エスカ・トロネアの王女であることが役立つのなら、王女として生まれた甲斐もある。育ててくれた恩にも、報いることができる）

　必要なときに立場を使わずに、何が王女だ。

　この場でフローレンスの同行に反対するのは自分だけなのだと悟さとり、ミリアはぎゅっと手を握にぎった。それから毅き然ぜんとフローレンスを見て。

「分かりました」

「ミリア」

　フローレンスがほっとした息をつく──間もなく。

「万一の時は、わたしが姫の最後の盾となりましょう。そのときは思いっきり軽けい率そつさを悔くやませて差し上げますので、覚悟なさっていてくださいましね」

（ひっ）

　唇くちびるに薄く笑みを湛たたえつつ言ったミリアに、ぞっと全身に寒気が走った。得も言われぬ迫力だ。そこにアルフルードも口を挟む。

「姫もですが、殿下も戦場にまで連れていくわけではないので、その心配は限りなく不要です。道程は厳しいですが、二千の騎兵がついての移動なので、なまじの旅行より安全は保証しますよ」

　まして使うのは大道行路。

　エスカ・トロネア主導で敷しいた、大陸を縦じゆう横おうに走る大街道だ。通行税は高めだが、道の安全を各国が保証している。大道行路で賊ぞくなどの被害に遭あった場合、損失の何割かが被害者に返へん還かんされるのだ。それは国が負担するため、大道行路を領内に含む国は特に警備に力を入れている。

　だが本来の建設目的は、いざというとき、国単位で軍隊を移動させやすい広大な道を求めたため。その目的で使われなくなって久しいが、今回はおおいに活用できる。

「では、明朝には出立しますので、そのおつもりで」

「分かったわ」

　かなり急な話だ。それだけの時間で部隊編成が間に合うのかどうか疑問だが、素人しろうとであるフローレンスが口を挟む余地はないだろう。できるというなら信じて託たくし、自分の役割を果たすことに全力を注そそがなくては。

「ではフローレンス。また明日」

「はい」

　自然に受け入れ、うなずいたフローレンスとは真逆に、アルフルードは苦い表情で息をつく。

「殿下に同行していただく理由はないのですが、姫を連れていこうという以上、仕方ないでしょうね。繰り返しますが、お二人とも、来ていただくのはムーアまでです。着いたら折り返し帰っていただきます。ご理解いただけますね」

「……ああ」

　一いつ拍ぱく間まが空いたが、イスカは肯定を返した。

（納得は、していなさそうね）

　軍の派は遣けんに王子がついて行くこと自体は珍しくない。イスカは武技に優れているし、ラハ・ラドマの王侯貴族は自らが先陣に立ち、下の信頼を得て今の地位にあるという背景を持つ。

（でも、第二王子のセクト殿下も騎士団領にいるんだもの。王太子が同じ危険に飛び込むのは避さけるべきだわ）

　イスカは戦場には出ない。

　──その事こ実とに思わず、ほっとしてしまった。

　そして次の瞬間、身勝手に気付いて少し落ち込む。イスカの安全だけを喜んでいい状況ではないのに。

　理性ではそう思うけれど、心はやっぱり、誤魔化せない。

「では、準備がありますので私はこれで。姫もなるべく早くお願いします」

「分かったわ」

「……俺も失礼しよう。では、フローレンス。また」

「はい」

　イスカとアルフルードを見送ると、フローレンスはすぐに机に向かった。行軍する近隣の国々には、すぐにでも手紙を送らなくてはならない。それでも相手の返事を待つ余裕はない。

　無礼なのは承知の上だが、エスカ・トロネアの名前を使えば、門前払いということはないだろう。

「姫。行くことについてはわたしももう何も申し上げませんが、どうなさるおつもりなのです？」

　まだ少しだけ不満そうな様子で声をかけてきたミリアを振り返ると、彼女は心配そうな顔をしていた。

「どうって……？」

「騎士団領へ向かうということは、南下するということですわ」

「！」

　ジゼルの存在に配はい慮りよして、ミリアははっきりとは言わなかったが、それで充分通じる。

（わ、忘れてた……！）

　ラハ・ラドマにおける暖季。つまりは夏。大抵の地域で、活いき活いきと花々が咲き誇ほこっていることだろう。

　世情が世情とはいえ、軍隊を国に入れろと要求するのは相当のことだ。特に大道行路の近くに主要都市が存在する国は尚更ためらうはず。というか、交通の便がいいのでそうなっている国が圧あつ倒とう的てきに多い。

　王なり領主なりが渋しぶったときは、フローレンスの名前で強引に通るつもりなのだ。そうなれば、責任者と顔を合わせないわけにはいくまい。

　──確実に、崩壊した顔面で。

（ど、ど、ど……っ、どうしよう……!!）

　だが──やっぱりやめます、などと言うのは……許されるだろうがやりたくない。

（各国にご、ごねられないことを祈るしかない……!?）

　どうか病弱な姫君を引っ張り出すような真似をしてくれるなと、切に願った。
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　両陛へい下か臨りん席せきのもと閲えつ兵ぺい式しきが執とり行われ、ラハ・ラドマを発たってから早一週間。

　フローレンスはミリアとジゼルと共に、騎兵の隊列に交じって進む馬車の中にいた。

（か……、体が痛い。最早どこが本当に痛いのかもよく分からない！　そして──）

「ふ、べっ、ふぬっぶじッ」

　出てこようとしたくしゃみを無理に口の中に押し込めたせいで、空気が変な形で噴ふき出した。

（あー……。馬車万ばん歳ざい。蹄てい鉄てつ万歳。武器の金属音よ、ありがとう）

　外の騒そう音おんも中々のものなので、多分大丈夫だ……と信じている。信じてないともう外に出られない。聞こえていたとしても聞こえないフリをしてくれそうなラハ・ラドマの皆さんの性格のおかげで、真相は闇やみの中だが。

　窓の外の景色けしきはすっかり雪が消え、太陽に照らされた空気が汗ばむほどの熱をはらむ。

　──紛まがうかたなく、夏だ。

　顔を隠すように──というか、顔を隠すために被かぶっているヴェールが、余計に蒸むす。大変に不快だ。しかし取るわけにはいかない。

　フローレンスの顔面はアレルギーの影響で、ラハ・ラドマを出た翌日には、もう人前に出るのがはばかられる状態へと陥おちいった。

　こうして一歩でも国外に出ると、ラハ・ラドマがどれだけフローレンスにとって恵まれた地であるかを、痛感する。

「そろそろ、今日の移動は終わりですね」

　ジゼルに言われ、馬が速度を落としているのに気が付いた。フローレンスたちが乗る馬車は隊列の中ほどに位置しているが、先頭はもう宿営地に着いているかもしれない。

　それからしばらく進んだあと馬車は止まり、ようやく揺れと衝撃から解放された。つい深く息をついてしまったが、馬車移動のフローレンスたちはまだマシなのだ。馬上の兵士たちの疲ひ労ろうは馬車組の比ではないだろう。

「フローレンス。大丈夫か？」

　扉が開かれた先で、先に着いたイスカが待っていてくれた。彼の手を取り馬車を下りる。

「はい。お気遣いありがとうございます」

　体が痛いのは出発前から織り込み済みなので問題ない。そんな弱よわ音ねを吐くぐらいなら、初めからついてくるべきではないのだから。

　フローレンスは何事もないように微笑んだが、それが強がりであることは誰にでも分かってしまうので──イスカは少し、困った顔をした。

　その表情に、ただ親切を無視してしまったような気持ちになる。……本当のことを言えば、体は大丈夫ではないのだし。

　なので、言い添そえることにした。

「少し体は痛いですけれど。でも分かっていたことですもの。もっと大変な皆がいる前で、辛いだなどとは言えませんわ」

「……そうか。貴女は強いな」

　フローレンスを見るイスカの瞳には、眩まぶしい存在へと向ける敬意があった。

（イスカ……？）

　その奥に沈んだ重さが見えた気がして、不安を覚える。

「貴方は大丈夫ですか？」

「！」

　辛そうだ、と思った瞬間、そう問いかけていた。

　対してイスカが見せたのは、強い狼ろう狽ばい。そしてやや焦った様子で首を横に振る。

「俺は何ともない」

「でも」

　そうですか、とはうなずけない。自分でも誤魔化せたと思っていないのだろう。続くフローレンスの言葉を、イスカは微び笑しようと共に遮さえぎった。

「俺が今感じている気持ちは──、きっと皆を侮ぶ辱じよくするもので、あってはならないものなんだ。だから……」

　自分に言い聞かせるように、その先は吞み込んで。

「気付かれてしまう俺は未み熟じゆくだな。けど……、嬉しかった。貴女がいてくれて、よかった」

「え!?」

　最後に囁ささやかれた言葉が不意打ちすぎて、フローレンスは、問うべき言葉を失ってしまう。

「行こう。休みはできるだけ多く取った方がいい」

「は、はい」

　完全に話を切り替えられてしまって、結局、イスカが沈んでいた原因に触れることはできなかった。

　でも最後に彼が見せてくれた微笑みは取り繕つくろったものではなかったから、よくは分からないが──きっと少しは役に立ったことがあった……のだと思いたい。

（わたしがいて、よかったっていうのは……）

　その言葉の響ひびきが、甘あまさを含んだ信頼に聞こえてしまったのは、フローレンスの気のせいだろうか。
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　石造りの建物を漆しつ喰くいで塗ぬり固めただけの、広いが殺風景な部屋。飾かざりといえば騎き士し盾たてに重ねられた剣をモチーフにした騎士団領りよう旗きのみ。それがセリスに与えられた部屋だった。

　広さぐらいしか特別感のない扱あつかいだが、これでも騎士団領的には最上級の客きやく人じん扱いだ。この徹てつ底ていした武ぶ骨こつさは嫌きらいではない。

　面おも白しろ味みのない部屋を唯ゆい一いつ彩いろどるのは、机の上に飾られたグラジオラスのみ。それはセリス自身が持ち込んだものだ。

　盾たての砦とりでに着いてすぐ、セリスは橋を渡った数人の近衛このえ騎士と共に、剣つるぎの砦へと移っていた。運び込んだ荷は、輸送隊の面々と一緒に盾の砦に預けてある。

　明日にも帝国軍が到達するという剣の砦に足を踏ふみ入れたのは、セリスが騎士団長グレハム・オーダーという人物のことを知っていたからだ。

「これは、見事な咲きぶりですね」

　今後の方策を訊ねるために呼んだもう一人の責任者、副騎士団長シグルト・ツァルフは、騎士団領ではほぼ見ないだろう花を早さつ速そく目に留とめ、そんなことを言ってきた。

「そうだろう？　ムーアで用意させた物だから丁ちよう度どいい咲き具合だ。うちで育てている物には劣おとるけどな」

「花でエスカ・トロネアに敵かなう国などありますまい」

「当然さ。負けたら花か冠かんの王国なんて名乗れない」

　セリスと和なごやかに会話を交かわすシグルトは、冴さえ冴ざえとした月の銀ぎん髪ぱつに紅こう玉ぎよくの瞳ひとみを持つ長身の偉い丈じよう夫ふだ。まだ二十六と地位を考えれば年若く、自みずから前線に出て槍やりを振るう彼の存在は、騎士たちの尊そん崇すうの的となっている。

「しかし、お前に花を愛めでる感性が備わっているとは思わなかった」

「いえ。正直さっぱり分かりませんが、愛でる余よ裕ゆうがあると、自分にも部下にも見せることは大切です」

「戦場で冗じよう談だんを言って笑うのと同じ理屈だな」

「はい」

　セリスが花を持ち込んだのも同じ理由だ。──が、理解してくれない長もいた。

「花など愛でている場合ですか、セリス殿下！　お前もだ、シグルト！」

　部屋に集つどった最後の一人、壮そう年ねんの男性が憤ふん然ぜんたる様子でそう言った。

「まさに愛でておくべき場合かと。今しがた観賞を終えたところです。グレハム団長、貴方あなたもぜひ」

「いらん！　今は見せるべき部下もおらんだろうが！」

　余裕のない己おのれを自覚できてはいないらしい。部下の勧すすめを一刀両断して、グレハムは身を乗り出す。

「そんなことより、何の妄もう言げんですか、殿でん下か。軍を退ひけ、とは」

「効率的だと思うんだが」

「私も同意します。団長、あとは貴方の了りよう承しようを得るだけです」

　飄ひよう々ひようとして答えるセリスとシグルトに、グレハムは苛いら立だった様子を隠さず、机を拳こぶしで叩たたいた。

「この栄光の剣の砦を蛮ばん徒とに明け渡すなど！　騎士の誇ほこりが許しません！　第一、我らが剣の砦から撤てつ退たいし、盾の砦へと後こう退たいすれば周辺の国々が何と思うか！」

「危機感を覚えるだろうな」

「それだけではありません！」

　こともなげに答えたセリスに、グレハムはさらに数回、今度は平手で机を叩いた。無意味でうるさいのでやめてもらいたい。

「創そう設せつ以来、一度も蛮徒の侵しん略りやくを許さなかった騎士団領ですぞ！　籠ろう城じようした今とて充じゆう分ぶんに渡り合えているのです。なぜ、おめおめと敵に侵しん攻こうを許さねばならないのです！」

「背後を押さえられたままでは、満足に戦えません。まずは騎士橋オーダーブリツジを取り戻さなくては」

「当然だ。入り込んだ穢けがれなどすぐにでも駆く逐ちくしなくてはならぬ。だがそれは奪だつ還かんのための部隊を編成し、送れば済むことだ」

「送って、潰かい走そうさせられたではありませんか。──ハルシュラ・ステュピアに」

　シグルトが出した敵てき将しようの名に、グレハムは忌いま々いましそうな顔をした。

　大砂漠帝国の主な軍人を挙げろと言われたときに、二番目か三番目に名前の挙がる『ハルシュラ・ステュピア』という将軍がいる。十八歳という若さであるが、ハルシュラが出た戦いくさに敗まけはない、と言われるほどの弓の名めい手しゆだ。彼が率ひきいる弓きゆう兵へい隊たいの精度はもちろん、何よりハルシュラ本人が放つ矢が正確無比で、常識外の射程距離から標的を射抜くらしい。

　らしい──というか、それが事実であることを、つい先だって騎士橋オーダーブリツジを渡るときにセリスも体験した。

「ハルシュラの噂うわさは誇こ張ちようされたものではない。半はん端ぱな数でハルシュラの弓に対たい抗こうできないことはもう実証されたはずです。接近すら許されずに壊かい滅めつした先せん遣けん部隊、それにムーアからの支援部隊のことをお忘れですか」

　大人数で動く軍という集団は、一人二人の将で動かせるものではない。将がいて、将を補佐する参さん謀ぼうがいて、その下で部隊長が部下をまとめる。この実際に兵をまとめて指示を出す前線指揮官たちが、軍の要かなめだ。彼らを失うと下の兵はどう動いていいか分からなくなり、軍として機能しなくなる。

　軍が戦い続けられる最大消しよう耗もう数すうは、全体の三分の一だと言われている。それ以上の被ひ害がいを出すと命令系統が引き裂さかれ、動けなくなるのだ。

　騎士団領一連隊二千人に換かん算さんして言えば、佐さ官かんである千人隊長二人、尉い官かんである百人隊長二十人、そして十人隊長二百人が前線指揮官と呼ばれる。このうち七十人ほどを失えば、撤退し、編成からやり直すしかない。

　ハルシュラの矢は前線指揮官を違たがわず穿うがつ。彼が率いる弓兵隊六百人も一流どころが揃そろっており、あっという間に先遣部隊を壊滅させた。西大陸からの増ぞう援えんも同様。

　何の手も打たなければ、先の部隊の二の舞になるのは目に見えている。

　弓きゆう神じんとさえ称たたえられるハルシュラの武勇は西大陸──特に大砂漠帝国に隣りん接せつする騎士団領にはよく聞こえてきていた。厄やつ介かいな敵の情報としても。

　大おお仰ぎような言われようだと笑い飛ばせる者は、もう騎士団領の中には存在しない。

　狙ねらい澄すまして命を射抜く弓矢の恐ろしさ。戦場でそれを知らぬ者などいない。ハルシュラと相あい対たいすることを、騎士団領に集つどった者の誇りとして口に出しはしないが──多くの騎士が怯おびえている。

　正確無比な弓矢を前に、騎士団領が取れる手段はただ一つ。盾と鎧よろいを信じ、多少の犠ぎ牲せいは覚かく悟ごして数を揃えて接近し、直接叩く。これしかない。接近さえしてしまえば、弓兵は騎馬兵に敵わない。一方的に蹂じゆう躙りんできる。

「生なま半はん可かな人数ではハルシュラの矢を越えられません。かといってここからそんな大人数を割さけば、正面の帝国軍本隊が好機と見て、本格的に攻めかけてくるでしょう」

　剣と盾の二つの砦から成る騎士団領ではあるが、内陸側の盾の砦は、現在では中ちゆう継けい点てんとしての役割が強い。

　軍が戦うには武器や鎧、馬や糧りよう食しよくといった、様々な物資が必要となる。何万という人数になれば、支える人手も膨ぼう大だいだ。

　盾の砦に務つとめているのは、そういった管理業務をこなす非ひ戦せん闘とう員いんがほとんどで、戦うための騎士ではない。常じよう駐ちゆうの騎士は砦を守れる最小限しかいないのだ。打って出て、橋を奪還してくるなどまず不可能。

「このまま籠城を続けたところで、物資が尽つきて干ひ乾ぼしになるだけ。すぐにもハルシュラを排はい除じよしなくてはなりません」

「だからといって砦を明け渡す必要はない。確かに人員が割かれたと知られれば帝国軍本隊の攻こう撃げきは苛か烈れつさを増すだろう。だがこの砦は強固だ。充分、籠城に耐えられる」

　グレハムの主張は間違ってはいない。良将であれば五倍の人数に囲まれても守り抜けるのが籠城の強みだ。だが、籠城とは戦いである。そこには必ず犠牲が出る。

「それは下げ策さくです。戦力は決勝点に集中させるのが用兵の基本。今早急に叩くべきは、ハルシュラの部隊一つです。橋さえ取り戻せれば、我らならばいくらでも巻き返せます。兵力を分散し、無む駄だな犠牲を払うことなどありません。砦一つぐらいくれてやりましょう」

　剣も盾も砦としての機能は同じ。人が移動すれば遜そん色しよくのない防ぼう御ぎよ力りよくを発はつ揮きできる。

「上じよう策さくか、下策かではない！　そんなことは二の次だ。異教の蛮族に領地を穢される屈くつ辱じよくに比べれば、多少の犠牲など物の数ではない。これは誇りの問題なのだ！」

「……誇り、ですか」

　必要であれば命を懸かけることにも迷いなどない。シグルトとて、西大陸の守護者たらんとして騎士団領に志願した身だ。

　だが剣の砦を守らねばならないというグレハムの主張は、凝こり固まった選民思想にこだわるがゆえの、ただの見栄だ。そんなものに命を使う価値はない。

「そうだ。誇りだ」

「分かりました」

「そうか、では早速──」

「はい」




　めぎっ。




「ぉうぶっ」
















「移動の準備に取りかかります」

「き、貴様……」

　生き真ま面じ目めという表現が一番しっくりくる真剣な表情のまま、シグルトはグレハムの腹に拳をめり込ませていた。打たれた腹を押さえ、ずるりと崩くずれ落ちたグレハムの体を支えつつ、シグルトはセリスへと顔を向ける。

「セリス殿下。どうやら団長は腹の具合が優すぐれぬ模様」

「そうみたいだな」

「指し揮きの続行は不可能と思われますので、これより私に指揮権限が移行します。すぐに撤退を開始しますので、殿下も支し度たくが済み次第、広間にいらしてください」

「ああ。身一つみたいなものだから、このままでも行けるぐらいさ」

「では、御ご前ぜんを失礼」

　グレハムの体を小こ脇わきに抱かかえ、シグルトは部屋を辞じした。

　剣の砦と盾の砦の間は、地下通路で繫つながっているため行き来は問題ない。帝国軍に悟さとられる時間を稼かせぐことができるだろう。

　剣の砦を明け渡すのは、局地的に見た戦術としては汚お点てんかもしれない。だが政略のための布ふ石せきとして、戦略的に必要なのだ。

　グレハムは断だん固こ拒否派だが、シグルトの同調は取りつけてある。

（さて。移動を終えたら騎士橋だけはすぐに取り戻して、それから……）

　次の展開を頭に巡めぐらせるセリスの耳に、コツコツ、と窓を叩く音が聞こえて振り返る。

「うん？」

　それはエスカ・トロネアで飼育されている軍ぐん用よう鳩ばとだった。何の知らせかと窓を開け、鳩を招まねき入れる。机の上で大人しく待つ鳩の足から、括くくりつけられた手紙を外はずすと。

　差出人は父王だった。書かれていた内容は──

「ははっ！」

　思わず、セリスは爽そう快かいな気分で声を立てて笑う。それから吉きつ報ぽうを持ってきた鳩の頭を指先で撫なでた。

「あぁまったく、ほんの少し遅かったな、お前は。すぐにシグルトを捕つかまえないと！」

　立てていた予定を大だい分ぶ、変更することになる。だが悪くない。

　セリスは口元から笑みを消すことなく、シグルトを追って客室を出て行った。
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　幼少期から引きこもりを始め、公おおやけの場に姿を見せなくなったフローレンスの顔を知っている者は、自国内ですらほとんどいない。それどころか、部屋にいるのが本人なのかどうかさえ、一部では疑われていたほどだ。

　王女はとっくに死んでいて、何かのときに使う替え玉なのだとか、実は部屋は空からで、セリスが密談の場として使っているだけだとか、果ては愛人を囲かこっているなど、王宮の噂話のネタとしてこと欠かなかった。

　ラハ・ラドマに嫁とつぐことが決まったときも、『第二王女は本当にいたのか』という驚かれっぷりだ。

　──ラハ・ラドマを出発して十日目。ついに来るべきときが来てしまった。

　面会を、求められたのだ。

「真しん偽ぎはともかく、わたしが『フローレンス』であることを陛へい下かがお認めになってラハ・ラドマに嫁いだんだもの。王おう太たい子し妃ひであるわたしの存在は、エスカ・トロネアの第二王女として、疑う余地なく扱わなくてはならないはずよ！」

「真偽はともかくというか、姫は正しよう真しん正しよう銘めいエスカ・トロネアの第二王女ですわ！　ご自分でそのようなことを仰おつしやらずに！」

「いやだって、ただでさえ怪あやしいのにより怪しいし……」

　フローレンスは自分の顔にかかるヴェールを摘つまみつつ、そう呟つぶやく。

　エスカ・トロネアの名前を使っても──いや、使うからこそ、黙って通してくれる国ばかりではない。緊急性と大たい義ぎがあるのは西大陸のどの国も分かっているので揉もめるほどのことはないだろうが、これ幸いと面会を求められることは予想できた。

　その対策としてここでも役立つのが、ヴェールである。

　顔の造ぞう作さくが分かる程度には薄く、しかし細部の荒れぎみな部分──特に目と鼻の下の状態がバレない絶ぜつ妙みようさ。

　体調が優れないと言い切れば、はっきり顔を見せろと言われても無礼者と撥はねつけられる。実際、高貴な女性が顔を隠しているのを晒さらせというのは不ぶ作さ法ほうだ。まずされまい。

（完かん璧ぺきね！　印象値以外は！）

　この際、怪しさなど些さ細さいなことだ。荒れ果てた顔面を晒してエスカ・トロネアとラハ・ラドマ、ひいては自分自身の恥はじを広めるよりは。

　──と。

「ぅ、ふ、ぅべっくしゅ！」

　抑おさえる間もなく口からくしゃみが突いて出てきて、ミリアが差し出してくれたハンカチで鼻をかむ。

「顔の見た目はヴェールで鉄壁の防御を敷しけるけど、アレルギー自体が防ふせげるわけではないわ……。長時間人と会えば会うだけ、危険が増す。ミリア、もしわたしが中座しなくてはいけなくなったら、そのときはお願いね」

「お任まかせくださいませ」

　力強くミリアが請うけ負おったところで。

「フローレンス様、失礼いたします。領りよう主しゆ殿どのがお会いしたいと」

「ええ。行きましょう」

　言こと伝づてを持ってきたジゼルにうなずき、フローレンスは立ち上がる。

　金の糸で刺し繡しゆうされた白のヴェールと、段を成して広がるレースを華はなやかに飾り付けられたドレス。滑なめらかな光こう沢たくが僅わずかに黄色味を含み、裾すそに向かって橙だいだいを咲かせていく。

　主張しすぎない程度に色付いたダイヤモンドが散らされた装いは、花と太陽、エスカ・トロネアの象しよう徴ちようだ。

　そのドレスを纏まとうフローレンスの洗練された所しよ作さは、完成された淑しゆく女じよのもの。容姿が判然としないせいで、余計に身のこなしが際きわ立だって見える。

　──人は、見えない部分を想像で補おぎなう生き物である。

　対象が人間であっても同じこと。顔が見えないせいで、フローレンスの立ち居振る舞いから己が想像する、完璧な女性像を重ねてしまう。

　応接室の扉とびらの前に控ひかえていた侍じ従じゆうは、フローレンスの姿を見るなり目を見開いて立ち尽くした。

「通していただける？」

「──、は、し、失礼いたしました！」

　柔やわらかな、若い女性の声。しかし落ち着き払った口く調ちように未み熟じゆくさは感じさせない。

　高貴なひと。そんな印象だけを強く残す。

（あれ？　意外と悪印象でもない……？）

　風ふう体ていだけなら結構怪しいはずなのだが、保証された身分が怪しさを軽減させ、現実味のない神秘性を加算させてくれている。

　単純に怪け訝げんな顔をされるのとは違った反応に、フローレンスは内心、意外な気持ちで驚いていた。

　が、それを表に出すことはなく、侍従の開けた扉から控えの間へと入る。そこで一足先に訪れていたイスカと共に、改めて室内へと歩を進めた。

「お待たせいたしました」

「──い、いえ。どうぞ、おかけください。イスカ殿下、フローレンス姫」

「失礼いたします」

　早く対話を終わらせてしまいたい。しかし急せいてはならない。自分に強く言い聞かせつつ、ソファに腰を下ろす。

　そっとイスカへと首を傾かたむけると、彼は心得たようにうなずいてくれた。とにかくさくさく話を進めて、会談から抜け出すのだ。

「本日は無理を押して要望に応じてくださったこと、感謝申し上げます。フローレンスも、ぜひ直接お礼をお伝えしたいと、この場へ参りました」

　イスカに振られた話の通り、フローレンスは改めて感謝を告げる。

「この度は急なことにもかかわらず、迅じん速そくな対応、ありがとうございます」

「いえ、エスカ・トロネアの王女殿下の頼みとあれば、何ということもありません。王より、良きように計はからうよう申し付かっております」

「誠実な対応をしてくださったこと、我が父と兄にも伝えさせていただきますわ」

「それは……、ええ、ぜひ、お願いいたします」

　勿もつ体たいぶることなく、フローレンスはさっさと相手が欲しがっている言葉を口にした。

　今すぐ形になるものではなくても、エスカ・トロネアの王や王太子の記き憶おくの片かた隅すみに好印象を残すことは、西大陸の貴族ならば誰もが望むことだ。

「騎士団領の件は、西大陸すべての民にとって他ひ人と事ごとではありません。助力は惜おしまぬつもりです。……しかしまさか、ラハ・ラドマにこのように迅速な……いえ、失礼。その……。我々もまだ、どのように動くべきか決めかねておりまして……」

「お察さつししますわ。貴国の治ち世せいはとても安定していらっしゃいますもの。物々しい話に縁えん遠どおいのは、統とう治ち者しやの能力の高さゆえですわ」

「ええ、はい。そう言っていただけると……」

　西大陸各国における軍の役割は、自国の治ち安あん維い持じのみになってずいぶん経たつ。他国へ差し向けるような軍隊は、多くの国が所有していない。

　──不必要だからだ。

　武力行使による侵略をしようとした瞬間に、周辺諸国に逆に潰つぶされる。そんな国がいくつもあった。エスカ・トロネア主導のもと、仕掛けた側が勝者になることのない歴史が延々繰り返された結果、誰も武力による侵略を試みようなどとはしなくなった。

　そうなれば国費を食らうだけの軍組織など無用の長物。規き模ぼが縮しゆく小しようされていくのは当然の流れと言える。

（大砂漠帝国にとって、かつてないほど侵略しやすい時代でしょうね）

　だからこそ、西大陸で唯一練れん度どの高い騎士団領を失うわけにはいかないのだ。

「ともあれ、増援は騎士団領も望むところでありましょう。町の広場を開放しておりますので、兵士の方はそちらをご利用ください」

「寛大な措そ置ち、感謝いたします」

　他国の軍勢を町中に入れる。相当の理解である。

（それだけ危機感を覚えているのか、逆に薄うすいのか……。両方かしらね）

　どちらにしても都つ合ごうはいい。強行軍で疲れている兵士たちに、町中で安全にゆっくり休ませてやれることにはほっとした。

　そして──

（もう、もういいでしょう。もう充分話したわよね！）

　閉め切られた部屋の中ではそれほど花か粉ふんの影響を感じないが、実は先程から鼻が反応し始めている。気付かれないよう、ちまちま必死に鼻を啜すするのも限界に近い。

　──切り上げなくては。

「では、わたしは先に失礼いたします。あとは殿との方がた同士でゆるりとお話しください」

　一礼して、フローレンスは相手の返事を待たずに部屋を出る。

　早足で客室に駆かけ込みたい気持ちを抑えて、楚そ々そと足を運び、部屋に戻って──

「ハ、ハンカチ、を……！」

　辿たどり着いた仮かり初そめの安全地帯でがくりと床に膝ひざを突きつつ、手を伸ばす。

「フローレンス様っ。どうぞこちらを！」

　慌あわてて駆け寄ってきたジゼルからハンカチを受け取り、若干音に遠えん慮りよしつつ鼻をかむ。

「フローレンス様……。日に日にお辛つらそうに……っ」

（じ、実際辛い……）

　しかし、とりあえず人ひと心地ごこちついた。安住の地は最も早はや遠いものとなっているので、ほんの一いつ瞬しゆんのことだが。

「風か邪ぜにしては長引きすぎている気がします。やはり、医師に診みていただいた方が」

「大丈夫よ、本当に大したことない持病だから。エスカ・トロネアでもよく悩まされてた症しよう状じようだから！」

　フローレンスの症状がまったく快復しない──どころかラハ・ラドマを出てから悪化の一いつ途とを辿るので、ジゼルは日々、はらはらした様子で過ごしている。

（辛い……。辛い、けども、確かコレ、まだ楽な方、だったはず！）

　フローレンスは知っている。己の真の醜しゆう態たいは、こんなものではないことを。

（覚悟してたつもりだけど、甘く見てたわ！）

　何ということだ。アレルギーの症状とは、こんなにも辛いものだっただろうか。覚えているつもりで、二ヶ月の平へい穏おんは真の辛さを忘れさせてくれていたようだ。

（今なら思う。十六年間、わたし、よく耐たえたわ!!）

　一度快適さを覚えてしまうと、戻るのにはかなりの勇気が必要だ。正直、逃げ帰りたい気持ちも膨ふくらんでいる。

「わたしとしましては、姫のそのような姿を見る方が痛ましいですわ。ここでスノウフラウへ帰っても、イスカ殿下は何も仰らないでしょう。──戻られますか？」

「いいえ、それは駄だ目め！」

　ミリアの言葉にぐぐぃっ、と後ろ髪を引かれたが、そんなわけにはいかない。

「わたしがいれば簡単に通れるかもしれない所で、兵を足止めさせるわけにはいかないわ！」

（往復僅か三ヶ月！　十六年に比べれば、たった三ヶ月の辛しん抱ぼうよ！　それだけ頑がん張ばれば、お兄様を助けられるかもしれないのよ！）

　ここで引き返してセリスを喪うしなってしまったら、きっともの凄すごく後こう悔かいする。

　耐え抜くのだ。何としても。

「フローレンス様……。ご自身の体調を崩されてまで、なんて高こう潔けつな……」

　いたく感動した様子でこちらを見つめるジゼルの、純じゆん粋すいな瞳が突き刺ささって心が痛むが、これも耐えるしかない。

「せめて、お部屋を暖かくしておきます。お夕食のときにまた伺うかがいますので、少しお休みになられてはいかがでしょうか」

「ええ、そうね」

　休んで治なおるわけではないのだが、体が疲れているのに違いはない。本当に体調を崩しかねない恐れもあったので、ジゼルに従って休息を取ることにする。

　ミリアとジゼルが支し度たくを始めるのに合わせて、フローレンスもソファへと移動した。その直後、部屋の外が急に騒さわがしくなって、三人で顔を見合わせる。

「……何かあったのかしら」

「伺って参りますわ。ジゼル、姫をお願いしますわね」

「はい」

　だが、わざわざ誰かを捕まえて聞く必要はなかった。ミリアが扉を開けた瞬しゆん間かんに、泡あわを食った使用人の言葉が飛び込んでくる。

「おい、大変だ！　剣の砦が陥かん落らくしたらしい！」

「──!!」

　耳に響ひびいた内容は、この場の誰にとっても信じたくないものだった。

　もちろん、フローレンスにとっても。

（お兄様……！）

　無事なのか──、いや、きっと無事なはずだ。そもそも王太子であるセリスが、最前線の剣の砦にいるはずがない。騎士団領にいるとしても、後方の盾の砦のはず。

（でも、お兄様なら剣の砦にいても驚かないわ……）

　必要があれば、セリスは王太子であっても剣の砦にいるだろう。

「詳しよう細さいを確認して参ります」

「……お願い」

　一礼して出て行ったミリアを見送って、フローレンスはソファに埋うまった体から力が抜け出ようとするのを、何とか堪こらえた。

（落ち着いて。まだ正確な状況は分かっていない……）

　不安に押し潰されるのは、まだ早い。
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　剣の砦の陥落は間違いなく事実らしかったが、どうやら自ら明け渡した、と言った方が正しいようだ。

　ミリアが訊きいてきてくれた情報に、フローレンスは少しだけ安あん堵どする。

（敗走したわけではないのなら、お兄様はきっと無事だわ）

　意い図と的なものなら、騎士団領が剣の砦を放ほう棄きした理由にも想像がつく。先に騎士橋オーダーブリツジを取り返す方に集中するために違いない。

　盾の砦は剣の砦と同じく頑がん健けんな造りをしているものの、実質的な役割は食糧の備び蓄ちくと管理。資材も備えられてはいるが、こちらは予備として念のために置いておく、という程度。

　武具や矢など、戦闘に必要となる物の多くは剣の砦に運び込まれる。百五十年間、剣の砦でしか使われなかったのだから無理もない。

　剣の砦を捨ててでも、橋の奪還を目指す。間違っていない。

　──だが、そうしなければならないほど追い詰つめられているのも、確か。

「──……」

　早く休むつもりだったのに、寝付けない。

　整えられたベッドが視界の端に入るも、横になる気さえしなかった。

　ぼんやりと夜空を見上げて過ごし、どれぐらいが過ぎただろうか。隣りん室しつの扉が開閉する音が聞こえた。イスカが領主との会談から戻ってきたのだ。

　砦陥落の報を聞いたのはほぼ同時だっただろうから、話が延のびても仕方がない。

（──ってか、気を回しすぎでしょう、あの領主！）

　先程の領主がフローレンスとイスカに用意したのは、互いの部屋に行き来できる続き部屋。完璧に夫婦仕様のものである。

（まだ婚約中だって言ってるでしょうがっ！）

　兵はともかく、フローレンスやイスカは常にそれなりの屋や敷しきなり宿なりに泊まってここまで来たが、この形は初めてである。気を利きかせすぎだ。

（……ま、まあ、こんな状況でイスカと何があるとも思ってはいないけど、ね）

　イスカはけじめはつけてくれるだろうから、婚前に何が起こることもあるまい。心配はしていない。しかし用意された部屋が無言で訴うつたえてくる関係に、意識はする。

　──だってこれは、もう少しで自然なことになるのだ。

（……だ、駄目だ。今何かを考えると駄目な気がする！　寝よう、無心で！）

　ランプの灯ひを消し、ベッドに向かおうとする。──と。

「フローレンス？」

「はいっ!?」

　扉の向こうから、わりとはっきりイスカの声が聞こえてきて、肩を跳はね上げる。

（薄い！　扉、薄い！　知ってたけど！）

　物理的に近い。無心で寝ようと決めたばかりなのに、なぜ意識させてくれるのか。

「まだ起きてるんだな」

「ね、寝付けなかった、ものですから」

「……そうか」

　気き遣づかうような色を滲にじませ、静かに呟かれる。

　騒がしかった心が、ふと安心したように落ち着きを取り戻して、とくん、とくん、と通常の鼓こ動どうを刻む。

　純粋に自分を想ってくれる優しい声こわ音ね。心に染しみ渡る。

　大丈夫だと強がらなくていい。抱え込まなくてもいいのだと、思わせてくれる。

　だからつい──言葉がぽろりと零こぼれ落ちた。

「もしできれば……。このままで、少し貴方と話がしたい、です」

　馬ば鹿かなことを言っている。

　明日も朝早くから移動だし、今日だってこれでもかというほどに疲れている。花粉のせいで二の次の扱いだが、一日中馬車に揺られ続ける初体験は、フローレンスにとってかなりの苦く行ぎようだった。

　休むべきだ。分かっている。イスカだって同じだ。

（でも、どうか少しだけ）

　その声を聞いていたい。

　そっと歩み寄り、扉の表面に指先を這はわせる。

「このまま、か。……そうだな」

　イスカが背を預けた重みで、扉が小さく軋きしみを上げた。

「構かまわない。俺も、貴女あなたと話したいと思っていたから」

「ありがとうございます」

　イスカが本当にそう思ってくれているかどうか、フローレンスには推おし量はかれなかった。けれど今夜は深く考えず、言葉に甘あまえたい。

　反対側でイスカがしているように、フローレンスも扉に背をもたれかけた。

「剣の砦のことだが、セリス殿下はきっと大丈夫だと思う」

「わたしも、そう思っています。きっと、セクト殿下も」

「ああ」

（……声、綺き麗れいだな）

　甘く柔らかみのある、しかししっかりとした男性の声音。

　それがとても心地良いからこそ、イスカの発する声がいつもよりも硬かたいことに、すぐ気が付けた。

（この硬さ、行軍の途中にも……）

　そのときは触ふれることを許してもらえなかった、苦みも一緒に思い出す。

（あのときは、多分少しだけ気を楽にしてくれた。でも、そうではなくて、もっと……）

　本音を知りたい。だってそうでなければ、今この時に、かけていい言葉が見つからない。

　彼が苦しい思いをしているのが分かるのに、見ているだけなんて……それだって、辛いのだ。実際、フローレンスの胸は今、痛かった。

　力になれないことも、心に触れさせてもらえないことも、両方とも。

　──だから必死に、考える。

　そして、順調に目的地に進んでいても晴れない理由がそれなのでは──と、当然のことに今更気が付いた。

（……イスカは、命めいを下す人だから）

　救きゆう援えんに向かう。一言で表せばそれだけだが、ラハ・ラドマが向かう先で行うのは、人助けだけではない。

　大義はある。看かん過かしたくないという決意も、おそらく迷いのない真実。

　けれど、命を奪うばえ、己の命を剣先に晒せと他者に命じるというのは、どのような気持ちだろう。

　己が奪う命をどう抱え、心に折り合いをつけていくのか。

（重いだろう、ということしか分からないわ……）

　姫でしかないフローレンスには、まず降りかかってこない重じゆう責せき。

　そう思ってしまったら、急に胸が締め付けられて苦しくなった。悔くやしいのか、悲しいのか分からない。ただ堪たまらない焦しよう燥そう感かんが胸を焦こがす。それでは嫌いやだ、と。

　不意に、扉が邪じや魔まだと思った。時間も時間だし、室内だからと外していたヴェールを被かぶる気力もなくて、自分から望んだ距離だが──急激にイスカに触れたい、という気持ちが湧わき上がったのだ。胸に浮かんだ切せつ迫ぱく感かんと共に。

　……でも、逆にイスカの方が今は顔を見られたくないかもしれない。扉越しに話すことを求めたフローレンスに、どこかほっとしたようだったから。

　それなら扉が隔へだててくれているのは、二人にとって都合がいいことなのだろう。

　彼の荷を代わりに負おうことはできない。きっとイスカもそんなことは望まない。

（だったら、わたしは）

「──イスカ。わたしは、貴方の決断に感謝します」

　たとえ、選んだ先にあるものが望んだ通りにならなくても。愚ぐ行こうだったと謗そしられることになったとしても。

「！」

　イスカが息を詰めた気配が伝わってくる。だが気が付かないふりをした。

「貴方が真実望んでいる未来の形を皆が知っています。だから誰も異いなど唱となえなかった」

　遠えん征せいが通達されたとき、ラハ・ラドマ兵は誰一人否いなを口にしなかったという。ここに来るまでも、不満の声は一切聞こえてきていない。

　自分たちには関係ないと扉を閉ざすのではなく、見も知らぬ誰かが理り不ふ尽じんに喪われることを案じて、故郷を発たった。

「正直なところ、この遠征でラハ・ラドマが得るものなど何もない。騎士団領が防ぼう衛えいに成功すれば、近隣の国々は自分たちでどうにでもできたと、後から口を揃えて言うでしょう」

「ああ。そう言われることができればいいな」

　──それは、被害が出なかった、ということだから。

　イスカの声には一切の曇くもりがなかった。分かっていて、行くのだ。

　守るべきは国ではなく、体面でもなく、ただそこにある人の命だと。

「だからわたしは、感謝します」

「そうか」

　ほんの少しだけ、イスカから硬さが抜けたように感じられたのは、フローレンスがそう願っているからだろうか。

「貴女がそう言ってくれるのなら、俺は迷わずにいられると思う」

　ラハ・ラドマが参戦することが正しかったかどうか、それは後こう世せいの歴史家が議論して、より正しい道を選ぶ材料の一つにでもすればいい。

　渦か中ちゆうの当事者ができるのは、己にできることを精一杯考えて、果たすだけ。

　心のままに。

「ありがとう」

　耳に残った尊とうといその言葉に、フローレンスは決意した。

　たとえ後のちに誰が何と言おうとも、自分だけはイスカを肯こう定ていし続けるのだ、と。
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　騎士橋オーダーブリツジにほど近い、内陸最初の防衛拠きよ点てんを担になうムーアの町。出発から一ひと月つき半で、予定通りにラハ・ラドマ兵二千人が到着した。

　四方を頑健な壁に囲まれたムーアは、町というよりも砦と呼んだ方が正しい。

　騎士橋を望む東とは逆側に、兵士の家族がぽつぽつと滞たい在ざいしていただけの居住区は、橋崩ほう落らくの報と共にとっくに空からになっている。

　現状、騎士団領への最前線となっているこの地が、フローレンスとイスカの旅の最終地点。戦いが始まる前に、兵とは別れてラハ・ラドマへと帰ることになる。

　がらんと人のいなくなった町の中央広場を借りて、ラハ・ラドマ兵は天てん幕まくを張った。強行軍でここまで来た疲ひ労ろうを、一日しっかり休んで回復し、その翌日から──戦いが始まる。

　西大陸では辺へん境きよう弱小国と軽視されるラハ・ラドマの参戦を、一度敗北を喫きつしたためか、ムーアの兵と友軍たちは手放しで喜んでくれた。

　各国の責任者と挨あい拶さつと少しの話をして、イスカが部屋に引き上げたのは陽ひが落ちたあと。

　人目がなくなったところで、アルフルードが口を開く。

「間に合って何よりでしたね。急いだ甲か斐いがありました」

「ああ」

　盾の砦は今も健在で、先の戦闘で失われた物ぶつ資しも、最低限揃そろえることができたという。数日のうちに再度騎士橋奪還へ向けて動くつもりだったという話を、今しがた聞いてきた。

　特に、なす術すべなくムーア側に取り残されてしまったエスカ・トロネアの近衛騎士の士気は高い。正教会の教義にほぼ関心のない彼らのおかげで、アルフルードが特別嫌けん厭えんされるということもなかった。

　ラハ・ラドマに兵へい站たんを築きずく力はないため、糧食などは現地調達しながらここまで来ている。カフィエズによって流出された在庫が市場に出回り、商品が大量にだぶついている所も少なくなかったので、通常よりは安く上がったはずだが、それでも改めて思わずにはいられない。

「知っていたつもりだが、軍を動かすというのは、とにかく金がかかるものなんだな」

　ムーアに辿り着いた安堵感もあって、体の疲労も今までで一番意識しつつ、イスカはしみじみと呟く。

「それはそうです。生産性を放棄して、消費するだけの行動ですから」

「分かり切っているのに、どうしてその労力を農業に向けないんだろうな？」

　国を飢うえさせたくないなら、まずは農業を充実させるべきだろう。貧まずしくても、衣食住が整えば生きていける。

　かつて田畑を耕たがやす知識さえ覚おぼ束つかなかったラハ・ラドマとは違う。大砂漠帝国には、長い歴史の中で育はぐくんできた知恵がある。基礎を疎おろそかにして他国の豊かさを狙うなど、本末転倒ではないのか。

「今から始めても、民の腹を満たすほど安定して出回る前に飢え死ぬからです。自分が作った乏とぼしい作物を搾さく取しゆされた段階で、農民の暴動が起こるでしょう。かといって、それをしなければ今度は貴族連中が反発します」

　大砂漠帝国の内乱は、あまりに長かった。

　その間に土地も人心も荒れ果て、広大な土地に比べて少ない耕こう作さく地ちは戦火によって失われている。生活を立て直すには、一から始める心積もりでやるしかない。

　──だが、実りを待てる余裕は、最早帝国に存在しない。

「農業的な意味で言えば大砂漠帝国もラハ・ラドマと同じく不毛の国ですから。人が住めるのは水源のある限られた一部のみ。土は乾いて植物も育てにくく、現状、畜ちく産さんにはとても回せません。肉を食べたことのある人間は、帝国にどれだけいるでしょうかね」

「……そういえば、お前もうちに来たときはいたく感動してたな」

「ガキの頃は草の根を齧かじる生活が普通でしたからね。次が生はえなくなるから根は食うなと、周りの大人によく叱しかられたものです」

「……そうか」

「それでも、内乱前はそれなりに豊かだったと、年寄りたちは言っていましたよ」

　皇こう帝ていは崩ほう壊かい寸前で国の形を維持したが、遅くにすぎた。

　内乱が発生して働き手が奪われ、作物の収しゆう穫かくがままならなくなっていった。他国との交こう易えきで補っていた不足分は、売り手がいなくなり供給が途絶えた。財源の大部分を占めていた宝石、鉱石の買い手も付かず、採さい掘くつも後回しにされ、困こん窮きゆうの深みに陥おちいっていく。

「今の帝国には、すぐに配れる食料と、国が一丸となれる敵が必要なんです。皇帝に向けられる敵意を逸そらし、田畑を復活させるだけの時間を稼がなくてはいけませんから」

「支援を請こおうとは思わないんだろうか」

　交こう渉しようできる人材がいなかった数年前までとは違う。現皇帝は、曲がりなりにも自分の政権を築き上げた人物だ。西大陸側も話し合いを歓迎する空気ができてきていた。不可能ではなかったはずなのに。

「無理でしょう。皇帝は暴力によって国を平定したんです。弱さを見せれば、燻くすぶっている火種が暴発するだけですから。長年の敵国に、下した手てに出て施ほどこしを受ける、なんて真ま似ねは絶対にできません」

「それは国の事情だな？」

「はい」

「なら皇帝自身はどうなんだ」

　上手く言い訳を用意してやれば、望みがあるのではないか。

　しかしイスカの期待を、アルフルードはあっさりと否定した。

「あり得ませんね。己が弱い立場に立つことを認める人間ではありません」

「……そうか」

　皇帝自身にその気がないのなら、話し合いによる解決を探さぐるのは難しい。

（それも今更、か）

　大砂漠帝国はすでに侵略を開始してしまった。西大陸側も、このまま交渉に持ち込む、というわけにはいかない。

「紙の上の文字が力を持つなんて、帝国の人間は誰も信じませんよ。話し合い、なんて選せん択たく肢しはありません」

「まして敵、だしな」

「はい」

　迷わずうなずくアルフルードに、イスカは堪らない虚むなしさを覚える。

　──なぜ、『敵』になろうとするのだろうか。

（いや。敵になることを選んだ、俺も同じか……？）

　フローレンスが言っていたように、自国に引きこもっていればラハ・ラドマは無関係でいられただろう。セクトのことは気がかりだが、危険と分かっていて選んだ道だ。当人が納なつ得とくしているのなら、イスカも受け入れる覚悟をしなくてはならない。でなければ出立前に止めるべきだったのだから。

　そう、覚悟をしている者は、まだいい。だが大砂漠帝国がしようとしていることは、覚悟のない──本来、する必要もない、日々を平穏に生きている人々から生活を奪うことだ。

　目的が自国の貧しさを補うためである以上、侵略されれば根こそぎ略りやく奪だつされると考えて間違いない。

（あってはならない）

　止めるべきだ。その気持ちに偽いつわりはない。

　だが、虚しい。本当にそれしかないのかと、皇帝に直接会って問いてみたい。

「迷っているんですか？」

「いや。迷っても多分、俺は答えを変えないだろう」

　これから行うのは、誰かの命を奪うために、誰かの命を犠牲にすること。代わりに、誰かの命を守ること。守るべきだと思ったから、意志は変えない。

　──理解した上で、肯定してくれる女ひ性ともいる。

　フローレンスに否定されなかった。そのことは、イスカにとって意志を支える強さの根となってくれた。

「お前こそ、迷っていないのか？」

　戦たたかう相手はアルフルードの同どう郷きようの人間だ。

　出兵を決めたとき、アルフルードは精せい勤きんに動いてくれたが、心の内はどうだったのか。イスカより余よ程ほど、迷っていておかしくない。

　軽々しく訊くのはためらわれて、黙ってここまで来てしまったが、気にはかかっていた。

「迷ってはいないと思います。ただ、腹立たしさはあります」

「腹立たしさ？」

「侵略の道を、選ばせてしまったことが」

　答えてアルフルードはイスカから目線を外し、窓の外を見やった。

　明かりの乏しい夜の闇やみの中には、影としてしか映るものがない。しかし、心で描えがく景け色しきは見えているのだろう。

　見ているものは、きっとイスカと同じだ。

　日常をただ平穏に暮らす、人々の生活。

「閣かつ下かが──ウル様自身が望んでいたのは、もとは西大陸の侵略などではなかった」

（帝国軍軍務局長ウルアトシェのことか。今回の戦で、帝国軍本隊を率いているという……）

「あの方の望みは、戦火に焼け出され、日々何かを失って嘆なげきに満ちていた民の、平穏な生活を取り返すこと。それだけです。だから俺は、あの方に夢を見ました。……けれど閣下が夢を見たのは、陛下にだった」

　言葉を切って、アルフルードは微かに唇くちびるに笑みを浮かべた。ただしそれは、苦みの割合が多いもの。

「ウル様は、あまり謀ぼう略りやくに向いた方ではなくて……。だから陛下に仕つかえる道を選んだのでしょうね。最初はそれでも構わないと思っていました。それが理想への一番近道であるのなら、と。どうしたって犠牲が出ることは分かっていたし、吞のみ込む覚悟もしていたつもりだった。──部隊を丸ごと、喪うまでは」

　組んだ腕を摑つかむアルフルードの指に力がこもる。そこに宿る思いは想像しかできないが──耐え難がたい重さであることぐらいは、分かる。

「未来のためなら、今はどうでもいいのか。今生きてる連中だって、未来に生まれてくる奴やつと、何も変わりゃしねえだろうが」

　皇帝が支配する帝国は、最終的には平和になるのかもしれない。だがそこに至るまでに出る犠牲を、アルフルードはもう吞み込めなくなっていた。

　他の手段があるのではと、思ってしまった。

「俺が仕方ないと思える限界を、皇帝はあのとき超えた。手を下したのはカフィエズだが、陛下も知っていたはずだ。その陛下に従うウル様にも、もうついていけねえと思った。……けど、俺がただ逃げただけだってのも、分かってる」

　残ったところで、何もできない。皇帝に抗あらがう力はアルフルードにはなかったし、抗った果てに、何をすればいいのかも分からなかった。反発心だけはあって、けれど皇帝以上の何かができるとも思えなくて、逃げ出した。同じように心を痛めていたはずのウルアトシェは、今も忠実な臣しん下かであり続けているのに。

「犠牲を無駄にしないためには、生き残った俺は残るべきだった。安く使われる命でも、承しよう知ちで従っていたはずなんだから。礎いしずえとして最後まで背負わなきゃならなかったんだ。本当は」

　──けれど耐えられなくて、戻れなかった。どちらを選んでもしただろう後悔が当然のように訪れ、苛さいなまれているだけ。

「ウル様の夢を支える才がテメェになかったことが、今でも悔しい。皇帝の手段が最も理想に近付けると信じて、ウル様は望まない道でも歩き続けてる。結果として陛下は内乱を収めたし、正しかったんだろう。……そんなことを正しいとか言わなきゃならねえのが……。本当、どうしようもねェ」

　皇帝は国をまとめ上げた。それは確かな事実で、功績だ。帝国の多くの民が望んだ結果そのもの。出た犠牲は致し方ないものだったと、生き残った者は言うだろう。

　だが、犠牲となる側にいた者たちは──

「俺がしてんのは裏切りだ。それは間違いねえ。けど、ただ生きてるだけのガキが命の心配したり明日の食い物を諦あきらめたりってのは、絶ぜつ対てェおかしい。おかしいと思ってることを、これ以上ウル様にもやらせたくねェ……！」

「ああ」

「俺が行くのは、テメェと同じ目をしたガキを見たくねえからだ。そして助けたかったはずなのに、テメェがそんなガキを生み出そうとしてることを、ウル様にもしっかり見てほしい。……お前がそれを迷わないでいてくれる奴だから、俺はその道を拓ひらく剣でありたい」

　力が足りないがゆえに、かつて諦めた道がある。本当に望むものには、今もアルフルードの手は届かない。

　それでも足あ搔がかずにはいられないのだ。認めることなど、できないから。

「──そうか」

　皇帝は限りなく身勝手だ。だが、分かることもある。ラハ・ラドマもかつて、似たような手段で食い繫いだ。

（西大陸の民を守ることは、大砂漠帝国の民を飢えさせること。だからといって、一方的に負けて、搾取を受け入れることなどできない）

　なぜ、と歯がゆく思う。

（こんな手段でしか、本当に決着がつかないのか）

　そんなはずはないと思うのは、自分が浅はかだからなのか。

　上がった熱を冷ますようにイスカは前髪を搔かき上げ、過よぎった衝動をそのまま告げた。

「……少し、外に出てくる」

「今からか？」

　陽は沈しずみ、空は夜が支配している。外出に適てきしているとは言い難い。

「明日からラハ・ラドマに帰き還かんの長旅だぞ？　……まさか、妙みようなこと考えてねえだろーな」

　水を向けられれば、つい本音が口を衝つく。

「やはり俺も残」

「ふざけんな」

　言い切ることさえ許されなかった。

　割り切れない様子のイスカに、アルフルードは息をつく。

「俺はお前を死なせたくねえんだよ。お前の創る国は、きっと、優しくて幸せだから」

　危ない橋など渡るなと、より大きなものを期待されているからこそ、求められる。

「散歩ぐらいは止めねーけど、明日に差さし支つかえない程度にしとけよ」

「……分かった」

　心はうなずいていない。けれど反論もできなかった。

（ここで戻ることを納得できていないと話したら、フローレンスは何と言うだろうか）

　彼女の言葉が聞きたいと、ごく自然に思い浮かんだ。
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（とうとう、ムーアまで来たわね）

　窓の外、月明かりに影を浮かび上がらせる砦の姿を見て、フローレンスは騎士団領のすぐ隣となりまで来たのだと、実感する。

　剣の砦が陥落した、という話を聞いたときには血の気が引いたが、盾の砦は今も健在。セリスも無事でいてくれることを願うばかりだ。

（わたしの役目は、ここで終わり）

　ラハ・ラドマ兵をこの地で友軍と合流させれば、フローレンスにできることはすべて果たしたことになる。

　あとは祈いのるだけ。願うだけ。それの何ともどかしいことか。波立つ心がずっと治おさまらない。

　理不尽に襲おそいくる大砂漠帝国に対しても、何の力も持たない自分自身にも。

　凝こごった憤いきどおりを持て余し、フローレンスが窓から東を睨にらんでいると、扉がノックされた。

（誰だろう？）

　とうに陽は落ち、人を訪ねるには相応ふさわしくない時間帯だ。首を傾かしげつつ、フローレンスは確認に行ったミリアを待つ。

「姫。イスカ殿下がいらっしゃいましたわ」

「ええ？」

　告げられた名前に驚いた。基本、イスカは常識のない行いをする人ではない。

「……どういたしましょう？」

　ミリアも少し、困っているようだった。

　明日からまた、馬車の揺れとアレルギーに苦しめられる日々であることを考えれば、今日はもう、早々に休むべきである。

（でも、そんなことイスカだって分かってるだろうし）

「いいわ。お会いしましょう。でもちょっと待って。ジゼル、ヴェールをお願い」

「はい、ただいま」

　荒れた顔面をしっかり隠す準備を整えてから、イスカを招く。

「──悪いな。こんな時間に」

　通されてきたイスカは、フローレンスの顔を見るとまず、謝った。

「大丈夫ですわ。それより、何かあったのですか？」

「何かあったわけじゃないが、少し外に出ないか？」

「そ、外に？」

　誘さそわれる理由が分からず、フローレンスは目を瞬まばたかせる。

「明日からはまた機会がなくなるだろう？」

（あ）

　言われてようやく、フローレンスはイスカの意図を察した。

　ムーアの町は防衛拠点としての意味合いが強いため、日々の潤うるおいとなるような憩いこいの類たぐいがほぼ存在しない。居住区のある町の西側にはまだ生活感があるが、ここ東側には皆かい無むだ。

　当然、景観を飾る植物もない。町全体が堅けん固ごな石造りで、無機質な姿をしている。そのおかげでムーアに来てからフローレンスは身体的に大分楽になっていた。夜ともなればますますだ。

　ここに来るまでに荒れた肌がすぐに治るわけではないので、ヴェールは手放せないが。

（外の空気を吸えるのは、確かに今日だけね）

　明日からはラハ・ラドマに帰るため、来た道を北上しなくてはならない。来るときと同様にアレルギーに苦しめられるだろうし、外になど出られるはずがない。

（ラハ・ラドマに、帰る……）

　明確に帰路の行程を思い浮かべたとき、フローレンスは胸の内に抑えつけていなくてはならない疼うずきが、再度膨れ上がるのを感じた。

　兄や、自分が望んで連れてきた兵たちを置いて、帰る。

（……何を、考えているの）

　それで正しいのだ。ここにフローレンスがいても、できることなどない。

「どうだろう？」

　イスカに訊たずねられ、フローレンスはうなずいた。

「はい、ぜひ」

（イスカもわたしと同じ気持ちなのかもしれないわ。──いいえ。優しい人だから、きっと、もっと）

　持て余している気持ちを共有したい。常識よりも、想いが勝まさった。

　ジゼルはもちろん、ミリアも否は唱えなかった。二人に見送られて部屋を後にし、外へと出る。

　目的のない散歩の足取りは、ゆったりとしたものだった。硬い石畳の道を歩きながら、フローレンスはほぅ、と息をつく。

「不思議な感じがします」

「どんなことが？」

「故郷エスカ・トロネアを出てまだ半年と経っていないのに、わたしの世界はとても変わりました」

　ラハ・ラドマもムーアも、知識としてなら知っている場所だった。けれど現実は思っていたよりもずっと色鮮あざやかで、そこにあるすべてが力強く息づいている。

「わたしはここで生きているのだと、心で感じられるようになりました」

「そうか」

「……だから余計に、悔しいのです」

　間近に迫せまった、命を削けずり合うその行いが。

「きっと皇帝もそう思っている。いや、この場に集った誰もが、本当は同じ思いでいるだろう」

「……はい」

　それでも止まれないのだ。

「俺たちは明日、ここを発つことになるな」

「……帰りたくなさそうですわね？」

「大人しく帰るべきだとは分かっているが、納得していないのは確かだ。俺は一いつ兵ぺい卒そつとしてならそれなりに役立つ自信がある。……もしかしたら、誰かの命を助けられるかもしれないだろう？」

「ええ。貴方ならきっと」

　イスカの実力があれば、個として、間違いなく優れた働きをするだろう。だが。

「それでも、貴方はこのような場で喪われるべきではありません。……わたしも、貴方を喪いたくない」

「ありがとう。だが、それもきっと、誰もが同じだ」

　その人を大切に想う誰かがいる。

「だからこそ貴方は、帰るべきですわ」

　誰もが平等だからこそ、選ばなくてはならないときは救える人数で決まる。

　イスカが負おわなくてはならないのは、国民という、送り出した兵も含めたすべて。立場だけでなく、心でそれを望まれている人だからこそ。

　──理解はしているはずだ。

　けれどきちんと吞み込めているかと言えば、やはり、お互いに否だった。

「……すまない。ただの、愚ぐ痴ちになってるな」

「いいえ。わたしが貴方と話したいと思ったのです」

　どうにもならないことでも、せめて分かち合い慰なぐさめ合えるように。

　愚痴を零せる相手だと認めてもらえたことは、ただ嬉うれしかった。

「わたしも貴方に甘えたかった、から」

「……フローレンス」

　足を止め、フローレンスを振り返ったイスカの瞳が熱を帯びているのに気が付いた。

　伸ばされた手が腰に回る。強制するほどではなく、しかしはっきりと意図の伝わる強さで抱き寄せられた。
















「受け入れてくれるのだと思っていいか？」

　抗あらがわずにいたフローレンスに、イスカは罪ざい悪あく感かんの滲んだ声でそう言った。

「貴女が、立場を重んじる人だと分かっている。……だが、それでも」

（あ、違……）

　立場だけでイスカを受け入れようとしているのではない。訂てい正せいしようとしたそのとき、イスカの空あいた片手が、ヴェールにかかり、別の問題に気付く。

「ご、ごめんなさい、やっぱり──」

　ここ最近、つけるのが普通になっていたため違い和わ感かんがなく、失念していた。よく考えなくても、とてもイスカに顔を見せられる状態ではない。

「駄目か？」

「無ぶ様ざまですものッ！」

「別にそんなに気にすることじゃなくないか？　俺が貴女に触れたいのは、貴女が美しいからというわけじゃない」

「っ……」

「ミリアやジゼルには許すのに、俺には許してくれないのか？」

　イスカの声には釈しやく然ぜんとしない、拗すねたような雰ふん囲い気きがあった。

（だから……っ、貴方の言い方は卑ひ怯きようなんだと……！）

　フローレンスが答えられずに黙ってしまうと、イスカはヴェールの中へと指を滑すべらせてくる。その指先は、顔の輪りん郭かくをなぞりつつ顎あごにまで到達し、上を向くように促うながしてきて──

「！」

　急に表情を厳しくし、直前までと打って変わった勢いでイスカがフローレンスを引っ張り、近くの壁に押しつけ、自らも屈かがんで息を潜ひそめた。

　尋じん常じようならざる様子に、フローレンスは息を詰め、大人しく従う。

「何があったのですか」

「人が来る。西大陸の兵装の音じゃない」

「ひ、人……ですか」

　フローレンスには気配は元より、その人が立てているらしい音もまったく聞こえない。

「……イスカ。貴方、一体どういう耳をお持ちで？」

「見ての通りだが」

「そういう意味ではなく！」

　誰が耳の形の話をしているものか。

「分かっているが、それ以外に言い様がないだろう。──見ろ」

「……ごめんなさい。黒い人影にしか見えません」

　示された方向には、確かに動く人影らしきものが二つ見える。しかしフローレンスの目ではっきり視認するのは困難だった。断じて目が悪いわけではない。闇が姿を隠しているのだ。

　警けい戒かいのため、平時よりは多く明かりが掲かかげられているとはいえ、太陽が出ている間のような光量は望めない。だが巡回兵にしては挙きよ動どうがおかしいのは明らかだった。

「ここにいてくれ。動かないように。何かあったら声を上げろ」

「分かりました」

　了りよう解かいしたフローレンスへとうなずき返し、イスカは立ち上がるとよく通る声を上げた。

「何をしている！」

「！」

　黒くろ装しよう束ぞくの二人組が声に驚き、振り返る。直後二人の背はい後ごから空気を裂さく音が聞こえた。避よけたイスカの後ろで、金きん属ぞくが石にぶつかって跳ね返る鋭するどい音が響く。鏃やじりが黒く塗り潰された夜や襲しゆう用の矢だ。

　この視界の悪さの中、ためらいのない攻撃だった。

　イスカは前に出ようと踏み出しかけていた足を、その場で止める。

（距離を詰めあぐねている……？）

　弓矢というのは見た目から想像するよりも殺傷能力の高い武器だ。優れた使い手が適切な距離で射いれば、金属板すら貫通する。

　相手との距離はそれほど離れていない。だが前列二人に庇かばわれるように、奥に控えた人物が持つ弓は、すでに弦つるが引き絞しぼられている。互いに動けず、膠こう着ちやくした時間は──長くはなかった。

　イスカが張り上げた声は砦に異常を伝え、近くで警けい鐘しようが鳴り始める。砦に詰めていた兵たちが動き出す騒そう々ぞうしさに、夜の静せい寂じやくは一瞬で吹き飛んだ。

「クソ！　まだ食しよく糧りよう庫こと橋が残ってるのに！」

　苛立った声の出所は、黒装束二人組の背後、弓を構えた男から。

「今から移動するのは無理です、引きましょう！」

「仕方ないか……っ、行くぞ！」

　命めいを下したのは、まだ若い男の声。──直後。

　どんっ、と腹の底まで響く大音響を轟とどろかせ、砦の一部、資材倉庫のある辺あたりから炎ほのおが立ち昇り、夜空を赤く照らした。

　火の出所を知った砦の兵士たちが、うろたえた様子で声を上げる。

「おい、まずいぞ！　あそこには架か橋きようのための木材が！」

「消せ！　早く火を消すんだ！」

「もう無理だ！　無事な分だけでも運び出せ！」

　砦が一気に混乱に包まれる中、黒装束の男たちは素早く身を翻ひるがえし駆け去って行く。イスカは後を追おうと足を踏み出したが、即そく座ざに放たれた矢に行く手を阻はばまれ、動きを牽けん制せいされた。

　そのとき、フローレンスは火の明かりに照らされた弓兵の姿をはっきり目に捉とらえる。

　とはいえ全身が黒装束で覆おおわれているため、容姿は判然としない。しかし、周囲の兵とは露ろ骨こつに一段違う雰囲気を醸かもし出しているのが、フローレンスにも伝わってきた。

　だがそれは男が達人だからとか、そういうことではない。

　手て練だれが放つものならば、素人しろうとのフローレンスに感じ取れるはずなどない。

　フローレンスが男を見て抱いだいたのは、もっと原始的な威い圧あつ感かんだった。たとえば大型の猛もう獣じゆうを前にしたら、こんな心地になるのではないだろうか、というような。

（この感覚……アルフルードやカフィエズのものと、似てる）

　彼らから感じた威圧をもっと強くした──いや、違う。息を潜め、威い容ようを覆い隠すために被っていた膜まくを取り払ったかのような。

「おい、よく聞け鬼き人じん！」

　叫んだのは先程悪態をついて命を出したのと同じ声。どうやら彼が指揮官らしい。

「オレは負けない。ぬくぬくヘラヘラ生きてるだけのお前らなんかに、オレたちは絶対に負けないからな！」

　強い敵意を剝むき出しにして怒ど鳴なった男を、後方から「ハルシュラ様！」と呼ぶ声がした。彼はもう一度舌打ちをすると、部下に続いて逃とう亡ぼうする。

　黒装束の一行が完全に見えなくなってから、イスカはフローレンスのもとへ戻って来た。

「フローレンス、大丈夫か？」

「はい。何もありませんでした。貴方は？」

「俺も問題ない」

　端はたから見ていて、イスカが傷を負った様子はなかったが、本人にも肯定されて、僅かに抱いていた不安が消える。

「ハルシュラ──と、呼ばれていたな」

「……はい」

　ムーアの常駐軍と連合軍を返り討うちにした、騎士橋オーダーブリツジを制圧している部隊の指揮官の名だ。それだけでなく、大砂漠帝国で上げた武功の話が西大陸に届くほどの、有名な人物でもある。

「ハルシュラが守る砦には、その門に辿り着くことさえできない、と言われていますわね」

「噂だけではなさそうだ。彼の矢は速くて鋭い。近付くのは困難だと思う。……ここで捕とらえておきたかったな」

　しかし、イスカにも追えなかった。それで彼の噂が誇張ではないことがフローレンスにも分かった。

（情報戦でも完敗ね）

　ハルシュラはイスカを見て鬼人と呼んだ。ラハ・ラドマが今日ムーアに着いたことを知っていたのだろう。おそらく『イスカ・ヴァル・ラハラドマ』だと認識していた。

　そして彼は『食糧庫が残っている』とも言った。つまりムーア砦の内部も筒抜けだということ。資材が揃ったところで破は壊かい工作に来るなど、実行の時期も完璧だ。

　ふと視界が陰かげってフローレンスは顔を上げる。夜空を赤く染めていた炎が弱まりつつあった。鎮ちん火かされようとしているのだ。この分なら消火の手伝いは必要ないだろう。

（被害は、どれぐらい出たのかしら）

　ムーアにあるべきだった資材の半なかばほどはカフィエズによって流出させられた。さらにその後、架橋を試みてハルシュラに迎げい撃げきされ、乏しかった資材は底をついた。

　今ムーアにあるのは周辺から急いで搔き集めた最後の物資。それらが失われれば、月単位で足止めをくらう。そうなれば騎士団領はまずもたない。

（盾の砦に移ってから、騎士団領はまだ騎士橋奪還に動いていない。きっとムーアと連れん携けいして動くつもりだったはず。なのに、これでは……）

「無事な物が多く残っていてくれればいいが」

「……ええ」

「いざとなれば堀ほりを下りて、渡ってから登るしかないが、それだとさすがに被害も増えるだろうからな」

「ええ……。っえ!?」

　つい反射的に相あい槌づちを打ってしまったが、内容がおかしかった。

「あの、イスカ。堀には結けつ構こうな深さがありますし、あんな所を登っていたら被害が出るというか全滅してしまいますわよね？」

　両手両足を使って堀などを登っていたら、弓兵隊のいい的だ。

「全滅する前には登り切れると思う」

（おかしいぃぃッ!!）

　至し極ごく真ま面じ目めな調子で言い切ったイスカに、背中に冷や汗を流しつつフローレンスは心の中で絶ぜつ叫きようした。

（いや、待って。常識外だからこそ有りなのかしら……）

　だが被害が大きいと分かり切っている手段を取ることはない。

「奇き跡せき的に無事な物が多かった、という事態を祈りましょう」

「そうだな」

　あの激しい爆音と立ち昇った火勢を思えば、望み薄だとは分かっていたけれど。
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「無事だったのは橋の両りよう端はしに使う建材のみ。向こう岸には届きますが、柱の幅しかないので、進軍を試みるのは無む謀ぼうですね」

　翌朝。損害を取りまとめた報告書を手に、アルフルードはそう言った。対面に座るイスカの表情も険しい。

（端の部分だけ……。それでは火を射かけて燃やしてくれと言っているようなものだわ）

　火矢による攻撃とは、鏃に油を染み込ませた布を巻き付け火を点つけて放つ、というものである。一本二本射かけられた程度では、いきなり燃え上がって落ちるわけではない。

　なので今回西大陸が取るべき手段は、向こう岸に渡るための簡易の橋を迅速に架かけ、燃え尽きる前にできる限り多くの兵を向こう側に渡らせる──というものだった。

　敵の射しや程ていぎりぎりの位置まではすでに即席で橋が架けられており、あとは射程圏内に入ってしまう部分を伸ばせば済む。昨晩の攻撃で物資の破壊工作を優先された。橋が残ったのは不幸中の幸いかもしれないが──

（端の幅では、騎馬を渡らせるのは不可能。歩兵だけで待ち構える弓兵の矢の雨をかいくぐり、正面衝しよう突とつしなくてはならなくなる）

　さらに言えば、ハルシュラが騎士橋オーダーブリツジを制圧してからすでにかなりの時間が経っており、彼は野戦陣じん地ちを完全に構こう築ちくし終えてしまった。堅固な建物ほどの防御力はないが、それでも攻め手側が陣を突破するには、守り手の三倍の力が必要になると言われている。

　圧あつ倒とう的てきに不利なこの状況で、どれだけの犠牲が出るか──想像するだけで顔が歪ゆがむ。

「かといって、次の資材が届くのを待っているわけにはいかないだろう」

「ムーアの守備隊長は待つようですよ。それまで持ち堪こたえられなければ騎士団領は諦め、堀を盾に防衛線を引き直すとのことです。堀ごときで止められるとは思えませんが」

「──……」

　騎士団領を見捨てるということは、セリスやセクトも同様に見捨てるということだ。

（いえ、お兄様もセクト殿下も、身分が明らかになれば殺されはしないでしょう）

　有用な交渉材料となる。命の心配はない。

　しかし──打つ手がなくなったと、ここで諦めてしまっていいのだろうか。

　来たことが無意味になることへの迷いではない。騎士団領を明け渡す選択が、本当にこれからの西大陸にとって正しいものと言えるのか。




　──戦うのなら、勝て。負けが決まったのなら上う手まく負けろ。




　セリスから教えられた話の中で、そんな言葉があったのをフローレンスは思い出す。

（今の状況は、上手く負けていると言えるの？）

　否だ。現状を評するなら、完敗としか言えない。

「どうします、殿下。私たちだけででも強行しますか。それとも帰りますか」

　留とどまるのは無意味だ。これから続々とムーアには各国から兵が送られてくる。その中にラハ・ラドマの居場所はない。役目を与えられることもないだろう。

　与えられるとしたら、敗戦が決まったあとの殿しんがりなど、無謀な死地だ。

「アル。お前は俺たちだけで橋を取り返せると思うか？」

「取り戻せます。ただし食い合う形になるでしょう。お互い全滅に近い被害が出ると思います」

「……そうか」

　さすがに、アルフルードの言葉にイスカは迷ったようだった。しかし。

「取り戻せるのなら、やる価値はある」

　騎士団領が危機に瀕ひんしているのは、補給が断たれてしまっているからだ。橋さえ奪還すれば、状況は一気に好転する。

　ラハ・ラドマ兵の能力ならば、これだけの悪条件でも交戦は可能なのだろう。

　橋を取り戻し騎士団領が帝国軍を押し返せば、大局的には勝利と言えるかもしれない。

（──でも、それでは駄目）

　負けではない。だが、それも上手くはない。

「分かりました。では──」

「待って」

　イスカにうなずいたアルフルードを、フローレンスは引き止めた。

「何か？」

　アルフルードは振り返って訊ね返してはきたが、その声にははっきりとした拒絶が感じられた。口出しをするな、と。

　当然だ。これは人の命を預かり、そして使う行こう為いなのだ。思い付きで口を挟はさんでいいことではない。

　それでも、フローレンスは引かなかった。

「提案があるわ」

「結構です」

「聞くだけなら、何も起こりはしないわ」

「万一にでも俺が耳を傾ければ、貴女は命の責任を負いますよ。結果が良かろうが悪かろうが、確実に犠牲は出るんです。その責任の一いつ端たんを負おうことになります」

　現実に取れる選択肢は一つで、結果も一つだ。己が出した案が犠牲を増やしたのか減らしたのかさえ、真実は分からない。ただ口を出せば、もう無関係ではいられない。もしかしたらを含むすべてを、受け止めなくてはならなくなる。

「分かっているわ」

「女性のやることではありません」

「……意外と差別的ね」

　アルフルードから女性だからどう、という扱いを受けたのは、思えばこれが初めてだ。

「差別ではなく事実です。能力の問題以前に、女性は犠牲となる命を負い続けることに耐えられない。同どう僚りようが精神を病やんでいく姿を見るのは、気持ちのいいものではありません」

「っ……」

　力があるなしではなく、心の在ありように性差がある。

「女性は子どもを──弱い命を守るために、より繊せん細さいにできている。そうと分かっていて向かないことをやらせようとは思いません」

　いざ戦いが始まってしまえば、どうやったところで必ず犠牲は出る。

　フローレンスの意見を聞けば、もしかしたらその数が減るかもしれない。分かっていても、アルフルードは拒絶してきた。

「兵士は己の命を戦場で使う覚悟をしています。けれど貴女はその命に護まもられる側だ。護られるべき人間を傷付けるなど、軍がある意味すらなくなるでしょう」

　何のために、兵が戦場に立つのか。

　それは自分の大切な相手を、より確かに護ってくれるだろう存在を護るためだ。そして、その存在とは王族である。

「殿下と、ラハ・ラドマにお戻りください」

「……話を聞いてくれれば、帰るわ」

「俺の話も聞いていただけますか。少しは」

　顔をしかめ、アルフルードは息をつく。それから数すう瞬しゆん──フローレンスが諦めないのを察したのだろう。改めてフローレンスへと目を据すえた。

「いいでしょう。俺と一つ、ゲームをしてください。貴女が勝てば話だけなら伺います」

「ゲームの内容は？」

　正しいのはアルフルードで、ごねているのはフローレンスの方なのであまり強くは出られないが、勝機が欠片かけらもない勝負では理不尽だ。ただし確実に、フローレンスに不利なものになるだろう。

　何を持ってくるつもりかと、構えつつフローレンスが訊ねると、アルフルードは意地の悪い笑い方をした。

「象しよう棋き、というものをご存知ですか」

「知っているわ」

「そうでしょうね、知って──、って、は!?」

　ほっとしつつうなずいたフローレンスに、アルフルードはぎょっとして目を剝いた。

　象棋とは、大砂漠帝国をさらに東に越えた大国で普ふ及きゆうした、チェスのようなボードゲームである。

「なんで知っているんです!?　西大陸にはチェスが普及してから、起源になった物すら廃すたれたでしょう！」

　アルフルードの言い様で、勝負にさせないつもりだったことが分かった。概がい要ようをさらっと説明し、フローレンスがルールさえ覚おぼ束つかないうちに、さっさと勝利を収めようという算さん段だんだ。しかしアルフルードにとって残念なことに、フローレンスは象棋を知っていた。

「わりとよくお兄様と遊んだわね」

　象棋はチェスの原型となったボードゲームと起源を同じくしていると言われ、似に通かよった部分が多くある。早い話が駒こま取とりゲームで、キングにあたる『帥すい』『将』を取ったプレイヤーの勝ち。

　存在そのものはただのボードゲーム。しかしそれは軍隊運用を模もして作られた、思考の柔じゆう軟なんさを鍛きたえるためのものでもあったのだ。

「エスカ・トロネアにはそんな教養が……」

「ございませんわ」

　存在すら知らなそうだったイスカが引きつった声を上げるのを、ミリアはやんわりと否定した。

「……姫君の教養ではありませんね」

「何事も知っておいて損はないでしょう。実際、今役に立とうとしているようよ」

　脇で交わされる会話はさっくり横に置きつつ、フローレンスとアルフルードの視線が交こう錯さくして、数呼吸。

「いいでしょう。では、速そつ考こうで相手をしていただきます」

　自分から言い出した手前、目もく論ろ見みと違っていても嫌とは言えない。

　アルフルードが定めたのは、手番が移ってから駒を動かす制限時間を短く区切った、思考の瞬しゆん発ぱつ力りよくを要ようするルール。時間内に手を動かせなければ、その時点で負けとなる。

　実際の戦場は流動的、もたらされる情報も膨大だ。即そく断だんで手を打てなければ話にならない。僅かなためらいが命取りになる。

「いいわ。始めましょう」
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（六……七……）

　静まり返った部屋の中で、カチ、カチ、と規則正しく秒を刻きざむ時計の音だけが響き渡る。

　間もなく時間切れ──というところで、アルフルードは息をついた。

「投了です」

　発された言葉に、フローレンスもふ、と肩から力を抜く。

「約束は守ってもらうわ」

「二に言ごんはありません。……以前言ったことがありますが、俺は策さく略りやく家かではありません。求められた通りに用兵を行う前線指揮官です。だから正直、貴女の話を聞いたあとで策を撥ね付ける自信が俺にはありません。それでも本当にいいのですね？」

　盤ばん上じように目を落とし、アルフルードは顔をしかめた。

「セリス殿下は一体何を考えて、深しん窓そうの姫君に軍略などを叩き込んだのでしょうね」

「思考能力を養うための一いつ環かんだと言っていたわ」

「間違っていないでしょうが、度を越しています」

　アルフルードは怪訝そうだったが、フローレンスにはどうでもいいことだ。セリスの知識に触れるたび、彼と思考を共有することができるようになるたび、ただ純粋に楽しかったし嬉しかった。それ以上の理由などフローレンスには不要だったのだ。

　それに今、こうして役にも立った。

「さて。時間も惜しいですし、姫のお考えを聞きましょう」

「その前に。──わたし、夜襲に居合わせたときにハルシュラ・ステュピアを見かけたわ」

「……そう、ですか。ええ、ハルなら、自分で動きたがっても不思議ではありませんね。指揮官として、軍の行方ゆくえを任されている者としては軽けい率そつ極きわまりないですが。子どもの頃から、あまり変わっていないようですね」

　盤を片付ける手を微かすかに震わせ、しかしすぐに何事もなかったかのように、アルフルードはフローレンスにうなずいた。

「もし知り合いなら……と思って訊こうと思ったのだけれど、本当に知り合いなのね。大砂漠帝国での貴方の地位を訊いてもいい？」

「一応、将官でした。といっても俺がいた頃の陛下の勢力は中ちゆう堅けんよりも下で、軍も自身で勝手に立ち上げた私軍での話なので、名前ほどいい思いはしていませんが。実質はウル様──現帝国軍の大将閣下の副将として動くことが多かったですね」

　現皇帝の政権で重役を担になう者たちは、若い人間が多い。

　生まれが遅く、皇宮内で皇おう子じとしての存在感が皆無に等しかった皇帝は、領土の隅に追いやられて幼少期を過ごす。

　彼はそこで自ら臣下を集め、ついには皇帝にまで上のぼり詰めることになる。現在の政権の重じゆう鎮ちんたちは、皇帝が旗はた揚あげした初期から付き従っていた者たちが多数を占めているのだ。

　三十手前の皇帝が自ら搔き集めた人材である。自然、彼と近い年代の者が多い。

　中でも従弟いとこにあたる軍務局局長、国軍大将のウルアトシェへの信頼は群を抜いているという。ハルシュラが十八という若さで将軍職にあるのも、ウルアトシェの母方の従弟であるから、という血けつ縁えんも無関係ではあるまい。

「それなら貴方、大砂漠帝国に居続ければ、実質五ご指しには入る権力者になっていたわね？」

「さあ、どうでしょうね。安く切り捨てられたぐらいですから」

「でも大将閣下は貴方の言げんに耳を傾けるぐらいはしてくれるのでしょう？」

　アルフルードとウルアトシェの間には、最低でもそれぐらいの信頼関係はあったはずだ。離れた今でも慕したっているのが、フローレンスにすらすぐに分かるぐらいなのだから。

「……ウル様はそうですね。多分」

　皇帝がウルアトシェを重ちよう用ようする限り、アルフルードの発言力も決して弱いとは言えなかったはず。特に今の帝国は、官人よりも軍人が力を持っているのだから。

「ハルとも知り合いですが、説得の類いはできませんよ。俺は裏切り者ですから。向こうにしてみればどのツラさげて、ってところでしょうね。……カフィエズのことも言えません、本当は。俺の方が、余程……」

「いいのよ、分かっているわ」

「では、俺とハルが知り合いであることが一体何だと？」

「彼のことを教えてほしいの」

「俺がハルと直接会っていたのは、もう八年も前の話です。今の情報は姫と同程度のことしか知らないと思います」

「構わないわ。わたしが知りたいのは、ハルシュラの性格的な部分だから」

　戦士としてのハルシュラの話はアルフルードの言う通り、彼に訊いたところで無意味だ。

（八年あれば人は変わる。でも、変わらない部分もあるわ。昨日きのうわたしが会った印象と大きく違わなければ、参考にはできる）

　アルフルードの知るハルシュラは十歳。子どもだったとはいえ性格の基礎は出来上がっていたはず。

「ハルは……そうですね。あまり視野の広い性格はしていませんでした。歳としの離れた従兄いとこであるウル様によく懐なついていて、ウル様の正義がそのままハルの正義でした。基本的に自分の立場からしかものを見ませんし、それなりの地位も権力もあって周りが気を遣つかうせいで、感情の制せい御ぎよも下へ手たでした」

（そうね。昨日見た感じでも感情の制御は下手そうだったわ）

　下手──というかその必要がなくて、考えたこともないのだろう。幼い頃から自分の思うままを口に出し、振る舞えてきた背景が窺うかがえる。

「けれど根は素直ですし、手本がウル様なので、性格もそれほど悪くありませんでしたよ」

「下の人間に対してはどう？」

「身分に拘こだわることは、当時の本人は意識してませんでしたね。将として昇ったのなら役割としての上下ぐらいは理解しているとは思いますが」

「なるほど」

　そしてきっと、己の腕前に多大な自信を持っているだろう。こちらは根こん拠きよとなるだけの実績がすでにあるので、傲ごう慢まんとは言えない。

（兵士たちを、命として考えられる指揮官であるのなら）

　夜襲を決行する際にハルシュラが携けい帯たいしてきた武器は、よりにもよって弓だ。侵しん入にゆう先さきで見つかったときに対応する得え物ものとして、向くとは言えない。

　だが遠距離からの攻撃を担う弓は、戦場で先制する以外に、撤退時、敵の足止めにも優れた性能を発揮するのだ。

　自らも距離を開けつつ、一方的に敵を攻撃し追撃を妨さまたげ、味方を逃がす。退路の確保を弓騎士が行うのは、西大陸でも珍めずらしくない。

　ハルシュラは接戦で不利なのを承知で、腕に絶対の自信を持つ弓を選んだ。連れてきた二人が自分を守ることを信じ、また自分も二人を助けることを決めていた。そうでなければ成り立たない組み合わせ。

　将たる役目を負いながら自ら潜せん入にゆうしてきたのも、自分が適任であると考えたから。自分が一番部下を守れるという自信と、自らの身をかえりみない甘さが見える。

（ムーアの襲しゆう撃げきにしても、機を見る目は冷静だった。直情的ではありそうだけど、引ひき際ぎわを間違えるような、無謀な熱さではなかったわ。数をこなしている彼が戦場に吞まれて愚行を犯おかすはずもない。──ならば）

　取れる道がある。

（でも、それには……）

　顔を上げ、フローレンスはアルフルードを見て、口を開く。

「ラハ・ラドマ軍の中で、確実にハルシュラに勝てる人に心当たりはある？」

「一対一でということですか？　弓じゃなくて剣での勝負なら、俺が勝てますと言ってもいいですが」

「貴方だけは駄目なのよ」

　アルフルードは大砂漠帝国の元軍人だ。ハルシュラはそれを知っている。

　出会った瞬間、敵将ではなく自国の逃とう亡ぼう兵へいと見なされる可能性がある。

　──それではこの案は成立しないのだ。

「では、いないと言うしかありません」

「そう……」

（じゃあ、無理か……）

　思い付いた案の一つをフローレンスが捨てようとしたとき。

「俺は八割方ハルシュラに勝てる自信がある。六りつ花かを使えば確実だと言ってもいい。どうだ？」

「！」

「殿下！」

　フローレンスとアルフルードが同時にイスカを見た。非ひ難なんの声を上げたのは、アルフルードが先。

「昨日ハルシュラと会ったから分かる。彼は『使える』んだろう？」

「それは……。いえ、そういう問題ではなく！　殿下は帰るべきだと何度──」

「危険を冒おかしても、やる価値があるなら別だ。ハルシュラが使える相手なら、なおのこと俺が出るべきだ」

「あの、イスカ。使えるって……」

　二人は共通認識で理解できているようだが、フローレンスには何のことだか分からない。そして把は握あくできていない情報があるのはよくない。知る機会があるなら聞いておくべきだ。

　二人を順に見てフローレンスが口を挟むと、アルフルードは僅かに迷う素振りを見せて唸うなってから、しかし答えをくれた。

「大砂漠帝国にも、六花と似た作用を起こす手段が一応あって、ハルシュラもそれを使えるようです」

「もう驚かないけど、自前のものがあるのにわざわざラハ・ラドマの六花を求めたの？」

「使い勝手がよくないので。──姫、人間というものは、実に曖あい昧まいな生き物だと思ったことはありませんか」

「曖昧……？」

　確かつ固こたる存在のある人体に対して曖昧だなどと思ったことはなくて、フローレンスは首を傾げる。

「嫌な予定があると、朝起きて体調を崩したり──というような話に覚えはありませんか」

「あるけど……」

　精神状態は肉体に大きく影響を及ぼす。それは紛まぎれもない事実だ。認めてからフローレンスは一つ思い付いたことがあり、懐かい疑ぎを込めてアルフルードを見る。

「まさか」

「実際には熱くもない金属片を押し当てられ、熱いと思い込んでいたから火傷やけどを負ったとか、目隠しをされて水滴を垂たらされ、傷などないにもかかわらず濡れた感触で血が流れていると思い込み、失血死に怯える恐きよう怖ふで危あやうく心臓を止めかけたなんて話もありますね。肉体は、精神に支配されていると言えます」

　そういう一面もあるだろう。否定はできない。

「自分で自分に暗示をかけるんです。己の肉体はもっと強い、と。眠っている力を使え、と。火事場の馬鹿力ってやつを強引に叩き起こす感じですね。俺たちは自己潜啓イドリズム、と呼んでいますが」

「もしかして、カフィエズが暗示に長たけているのもその派生？」

「そうです。敵にかける催眠支配エゴリズムも、戦技として真面目に研究されている分野です」

　言葉という、見えないうちに斬きり込まれてしまう刃やいば。相手によっては話すだけで危険であるということ。確立されれば恐おそろしい技術となるだろう。

「精神に寄った技術なので、当人の状態が安定していないと使えないんですよ。集中力が欠けるだけで効果を失いますし。物質的な薬くすりの効能で肉体活性を計る六花の方が、作戦に組み込みやすいですからね」

　さらに、薬物での作用ならば人を選ばない、と思ったのだろう。──実際の六花は毒性が強く、使える人間が限られているのだが。

「思い込みから入る技術なんで、ハルは多分、相性がいいです。側に習得済みのウル様もいますし、使えると考える方が自然ですね。戦せん績せきから考えても間違いない」

「そうね。自己暗示は得意そうだわ」

　少し話したところを脇から見ただけだが、人物評に納得してしまえる。

「自己潜啓イドリズムが使える相手で、お前では駄目だというのなら、やはり俺が行くべきだと思うが」

　イスカが兵士であればそうする。だが、立場を考えれば彼を矢や面おもてに晒すのは、どう考えても間違っている。けれど、有効ではある。

（いえ、それでもやっぱり──）

　うなずけない。フローレンスがそう結論を出そうとしたとき。

「フローレンス。軍師としての貴女に、一兵卒として請おう。──俺を使ってほしい」

「イスカ……」

「俺たちが掲かかげる双剣六花は、己を守るためのものではない」

　強き者は弱き者を。弱き者はより弱き者を守るために。

「ラハ・ラドマで一番強いのは俺だ。俺の体は六花六むつひらすべての使用に耐え得うる」

　だからこそ、前線に立つのに最も相応しい、と。

「……そう、ですわね」

「姫!?」

　やがて折れたのは、フローレンスの方。アルフルードが責める気持ちも分かるが──

「だってわたしは、貴方がそういう人だから、力になりたかったのですもの」

　今ここでイスカの求めを撥ねつけるのは、きっと常識的に正しい。

　でもその後、イスカが抱えなくてはならない気持ちを考えれば、果たして本当に正しいと言えるのか、フローレンスには自信がなくなった。

（だってわたしだって、嫌だと思ったもの。……とても、苦しくて悔しかったから）

　何もできないのも、何もさせてもらえないのも、耐え難いほどもどかしい。

　可能性があるのなら摑みにいきたい。己の手が最適だという思いがあるなら、尚なお更さら。

「勝ってくださいますか」

「必ず」

「信じます」

　迷わず誓ちかったイスカへと、フローレンスはうなずいた。

（……でも）

　フローレンスは、イスカの参戦に納得してしまった。だがそれは、単に経験がないゆえの浅はかさかもしれない。

　だから──と、フローレンスは改めてアルフルードを見た。

「わたしの策を使うかどうかは、貴方に任せるわ。……わたしはちょっと、頑がん固こだから。自分の意見をどうしても優先しがちなの。使えるかどうかは、貴方に判断してほしい」

「……分かりました。聞いてから決めます」

「ええ。お願い」

　戦場では己で即決しなくてはならないとしても、その事前段階で他者の意見を聞くのに悪いことなどない。たとえ自分の意見が通らなくても、もっと良い策が出てくれればいい、とフローレンスは思った。

「ああ、そうだ。これは先に言っておいた方がいいだろう。毒性とは関係なく、六花を使ったあとは動けなくなるんだ。しばらくすれば動けるようになるから大丈夫だが」

「え!?」

　平然と言ったイスカにフローレンスはぎょっとする。

「それは大丈夫とは言いませんわ！」

「いや、言い方が悪かったな。ただの疲労だから本当に問題ない」

「人間が普段、これ以上は危ない、と制御している力を無理に解放するわけですからね。脳も体も困こん憊ぱいしますよ。俺たちも自己潜啓イドリズムを使ったあとはそうです」

「やっぱりそうなんだな」

　方法は違うが、体に無理をさせていることに違いはない。

　そこでふと、イスカは表情を曇らせた。

「俺もあと少し筋力があれば負担が軽減できると思うんだが。背と骨の太さがどうにも足りない。これ以上筋肉を付けると、六花を使って力を入れた瞬間、自分の骨を折るだけだからな……」

「別にいいんじゃないですか。ラハ・ラドマの武技は基本、速さと鋭さを重視したものですから。筋肉を付けて一撃の重さを増しても、体も一緒に重くなる分だけ速さと鋭さを欠くと考えれば、一概に筋力があればいいとも言えませんよ」

「お前が大たい剣けん振り回しているのを見ると、たまに羨うらやましくなるんだ。……というか、お前も俺とそんなに体格変わらないのに、やっぱり筋肉の質が違うんだろうな。大砂漠帝国の人間の体はしなやかで強い。武人として実に理想的だ」

「筋力、足りてはいないんですけどね、本当は俺も。ガキの頃にもうちょっと食えてりゃ、まだ少し身長伸びてたかもしんねーのに」

「……」

　いつの間にか話がズレた。しかも男性二人は結構楽しげに筋肉の話やら武術の話やら、果ては武器についてまで熱く語り始めたので、止めにくい。

（これは……二人とも、相当武術が好きと見たわ）

　そして実はフローレンスが一番気になるのは、後ろで興味深げに聴きき入り、時とき折おりうなずいているジゼルだったりする。

　止めにくいからといって、放置しておくのも問題だ。言った当人のアルフルードは忘れかけている気さえするが、今は時間がないのである。話の続きはラハ・ラドマに戻ってから、ゆっくりやってもらおう。

　パチンッ、とフローレンスが扇おうぎを鳴らして開くと、イスカとアルフルードははっとした様子で口を噤つぐんだ。状況を思い出してくれたらしい。

「イスカ」

「あ、ああ。何だ？」

　イスカは声を上うわ擦ずらせつつ、フローレンスへと向き直る。

　そこには若い牧ぼく羊よう犬けんがうっかり仕事より遊びに熱中してしまっていたところを牧場主に見られたかのような、何とも言えない気まずさがあった。

　それに対して、フローレンスはつい微び笑しようを零してしまう。

　今は和んでいる場合ではない──と思ったばかりだというのに。

（どうしよう。なんだか、イスカが可か愛わいい……）

　思いっきり脇に逸れた思考がフローレンスにも飛び込んできた。そして次の瞬間、我に返る。

（いやいや！　そうじゃなくて！　しっかりしろわたしっ。くっ、これが妖よう魔まの魔力だとでもいうの!?　まさかイスカ、実は本物……）

　現実味を欠いたその思考を口にしてしまっていたら、ミリアあたりが『ただのベタ惚ぼれ期ですわ』と一いつ蹴しゆうしてくれたことだろう。

　自身を落ち着かせるため、フローレンスは一回、大きく深呼吸をした。

「動けなくなるとは、本当に完全に？　であるならば、六花を使わずにハルシュラを降くだす方法を採とらなくてはなりませんわ」

「ハルシュラを降せば橋は取り返せる。それだけでは駄目なのか？」

「はい。橋を奪い返したあと、盾の砦を迂う回かいし、剣の砦に潜入しようと思います。遠征してきた帝国軍の物資を焼き払えば、彼らは早期に撤退せざるを得ませんから」

　橋を取り戻し、盾の砦を拠点にした戦いになれば不利はない。しかしこのままでは長期戦に突入してしまう恐れがある。

（お兄様はおそらく、それを望んでいない）

　だからきっと、剣の砦を明け渡したのだ。相手の行動を誘ゆう導どうするために。

　勝利は素早く、かつ完全に。──実にセリスらしい。

（ここでわたしたちが動けばきっと、その期を早めることができる。西大陸だろうが中央大陸だろうが関係ない。喪われる命を、少しでも減らすために）

　剣の砦の構造は頭に入っているが、不安要素は多い。だが、成功の確率は充分にある。

　やるべきだと、フローレンスは判断した。

（大丈夫。できる）

「分かった。それなら六花は二ふたひらまでに抑えて闘おう。効力が切れたときに多少の疲労は残るが、動けないほどじゃない」

「ハルは弓兵ですが、剣もかなり使えます。接近しても油断しないように」

「ああ」

　条件は揃った。フローレンスが少しだけ肩の力を抜いたとき、ふと視界の端に動くものを捉えた気がして、視線を窓の外へと向ける。そこに鳩が一羽、真まっ直すぐこちらに向かって来るのを見つけて目を瞬いた。

　鳩はガラスによって阻はばまれているのを理解して、窓まど枠わくに足を乗せ、コツコツ、と嘴くちばしで中の人間に自分を入れるよう訴えてくる。

「賢かしこいですね。軍用鳩ですか？」

「エスカ・トロネアの鳩だわ。足輪の意い匠しようが花冠だもの」

　窓を開いて中へと招き入れ、足輪に括られた手紙を外す。そこには懐かしいセリスの流りゆう麗れいな文字で、一文だけ書かれていた。

『ここに来たお前に信頼を贈る』と。

　それだけだと、兄の身を案じた妹へ、最後の感謝を告げたように読めなくもない。

　だが読んだ瞬間、フローレンスにはセリスが送ってきた文面の意味が理解できた。同時に体の奥から湧き出た歓かん喜きを抑え切れず、呼吸が震ふるえる。

（お兄様が、わたしを認めてくださっている……！）

　フローレンスがラハ・ラドマを発ったことを知った瞬間に、セリスはもうこの展開を決めていたのだろう。だから盾の砦に移動したあともずっと動かなかったのだ。

（もう何も、心配などいらなくなったわ）

　セリスの文字を指先で辿り、フローレンスは唇くちびるに笑みを刻む。

「フローレンス？」

「イスカ。わたしたちは、必ず勝ちます」

　言ってフローレンスは、飾られていたグラジオラスを撫でる。聞けばこれも、セリスが用意させたものであったのだとか。




「グラジオラ勝利スは、我らが手に」




　セリスが認めてくれたのなら、自分の考えに不安を覚える必要もない。改めて皆を見て──フローレンスは言っておかなくてはいけないことに気が付いた。

「そうだわ。話の前に、アルフルード。貴方に一つだけ」

「はい？」

「ここでは構わないけれど、貴方、帝国軍の総指揮官に敬称を付けているわよ。西大陸の兵に聞かれたら二ふた心ごころを疑われるでしょうから、注意して」

「っ!!」

　無自覚だったのだろう。指摘されて、アルフルードは目を見開く。

「では、明日、こちらが持ち込むべき流れを説明します」

　瞳に硬こう質しつな光を宿して告げたフローレンスへと、一同は静かにうなずいた。
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　陽ひが昇る直前の、深い群ぐん青じようが消え切れていない空へ向かって、幾いく筋すじもの白い煙けむりが立ち昇る。朝食の支し度たくが始まったのだ。

　日常生活には早すぎる時間帯に朝食が準備される理由はただ一つ。今日が突とつ撃げきを開始する日だからだ。

　堀ほりの前には近きん隣りんの家々から徴ちよう収しゆうした、分厚い毛もう氈せん物ぶつで包まれた建材が並べられている。そこに水を汲くんできた兵士たちが駆かけてきて、次々に水を含ませていく。火矢による延えん焼しようを少しでも長く抑おさえるためだ。

　水を吸い切れず滴しずくが地面を濡ぬらすのを、少し離れたところから眺ながめつつ、イスカは隣となりのアルフルードに声をかけた。

「予定通りの人数が渡ったところで、上う手まく焼け落ちてくれるだろうか」

「そこから無理だと思ったのなら、姫の案を採さい用ようしようとはしませんよ。まあ、あんまりにも時間がかかるようならこちら側からも火を点つける手はずになっているので大丈夫でしょう」

　そこまで言ってから、アルフルードはムーアの砦とりでを振り返る。イスカもつられて目を向けた。そちらではフローレンスが待たい機きしているはずだ。上がってくる戦せん況きよう報告を受けつつ、状況に応じた指示を出すのが彼女の役目である。

「目の前の敵をどうにかするだけでなく、完全勝利を手にするのを大だい前ぜん提ていとしたあの思考は、空そら恐おそろしいものがありますね」

「そうか？」

　全体を見渡すフローレンスの視野の広さには感かん嘆たんするが、恐ろしいと思ったことはない。なので、イスカは不思議そうに首を捻ひねる。

「フローレンスはただ、少しでも被ひ害がいが減るようにと考えてくれただけだ。どこに怯おびえるべき部分がある？」

「……っ」

　その智ちが悪意によって用もちいられるのなら、脅きよう威いとなるかもしれない。しかしフローレンスにそんな心配はない。だから彼女がどんな刃やいばを持っていたとしても、イスカは恐ろしいとは思わなかった。

「そう、ですね。……すみません。それを警けい戒かいするべきだと思うのは、俺が疑ぎ心しんに凝こり固まっているから、ですね」

「そうか」

　少しの寂さびしさはあるが、それは個人の問題だ。他人であるイスカがアルフルードに、フローレンスを信頼しろ、と強きよう要ようしたところでどうにかなることではない。

　アルフルードも、彼が許せる範囲でフローレンスを認めている。だからそれでいいのだろう。

「殿でん下かは人を信じることが怖いと思ったことはありませんか。自分で言うのはなんですが、俺だって疑われてしかるべき立場ですよ」

「お前は裏切らないと言っただろう？　悪意などないのに疑われたら、悲しいし悔くやしい。だったら信じたいと思うだけだ」

　疑って構かまえて──それが正しいときもあるだろう。

　だがその備えが必要なかったとき、疑心を向けられた相手は傷付く。傷は積み重なって、いずれ自分に害をなす刃を通さないように硬こう質しつ化かするだろう。それは他の柔やわらかで温かなものまで拒きよ絶ぜつしてしまう鎧よろいともなり得る。

　そうして心を堅かたく包つつんでしまったら、きっと寒くて寂しいから。

「言っておくが俺だって、一応人は見るからな？　露ろ骨こつに敵意を見せてくる相手を無条件に信じるほど花畑脳のうでもない」

「それならもう、頭からネジがごっそり抜けてますからね」

　アルフルードは冗じよう談だんと受け取って小さく笑ってくれた。

　──よかった。冗談になった。いろいろな意味でイスカはこっそり安あん堵どする。

　と、すっかり陽が昇った晴れの空に、太たい鼓この音が響ひびき渡る。準備ができたらしい。

「行くか」

「はい」

　太鼓の音に返すように、帝国軍が怒ど号ごうを上げる。来るなら来い、という挑ちよう発はつであり、威い嚇かくだ。同等の声量でこちらも鬨ときの声を返す。

　士し気きは双そう方ほうとも上々。勝敗の判定はつけられない気配だ。

　整列した軍隊の前にイスカとアルフルードが進み出ると、王族の登場に今度はラッパが吹き鳴らされ、威嚇の声が収まる。

　す、とイスカは息を吸い、腹の底から声を発した。

「いいか！　俺たちが何をするために来たのかを忘れるな！　己おのれの心にある親しき者の笑みをしっかり刻きざめ！　我らが国章、双そう剣けん六りつ花かの誇ほこりにかけ──未さ来きへの道を切り拓ひらくために!!」




　おおぉぉぉおおっ!!




　朗ろうと響くイスカの声に、その場に揃そろった二千人が応こたえ、歓かん声せいを上げた。敬意を寄せる王子の参戦は、存在だけで兵を鼓こ舞ぶする。前線に立つとなれば尚なお更さらだ。

　──ここに残ったことは、間違いではなかった。

　イスカにそう思わせてくれる熱が、兵の間に満ちている。

　地を揺るがす大だい音おん声じようが収まる頃合いを待って、手を振った。

「作戦行動開始！」

「はッ！」

　工こう兵へい部ぶ隊たいが建材の両りよう脇わきに集まって。

『せぇのっ！』

　数十人がかりで建材を持ち上げ、途切れたままの橋の上を駆け出した。その周囲を護ご衛えいも兼かねて取り囲んだ部隊の先頭にイスカ自らが立ち、追つい走そうする。後ろにアルフルードと、追従する兵たちが続いた。

　その頭ず上じようを火を灯ともした矢が降ふり注そそぐ。建材に突き刺ささった矢は濡れた毛氈物の前にあえなく燃え尽つきるが、上手く橋に火を移した矢もぽつぽつ出る。

　その様はまさにフローレンスの狙ねらい通りで、イスカは手て応ごたえと感嘆の両方を感じた。

　そしてついに、橋の先端へと辿たどり着く。

「架か橋きよう開始！」

　工兵部隊長が声を張り上げる。同時に建材が肩を伝って送られ、騎士団領へ向けて伸びていく。

　反対側に到達すると同時に、工兵たちは建材を下ろした。

「突撃！」

　命めいを発し、建材に飛び乗ったイスカへと、後に続くアルフルードから警けい告こくがされる。

「射しや程てい距きよ離り圏内です。殿下、気を付けて！」

「分かってる！」

　イスカの返事が終わるか終わらないかの刹せつ那なに、頭上が金属の光でちかりと輝かがやく。そして強い雨のときの様な音を撒まき散らし、矢の雨が降り注いだ。

　通常、弓矢の前に前進を余よ儀ぎなくされたときは、盾たてを掲かかげて進むものである。

　だがラハ・ラドマの装備は基本、両手に携たずさえた双剣。そして過去、貧ひん困こんのため全身を覆おおうような鎧を用意できなかった彼らが取った対たい抗こう策さくが、今も活いきている。

　それはごく単純に、避よける、または切り払う、というもの。

　身動きも満足に取れない橋の上で剣を構え、降り注ぐ幾百の矢を薙なぎ払う。

　ラハ・ラドマ兵は現代の実戦においても防具を着用しない。彼らにとって金属の重みは自らの最大の武器である速さを損そこない、周囲を把は握あくするための体感を阻そ害がいする、邪じや魔まな代しろ物ものなのだ。

　隣り合う者同士で呼吸を合わせ、補おぎない合う。前後左右、上下を把は握あくする優すぐれた空間認識力が、集団となればより隙すきをなくす。

　矢の雨の中を、防具も盾もなしに平然と進軍し、しかもその速度は射程距離に入る前とほとんど変わらなかった。

　──結果、帝国軍第一射にラハ・ラドマ兵が出した損そん害がいは、軽傷者が数名のみ。

　帝国軍に大きく動どう揺ようが走る。聞き知る逸いつ話わに衰おとろえのない鬼き人じんの姿を見せつけられて、怖おそれを抱いだかない大だい砂さ漠ばく帝てい国こくの民はいない。

　全体の動揺は短かったが、斉せい射しやに揃えるには時間がかかると判断したのか、第二射からは速そく射しやへと切り替わる。

　全員で揃え、一斉に矢を放つ厚みのある斉射と違い、個々が己の可能とする速さで矢を放つ速射では、どうしても密みつ度どが薄うすれ、面めんでの威い力りよくは散さん漫まんになる。代わりに継けい続ぞく的てきに矢が降り注ぐので、防ふせぐ方の集中力は余計に割さかれる。ラハ・ラドマにとって進軍の邪魔になるのは、むしろこちらだ。

　そしてその矢の雨の中に、やはり群を抜いた名手がいる。距離が縮まった分、飛ひ来らいの速度も精度も高まった。矢を払う隙を突くように、確実に穿うがたれるその一人が放つ矢に、十数人が振り落とされた。

（おそらく、ハルシュラだろう）

　ともあれ、状況が変化したここが調整の機会。

　イスカは柱の延焼具合に目を走らせ、アルフルードへと告げる。

「白二流！　速度落とせ！」

「了解！」

　イスカの指示を受け、アルフルードは素早く棒に白い布を二枚括くくりつけ、背後に、そして隣の柱にて進軍する兵たちに見えるよう風に流してはためかせる。

　対岸に渡る兵の数は千。それがぎりぎり渡れた数でなくてはいけない。

　先頭のイスカたちは柱を渡り切り、対岸、騎士団領に足を着けた。

　ハルシュラの部隊は弓きゆう兵へい六百人を中心に、歩兵千五百が彼らを守る壁として構成されている。眼がん前ぜんに立ち塞ふさがるのは、帝国軍が作り上げた野や戦せん陣じん地ち。進軍を妨さまたげるために掘ほられた簡易の堀と、堀を掘った際に出る土を盛って作られた土つち盛もりの壁。

「接近戦でも弓の警戒は怠おこたるな！　ハルシュラ率いる弓兵隊の矢は、弓きゆう神じんとその眷けん族ぞくのものと思え！」

「行くぞ！　中央突破で斬きり込む！」

　隊列を整える間もなく、ラハ・ラドマ兵は着いた順から敵陣に向かって突っ込んでいく。

　正気の沙さ汰たではない。人数が少ない状態で無策に突っ込めば、堀と土盛で足を止められ、弓兵の的になるだけだ。

　どこかの国の軍が同じことをすれば、ただ嘲ちよう笑しようを浴あびただけで終わっただろう。

　だがラハ・ラドマ兵が堀と土盛で足を止められることはなく、それらは障害物の役割を果たさなかった。

　野戦築城で掘られる堀の深さは、せいぜい大人の背せ丈たけ弱じやく。それでも馬や、鎧を着込んだ兵士にとっては、大変な障害物である。

　しかしラハ・ラドマ兵は鎧を着ない。加えて備えた高い身体能力を駆く使しし、堀と合わせて大人二人分ほどの高さとなっている土盛を、足だけで器用に、一気に駆け上がった。

　降りかかる幾千の矢を二振りの剣だけでいなし、常識外の身軽さで易やす々やすと陣を突破していく。先人から伝え聞く姿そのままの鬼人の力を前に、帝国兵が平常心でいられるはずもなかった。

　土盛の頂上に辿り着き、上から弓を射かけていた弓兵たちを叩たたき落としたイスカは、越えた山を反対側に滑すべり降りる。眼前に待つのは、中ちゆう核かくを成す弓兵隊を守る歩兵の列。

「ひっ……！」

　前線に立った兵の一人が怯ひるんだ声を上げ、構えた槍やりの穂ほ先さきがぶれる。到達の直前で駆ける速度を上げ、兵がしただろう予測より数すう瞬しゆん速く接近したイスカは、その穂先を振るう間もなく斬り飛ばす。返す刀でその周囲の二人を、逆の手で反対側の三人を同様に薙ぎ払い、足を止めずに正面だけを見据えて前進する。続くラハ・ラドマ兵が裂さけ目をさらに開き、その様は布に鋏はさみを入れたかのように広がっていく。

　──と。

「！」

　兵を一人倒した瞬間、傾かしいだ体の陰かげから矢が一いち条じよう、飛び込んでくる。乱戦に突入したあとでも矢を放てるとは、相当の度ど胸きようと実力が必要だ。

　首を傾かたむけ直前で回かい避ひに成功するが、周囲でくぐもった悲鳴が連続していくつか上がる。

（これは、近い！）

　人の悲鳴と怒号が重なる。だが、もう少し。

　立ち塞がった兵を切り払い──視界が開けた。

「ハルシュラ・ステュピア！　我が名はイスカ・ヴァル・ラハラドマ！」

　間違いなくそこにいるだろう相手へ向けて、声を張り上げる。

　文化の異なる西大陸と中央大陸ではあるが、やはり同じ人間だからか、戦争において同じ作法がいくつか存在する。

　一いつ騎き打うちと呼ばれる決着の付け方もその一つ。

　これこそが、フローレンスの作戦の要かなめだった。

　戦場で将同士が直接見まみえたとき、一対一で戦い、軍の勝敗を決する風習がある。そのとき周囲の兵が横よこ槍やりを入れることは許されない。

　万が一にでも手を出せば、それは自軍の将が率いる兵士に信用されていないという不ふ名めい誉よを被かぶせることになり、かつ、当人は将を侮ぶ辱じよくしたと見なされ軍ぐん罰ばつの対象となる。

　数を揃え、面での戦いで大たい勢せいが決するようになった昨さつ今こんでは、一騎打ちでの決着などほぼ皆かい無むとなっているが──

（乗ってこい！）

　フローレンスは最も犠ぎ牲せいが少ない方法として、一騎打ちを提てい唱しようした。これは互いの承しよう諾だくがなければ持ち込めない決着の付け方だ。ハルシュラの性格を事前に窺うかがえる機会を得られたことは、実に幸運だった。

　己の腕に自信を持ち、無駄な流りゆう血けつを避さけようという意思がある人物ならば。

「ラハ・ラドマ軍の総そう指し揮き官かんとして、貴き様さまに一騎打ちを申し込む！」

　イスカの宣言に、周囲がざわりとどよめいた。動揺の波は徐々に外側にまで広がり、一帯を支配していた金きん属ぞく音おんと怒号が静まっていく。

　どうすればいい──という、戸と惑まどいに満ちた空気の中。

「はっ。西大陸の蛮ばん族ぞく相手に、誇りある戦士の振る舞いをしてやる義理はないぜ。ふざけるなよ、鬼人」

　止めようとする側そつ近きんらしき数人をうるさそうに手で払って、男が一人、進み出てきた。

　青年の年頃は十七、八。意志の強そうな吊つりがちの瞳ひとみは翡ひ翠すいを思わせる青緑。晴れた夜空の深い青を溶とかし込んだ黒髪と、大砂漠帝国における標準の褐かつ色しよく肌はだ。

　目鼻立ちは整っているが、そこに浮かぶ表情が強気で高こう慢まんそうなため、自ら近寄りがたさを滲にじませている。

　しかしその翡翠の瞳に宿る光は、濁にごりなく真まっ直すぐだ。

　敵意を剝むき出しにしてイスカを睨にらんだハルシュラは、すぐにその後ろに控ひかえるアルフルードに気付き、目を瞠みはった。

「アル!?　アルフルード、だろ!?　何だお前、やっぱり生きてたんじゃないか！」

　厳いかめしかった表情は一瞬で溶け、年とし相そう応おうより少し幼いぐらいの屈くつ託たくのない明るさで一歩を踏ふみ出し──すぐに、怪け訝げんそうな顔になって足を止めた。

「……なんで、そいつといるんだ」

「見たままだ。今俺はラハ・ラドマに所属してる。お前とは敵になるな」

「……は？」

　直後、吞のみ込めない表情でぽかんとしたハルシュラは、言葉を理解すると同時に顔を歪ゆがめ、感情をぶつける声を発した。

「ふざけるなッ!!」

　顔を合わせたとき、ハルシュラがどのような反応をするか、アルフルードには予想できていたのだろう。向けられた怒りを黙って受け止める。

「あれだけ兄あに者じやに目をかけてもらっておきながら！　兄者やオレが、どれだけ心配したと思ってんだ！　オレたちを裏切るだと!?　ふざけるな!!」

　ハルシュラの瞳にははっきりと、信じていた相手に裏切られた悲しみの色が浮かぶ。荒あららげられた声に込められた気持ちを読み取れない者などいないほど、真っ直ぐな感情だった。

　肩で一度大きく息をすると、ハルシュラはアルフルードへ向けて手を差し伸べる。

「さっさと目を覚ませこの馬ば鹿か！　帰ってこい。今すぐオレの手を取れば、オレが兄者と陛へい下かに取り成してやる」

「悪いな。帰らないのが間違いなく、俺の意志だ」

　伸ばされた手を、アルフルードは躊ちゆう躇ちよなく撥はねのける。

　拒絶されたことに再度憤いきどおりを沸ふつ騰とうさせ、ハルシュラは強く手の平を握にぎると、苛いら立だった様子で一歩、足を踏み出した。
















「お前！」

「お前こそ、目ェ覚ませ！」

　叫ばれた思いに被せるように、アルフルードも声を荒らげる。

「な、何を、おま、」

「この状況を見ろ、お前らがやってることを直視しろよ!!　分かってんのか、侵しん略りやくだ！　何のために武器を取ったんだ、お前たちは！」

「なんの、ためって、だから」

「理り不ふ尽じんに奪うばわれる世の中を変えるためだろ！　今テメェがしてることは何だ！　奪う側に回っちまったことを自覚しろ！」

「ち、違う。これは、オレは……。そ、それしか、それしかないんだ！　お前だって分かってんだろ！　大体、西大陸の連中は豊かなんだ！　食い物だって、毎日余るほど作って捨ててるんだろ！　だったらその分をオレたちが貰もらってやる、それだけだ！」

「それは彼らが培つちかってきた、正当に得るべき豊かさだ！　他人に奪われるためのものじゃねえ。帝国は別の手段を考えるべきなんだ。たとえそこに至るまでに犠牲が出たとしても、それは国が犯おかした愚ぐに跳はね返ってきただけの、自分たちで受け止めなきゃならねえ責任だ！」

「国を捨てたお前が言うな！　その間にどれだけの人間が死ぬと思ってんだ！」

　アルフルードの言いたいことは分かっている。──分かっているからこそ、ハルシュラは正当性に目を瞑つむり、耳を塞ふさいで、ここにいる。

「正当なのが何だ、奪うべきものじゃないから何だ！　食わなきゃ死ぬんだ。帰ったら腹いっぱい食わせてやるってガキどもと約束してきた！　オレは負けないッ！　負けられないんだ!!」

　ハルシュラの叫びに、帝国軍の兵士たちからじわり、と殺さつ気きを伴ともなう熱が滲み出る。

　ここに集つどった兵士たちも皆同じ。故こ郷きようで誰かが待っているのだ。おそらく、西大陸の多くの民には想像もつかない逼ひつ迫ぱくした状況で。

「それでも、閣かつ下かの望みは絶対に、その先にはないッ!!」

「うるさいッ！　殺してやる裏切り者!!」

　弓とは別に、ハルシュラは腰に佩はいた剣を引き抜き──

　鋭するどい金属音を立てて刃を止めたのは、イスカの長ちよう剣けんだった。

「邪魔をするな、鬼人！　これは一騎打ちとは関係ない、ただの粛しゆく清せいだ！」

「今、アルは俺の部下なんだ。俺にはアルを守る義務も権利もある」

「っ……！」

　ラハ・ラドマに所属している以上、分かり切ったことだった。だがそれに納なつ得とくできない様子で、ハルシュラはギリギリと奥歯を嚙かみ締しめる。

「殿下の申し出を受けろ、ハル。お前が勝ったらこの首くれてやる」

　一騎打ちで勝敗が決したあとは、互いの陣じん営えいに危害を加えないのが常識だが、決まりごとの外でいい、とアルフルードはさらりと己の首を懸かけた。

「それとも自信がないか？　噂うわさの鬼人を超えたと、武ぶ勇ゆうを高める機会だぞ？」

「……いい、だろう……！」

　イスカの得え物ものを見て取ると、ハルシュラは弓を側にいた参さん謀ぼうに押しつけ、剣の切っ先をイスカへと向けた。

「大砂漠帝国レダ・クートゥール朝ちようが臣しん、ハルシュラ・ステュピア！　その決けつ闘とう、確かに受けた！」

（よし！）

　乗ってくれた。

「これより何なん人ぴとたりとも手出し無用。オレか貴様か、勝った方が戦いくさの勝者だ。負けた方は軍を退ひく。異存はないな！」

「ああ」

　異存などあるはずもない。ハルシュラはイスカが望んだ条件をすべて提てい言げんしてくれた。

　あとはイスカが勝てば、予定通りに進められる。

　勝てなければここで終わる。騎士団領の陥かん落らくを無念のうちに眺めることになるだろう。

（必ず、勝つ！）

　──だがきっとその思いは、ハルシュラも同じ。

　分かっているからこそ、始める前に、イスカは一言、言っておきたいと思った。

「ハルシュラ。感謝する」

　一騎打ちで勝敗を決することを選んでくれて。

「なっ……！」

　剣の切っ先を向けた相手から発されるには不似合いな言葉に、ハルシュラは絶ぜつ句くし口を開け、すぐに苛立たしげに目をつり上げた。

「ふ、ふ、ふざけるな！　オレを舐なめてるのか!?　鬼人だ何だなんて話は、もう半世紀も前の話だ！　見てろ、そんなものとっくに過去の幻げん想そうになったんだと、今日、オレが証明してやる！　最強の冠かんむりはオレたちの頭上にこそ相応ふさわしい！」

　ラハ・ラドマの武勇に対する勝利も共に宣言して、ハルシュラは足を肩かた幅はばほどに開き、剣を胸の前で横に構えて息を整える。

「星の祝しゆく印いんよ、我が瞳に宿れ。腕に宿れ。力を示せ」

　体の隅すみ々ずみにまで意識を這はわせ、ハルシュラは己の体を構成するものたちに命を下す。

　目覚めろ、呼び起こせ、お前が本来持っている力を使わせろ、と。

「我が身は地を制する覇はとならん！」

　体と心に刻み付けた暗示の、最後の一音を発すると同時に、ハルシュラから強い剣けん気きが叩きつけられる。

　それはイスカがアルフルードと剣を交まじえたときに知った感覚とまったく同じ。人の身でありながらその存在は人としての限界を超え、放つ威い圧あつは見た目を裏切り、人以外の何か──自分より強く大きい生き物を前にしたような緊張を強しいられる。

　だからイスカも迷わず、あらかじめ口こう腔くうに仕込んだ六花の欠片かけら、二ふたひらを嚙み砕くだき飲み込んだ。

　即そつ効こう性せいの薬物は、胃いの腑ふに滑すべり落ちた瞬間から一呼吸ごとに神しん経けいを鋭えい敏びんにさせていく。全身を巡めぐるその器官は、イスカに世界の別の形を見せる。

「行くぞ！」

　ハルシュラの足が地を蹴ける。やや開いていた距離を使って突とつ進しん力りよくを稼かせいだ突き。遅れてイスカも地を蹴り、迎え撃うつ。

　体格と筋きん力りよく、加算された勢いきおいのどれをとってもイスカの敗北は必ひつ定じよう。だが、ラハ・ラドマの剣技はその上を行く。

　体への命令伝達速度を強化して生まれる、神しん速そくの一撃。

「ふッ！」

　衝しよう突とつの瞬間に全体重を剣先に乗せ、その一瞬だけ、イスカの剣の速さと重さがハルシュラの突きを上回る。

　結果、澄すんだ音を立ててハルシュラの剣は半なかばからへし折れた。だがハルシュラは迷わず、折れた剣のまま肉にく薄はくしてくる。

　互いに突っ込む勢いは殺せない。

（見えていたか！）

　ハルシュラは弓兵なのだ。彼の最大の武器はその瞳。そして風を捉とらえる繊せん細さいな感覚。

　イスカによって剣が折られることを、ハルシュラは衝突の前に悟さとった。だからためらいなく、イスカの間合いを外はずして接近することを選んだ。実戦では、一撃あれば事足りる。

　イスカが腕を蹴り上げようと振り上げた足は、速さが乗る前に剣を持つのと逆の手でハルシュラに押さえつけられた。加えられた強引な力に抗あらがえず、イスカは体勢を崩くずす。

「死ね、鬼人！」

　仰あお向むけに倒れるイスカの左胸へ向けて、ハルシュラは折れた刃を突き出し──だが切っ先が触れるより一瞬早く、刹那を制したのはイスカの速さだった。引き戻した剣の柄つかで、ハルシュラの側そく頭とう部ぶを殴なぐる。

「ぐぅッ!!」

　鈍どん痛つうに顔を歪めながらも、ハルシュラは剣を手放さなかった。急きゆう所しよに向けて刃を抉えぐり込ませようとする。

　だが。

「動くな」

　ハルシュラが苦痛によろけた隙に、イスカはハルシュラの首元に交差させた双剣の刃をひたりと当てていた。

「お前が俺の心臓に刃を突き立てるより、俺がお前の首を落とす方が早いぞ」

　片や砕けた刃物。片や研とぎ澄すまされた刀とう身しん。皮ひ膚ふ一枚と、骨と筋肉の壁。どちらが先に急所に到達するかなど目に見えている。

「くっ……！」

　それでもあと僅かに迫せまった敵の死を手放せずに、ハルシュラは呻うめく。

　忌いま々いましげに睨み付けてくる目をイスカが受け止めて、数呼吸。

「クソ！」

　悪あく態たいをついて、ハルシュラは折れた剣を地面へと放り捨てた。

「オレの負けだ。口こう上じよう通り投降する」

「ハ、ハルシュラ様！」

　あまりにも短時間でついてしまった決着に、帝国軍から動揺の声が上がる。

「我々はまだ戦えます！　蛮族との口約束にどれほどの価値がありましょう！　まだ──」

「黙れ！　オレに敗戦の将以上の汚お名めいを着せるつもりか！」

　一人の兵の言葉に同意しかけた数人が武器を構えるのを、ハルシュラは一いつ喝かつして遮さえぎった。

「オレは正式に一騎打ちを受けたんだぞ！　相手が誰だろうが、戦いは実力だ。負けたからといって約やく定じようを反ほ故ごにするなど、それこそ誇りある戦士の行いじゃない！　貴様らは何だ、道どう理りもわきまえぬ赤子か！　違うというのなら約定ぐらい守ってみせろ！」

「しかし──、しかし！」

　この戦いに、自分たちに義がないことなど帝国軍は皆、初めから分かっている。ただの侵略者となろうとも、やらなければならなかった。だからこそ、今更誇りと言われてもうなずけない。

　そんなものは地の底に打ち捨てる覚かく悟ごで、この場に臨のぞんでいるのだから。

　自分たちではなく、その後ろに続く愛いとしい者のために。

　剣を手放せない己の部下たちに、ハルシュラは深く息をつき──

「許せ」

　短く、詫わびた。

「！」

「多分オレは、もう橋を押さえていられない」

「……」

　ハルシュラが認めた敗北に、今度こそ全員が押し黙った。

　末まつ端たんの兵に至るまで、感じ取っていたのだろう。

　ラハ・ラドマとの戦いに、数では負けていない。取り囲んでしまえば揉もみ潰つぶすことは可能なはず、と、まだ勝利を諦あきらめるほどの状況ではなかった。

　──しかし、最終的には絶対に勝てない。

　今ラハ・ラドマの攻こう勢せいを防いだとしても、敵地の只ただ中なかで軍が消しよう耗もうすれば、結局、数時間後にはムーアに残っている数千の西大陸連合軍から追つい撃げきを受け、橋から撤てつ退たいせざるを得なくなる。

　陣を突破された時点で戦況を察さつしたハルシュラは、イスカの申し出に賭かけたのだ。

　勝てれば良し。もし負けても、合戦で消耗のうえ敗北するよりも被害を出さずに済む。

　鬼人に敗けた咎とがは驕おごった己一人のみにあると、自らの名誉を捨てて国の誇りと兵の命を守ったのだ。

「……申し訳、ありません……」

　ハルシュラの側かたわらに膝ひざを突き項うな垂だれて、兵は謝しや罪ざいの言葉を口にした。

「おい、鬼人」

「できれば普通に呼んでくれないか」

「うるさい。そんなことより、貴様も決闘の不ふ文ぶん律りつを守れよ。オレの兵に手出しはさせない」

「分かっている」

　イスカがはっきり確約したのを受け、ハルシュラはほっとした顔をする。そしてぼそり、と付け加えた。

「……オレの部下の命を守ってくれたこと、感謝する」

「ああ、俺もだ。──だが今すぐ本陣に帰き還かんされるのも伝令を送られるのも困るんだ。片付くまで全員の身み柄がらを押さえさせてもらう。──アル、あとは頼む。ムーアに残っているエスカ・トロネアの近衛このえと騎士団領に連絡を」

「はい」

　自分がラハ・ラドマの、という以上にアルフルードに捕ほ虜りよとして扱あつかわれる立場が気にくわないのか、ぶすりとしてハルシュラはそっぽを向く。

「ハル、大人しくしとけよ」

「お前はオレを愚ぐ弄ろうするのか。負けた以上は将としてのけじめはつける。どうとでもしろ」

「アホか。捕虜にしたあとでお前を殺したことが知れたりしたら、ウル様との対話の道がなくなるだろうが。黙って交こう渉しよう材料になっとけ」

「クソ！」

　生せい殺さつ与よ奪だつの権限も勝者のもの。自分で言った通り、ハルシュラは敗戦の将としての立場を受け入れ、悪態はつきつつも下へ手たに足あ搔がきはしなかった。それを見た帝国軍の兵士たちも、武器を手放し投とう降こうを始める。

「では殿下。姫君が待っていらっしゃるでしょうから、どうぞお急ぎください」

「ああ、任まかせた」

　ハルシュラを降くだし、橋は取り戻した。これで最悪の事態はない。

　しかしハルシュラの隊の投降がそのまま帝国軍の降伏というわけではない。──あと二つ、越えなくてはならない山が残っている。
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　フローレンスが待機している、指揮室を設置した天幕の中には、忙せわしなく伝令兵が出入りしていた。

「第二部隊友軍と合流。友軍は引き続き待機、第二部隊以下移動を開始します」

「第五部隊、足場の設置を完了しました。いつでも行けます」

「アルフルード様より、ハルシュラ捕ほ縛ばくに成功したとの知らせです！」

　最後に飛び込んできた伝令兵の言葉に、丁度居合わせた参謀たちがおぉ、と声を上げる。

「了りよう解かいしたわ。では、こちらをアルフルードへ」

　渡された報告書に、ついでの頼みごとを付け加えておく。もしも余よ裕ゆうがあったら、花を一つ兄に届けてほしい、と。

　確かに目を通したサインを印してから、伝令兵へと返す。そのフローレンスの隣で、ミリアが他の確認が終わった司令書を机から取り上げ片付けていく。こちらはそろそろ一段落だ。

　フローレンスが今いる所は、実はもうムーアではない。イスカがハルシュラの軍と接触した段階で、堀を下りて移動を開始した。下り方は縄なわで縛しばられて荷物よろしく吊るされる、という何とも恰かつ好こうのつかないものだったが、この際どうでもいい。

（橋を残しておけたら、もうちょっと楽に移動できたんだけどね）

　仕方がない。橋はハルシュラの部隊が活きている間に焼け落とさなくてはならなかった。千人のラハ・ラドマ兵が騎士団領側に渡れず取り残されたと、帝国軍本隊に思わせる必要があったためだ。しかし実はフローレンス同様、千人はこっそりと領内に渡っていた。

　盾の砦を迂う回かいし、剣の砦を頭上に臨む絶ぜつ壁ぺきの下、その少し離れた場所に生おい茂しげる木こ立だちの中に、簡かん易いの天幕を組み立てて報告を受けていた。

　幸い、予定通りに進んでいる。届く司令書も、ほぼフローレンスが作成したままが返ってくるだけ。紙面は綺き麗れいなものだった。

（ハルシュラが一騎打ちに応じない、イスカが敗北する、の展開に陥おちいっていたら忙しくなってたけど、問題なかったわね）

　イスカが勝つ展開に賭け、報告を受け取るだけとなることを前提に、フローレンスは早々と指揮所を移した。

　人の足だと橋から片道二時間弱かかる距離だが、だからこそ、次の行動のために早めに移動しておく必要があったのだ。

　──ここからなら崖がけを登れば剣の砦は目の前。だがこれまで崖登りをしてまで突入を試みる軍隊はまずいなかっただろう。鎧を着たまま崖を登るのは危険極きわまりないし、尋じん常じようでなく体力を削けずられる。

（これを……登るのかぁ……）

　断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきと呼ぶに相応しい、目の前に立ち塞がる垂すい直ちよくの崖を前に、フローレンスは遠い目をした。前日ラハ・ラドマ兵に斥せつ候こうを頼み、現場を確認してもらったところ、「問題ありません」と返ってきたので、崖からの侵しん入にゆうが決定したが……早まっただろうか。

　フローレンスには平らにしか見えない岩肌は、ラハ・ラドマ人にはちょっとした運動感覚で上り下りできるものに見えるらしい。侵入可能な経路というものを、各国は見直した方がいいのではあるまいか。

　先に登った兵士が、フローレンスのために岩肌に金属の板を打ち込んで、即席で足場を作ってくれている。頑がん張ばれば登れる……はず。というか、行かなくてはならない。

「ではフローレンス様、参りましょう」

　自分とフローレンスとを命綱で繫げたジゼルが、さほど気負いのない様子でそう言うのに、フローレンスは切実な瞳を向けた。

「……お願い。わたしの命は貴女あなたにかかっているの」

「慎しん重ちように行けば簡単ですよ。緊張しすぎずに行きましょう！」

（全っ然説得力ないから！）

　にこやかに、そして一点の曇くもりもなく本気で言っているジゼルに、心の中で突っ込む。玄人くろうとの『簡単です』ほど信じられないものはない。

「姫様。無事のお戻りを心から、心からお祈いのりしております」

「ええ。祈っていて。わたしも祈る」

　不安極きわまりない様よう相そうのミリアが藁わらにも縋すがるように言うのに、フローレンスもまったく同じ面おも持もちでうなずいた。国に帰らず戦場に出ることを決めた主あるじに腹を立てながらも、最後はその意思を尊重し、ミリアはここまでついてきてくれた。

　普段まったく信しん心じんなど持ち合わせていなくても、困ったときだけは真剣にやるのが神頼みというものだ。

　身体能力は常人より余裕で下回るフローレンスが、なぜ崖登りに挑ちよう戦せんしなくてはならないのかといえば、剣の砦の内部を知っているのがフローレンスしかいなかったためだ。

　防ぼう衛えい拠きよ点てんである剣の砦の構造は、当然部ぶ外がい秘ひ。その中でも、これからフローレンスたちが侵入を試みるのは資材倉庫。いわば軍の命綱であるため、西大陸でも内部を知るのは大国エスカ・トロネアなどのごく一部の王族のみである。

　基本、志願者を誰でも受け入れる姿勢を取っている騎士団領の性せい質しつ上じよう、間かん諜ちようが入り込みやすいという側面を持つ。そのため階級による権限が厳しく制限されており、使用している倉庫の位置は不定期に変えられていた。

　帝国軍がどこを倉庫として使っているかは、もちろんフローレンスにも分かりようがない。侵入したあと、倉庫として使用可能な部屋を片っ端から捜そう索さくする予定だ。

　直線距離に換かん算さんすれば、端から端まで人の足でゆっくり歩いで十五分ほど。一つの町より少し小さいぐらいの規模を持つ、広大な剣の砦内部を一いち夜や漬づけで完かん璧ぺきに記き憶おくできる者はいなかったし、地図にするにも時間がない。なのでフローレンスが道案内をする以外、取れる手段がなかったのだ。

（帝国軍の本隊は、イスカたちの突撃に合わせて盾の砦から出撃した騎士団と交戦中……。剣の砦は今、間違いなく手て薄うすになっている）

　この作戦を実行するにあたって、一番の懸け念ねんがまさにそこだった。──が、前日に届いたセリスの手紙で不安は解消されている。事実今、騎士団は──セリスは、フローレンスが願った通りの行動を取ってくれている。

　それは、ラハ・ラドマ進軍に呼こ応おうした出しゆつ撃げきである。

　騎士団が騎士橋オーダーブリツジへ向けて出撃したとみれば、帝国軍本隊は好こう機きと見て剣の砦から出撃してくるだろう。そうして誘い出した帝国軍本隊を盾の砦手前で迎むかえ撃うつのは、防ぼう御ぎよ力りよくの高い重じゆう装そう歩ほ兵へいたち。

　これで待機の守しゆ備び兵へいの数を確実に削そげる。注意の大半も戦場へと振られるだろう。

　セリスも騎士団領も、ラハ・ラドマの破は壊かい工作の成功を前提に、すでに行動を開始している。時間をかければかけるだけ犠牲が増えるし、策を悟られる可能性も高まる。

（ここでわたしが予定を狂くるわせるわけにはいかないわ）

　初崖登りだろうが、怖おじ気けづいている暇ひまなどない。

　目の前は崖で、側にいるのはジゼルだけなので、フローレンスはヴェールを上げて顔を出し、邪魔にならないように留とめておく。誰かに顔を見られる危険はついて回るが、その前に視界の確保が第一である。背に腹は代えられない。

　ちなみに格かつ好こうもドレスではなく、動きやすさを重じゆう視しした服装にした。脚あしの形に添ったパンツを淑しゆく女じよが身に着けるのははしたないとか、ヴェールが似合わなすぎて着こなしとしていかがなものかとか、すべて二の次である。

（ええ、何っにも問題ないわ！　実じつを取るのがエスカ・トロネアという国だから！）

　──ということにして様々なことから目を逸そらしておく。

「フローレンス様、足をこちらに」

「ええ」

　ジゼルに手を引かれ、フローレンスは金属片に足をかけた。

（上だけ見て進めって、誰かが言ってた。なせばなる、自分を信じろ！　とも！）

　基本、身体能力の高い人が揃そろっているラハ・ラドマ兵の感覚で打たれた足場、というものが実はかなり不安だった。が、兵は兵で運動適性低ひく々ひくの姫君にとって、どの程度の間かん隔かくの足場が適正か分からなかったようで、とにかく多くの足場や取っ手を作ってくれていた。

（い、意外といけそう！　ありがとう、気き遣づかい屋さんな工兵の皆さん！）

　残る問題は、所定の位置に到達できるまでフローレンスの体力が持つかどうか。

　──三分の一を登ったところで、早くも息が切れてきた。

（もう、ちょっと……）

　当然、誰もフローレンスが崖を登り切れるとは期待していない。なので。

「フローレンス様」

「ん」

　ジゼルが差し出してくれた手を取って、もう一歩上に登る。目の前には輪が作られた太い縄がぶら下がっていた。ムーアの資材置き場の中で、一番長さのあったロープだ。

　それを体に通し、輪を狭せばめ、抜けないようにきつく締める。

「準備できました。数秒で済みますので、頑張ってください」

「度胸はある方だから平気よ。……それに、自力で登り切るなんて絶対無理」

　疲れていて気が回らないせいなのか、元々繊細な神経を持っていないのか、フローレンスは高所への恐きよう怖ふは一切抱かなかった。幸いである。

　ロープの隣で、やはり上から垂たらされていた白い糸をジゼルが振ると、風に乗って小さく、鈴の音ねが聞こえた気がした。

　それを合図にロープがぐいと引かれる。命綱で繫がっているジゼルも、吊られたフローレンスと同じ高度を維い持じして崖を登る。

　ちなみに、もう人工的な足場は存在していない。

　するすると体が引き上げられ、目の上が岩肌ではなく空の青になったとき、唐とう突とつに手を摑つかまれ、地面の上まで一気に引き上げられた。

「！」

　遠えん慮りよのない摑み方だった。──まさか。

「どうやら、待たせなくて済んだらしい」

「イ、イスカ!?」

　自分の手を取った相手を見て、フローレンスは驚きよう愕がくの声を上げ──次の瞬間。

「嫌いやあぁぁぁッ!!」

　叫んで即そく座ざに後ろを向いた。青空が澄み切っていて美しい。そんな美しささえも憎にくらしく感じる。せめて曇って……いてもさすがに意味はないか。

（酷ひどい！　酷すぎる！　何この最悪の再会の仕方！）

　よりによってイスカに荒れた顔面を見られるとは。ここまで懸けん命めいに隠してきたのに。

　フローレンスが地面に手を突き、がっくりと打ちひしがれている間に、ジゼルがせっせとヴェールを下ろして整えてくれる。

「どうして……どうして貴方が今ここに！」

　フローレンスの崖登りは、それはもう遅ち々ちとしたものだっただろう。しかし下でアルフルードの伝令を受け取ってから、すぐに取りかかってはいたのだ。

　優先順位はもちろん低いが、この危機を回避することもフローレンスの中では作戦に含まれていた。

（わたしの方が先に登りついて、イスカを待つ予定だったのに！）

　盾の砦と剣の砦の距離は、大人の足で二時間ほど。騎士橋から身を隠しつつ移動してくるイスカよりは早いと踏んでいたのだが──

「帝国軍本隊の注意は今騎士団に向いている。わりと堂々と急いで来られたからな」

　軍隊同士の交戦中に、こっそり移動する人間一人を見み咎とがめるような余裕はないだろう、というのは織り込み済みだったが、それでもやはり、腑ふに落ちないものを感じる。

「……ま、まずかったか？」

「いいえ……何も……」

　作戦行動自体には、何の問題もない。でも個人的には、泣きたい。

「せめて殿下が、直視したりなさらなければ」

　ジゼルの呟つぶやきに、イスカは釈しやく然ぜんとしない顔をした。

「一昨日おとといの夜、了りよう承しようを貰もらったと思ったんだが……」

　確かにフローレンスは一昨日の夜、散歩の際に求められ、ヴェールを上げようとしたイスカの手を拒こばまなかった。しかし。

「イスカ。夜と昼とではノリと勢いが、まったく違うのです」

「す、すまない」

　フローレンスの沈しずんだ声を聞いて、イスカは即座に謝った。

「だが、俺は久しぶりに貴女の顔が見られて嬉うれしかった」

「っ」

　言われてみれば、フローレンスも長いこと、ヴェール越しにしかイスカを見ていなかった。

　先程は頭が真っ白になってしまったが。

（勿もつ体たいないこと、した……？）

　今更ながら気付いてしまった。

「……怒っているか？」

「いいえ。全部わたしの勝手ですもの」

　恥はずかしいからといって怒る理由はない。……というか、急いで来てくれたのだろうイスカに、散さん々ざんな態度を取った気がする。

「……あの。ごめんなさい」

「構わない。気が利きかなくて悪かった」

　柔らかなイスカの声こわ音ねには、不快に思っている様子は微み塵じんもなかった。

（あぁ、もう）

　なぜイスカには無ぶ様ざまな姿を晒さらす率が高いのか。

　イスカがあまりに気にしない人だから、油ゆ断だんしていないつもりでしているのかもしれない。この辺あたりで気を引き締め直した方がよさそうだ。

　イスカは側らに膝を突き、座り込んで肩を落としたままのフローレンスの様子を窺いつつ。

「……大丈夫か？　疲れているなら抱かかえていくが」

「け、け、結構ですわ！」

　やはり明後日あさつての方向で気遣ってくれて、フローレンスは本気で断った。

（抱き上げられるとか、あり得ない！）

　恥ずかしいとかこれからの作戦を思えば無茶だとか、体力削るの申し訳ないとか、あらゆる意味であり得ない。

「だ、大丈夫です。ええ、全然、まったく大丈夫ですから、参りましょう！」

「そうか？　遠慮ならしなくていい。貴女一人くらい背せ負おっても、何とかなる」

（あ、背負うんだ）

　いや、もちろんそうだろう。乙女おとめの憧あこがれお姫様抱っこで両手を塞ぐなど愚の極み。

　ほっとしたような残念なような──いや、残念ではない。どんな感じかなとかそんな好こう奇き心しんはない。そもそもあの横抱きというものは、人体に負ふ担たんがかかりすぎる。イスカはわりと平気でやれそうな気がしなくもないが。

（というか、何とかなるって。人間一人背負った状態で他に何をする気なんだろう……）

　まさか、必要とあれば戦うつもりででもいるのだろうか。しかも何とかなる感じなのか。

「殿下にフローレンス様を預けるより、わたしが抱えた方がよろしいかと思います。わたしもついていくぐらいはできると思いますので。どうぞフローレンス様、いざというときはご心配なく」

　言って、ジゼルは両手を体の前に持ってきて、何かを抱えるような形にした。

（ジゼルがそっち!?）

　恭うやうやしく主あるじを運ぶ気満々のジゼルに、イスカはうなずく。

「そうか。女性同士の方が気き兼がねもないか」

「はい。なのでご安心ください、フローレンス様」

　すべての問題が解決したような、晴れやかな笑顔で二人は言うが。

「……いえ、大丈夫。わたし、頑張りますから……」

　とりあえず、突っ込みが追いつかないからどちらも遠慮したい。
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　剣の砦への侵入経路を確保する間まなどなかったので、乗り込み方は力ちから業わざだ。

　イスカはそそり立つ砦の外壁を前に、少し離れた位置から助走をつけ。

「ふっ」

　タンっ、と一度壁を弾はじいて跳ちよう躍やくし、手に持った剣を宙ちゆうに投げ、落ちてきたその柄を踏んでさらに上へ。もう一刀も同様に足場にして、難なんなく外壁の上に着地した。

　足場にされた愛剣二本は、重力に従い落下して地面に刺さる。もはや人にん間げん業わざではない。

　イスカが下ろしてくれるロープを崖のときと同じく体に巻き付けて準備が終わると、まずジゼルが垂らされたロープを使って壁を登り、フローレンスはイスカの剣をしっかりと持ち、先程と同様二人に引き上げられていく。

　外壁は籠ろう城じよう戦せんを考こう慮りよした造りになっているので、人が悠ゆう々ゆうと移動できる広さがある。登り切り、安定した足場を得て人ひと心地ごこちつき、フローレンスは息をつく。それからすぐに立ち上がった。

「では、行きましょう」

　イスカに剣を返し、ここからはフローレンスの先せん導どうで歩き始める。

　まずは外壁を下り、建物の中へ。かかっていた鍵かぎは問答無用でイスカが叩き切った。そして一番近い倉庫へと向かう途中の、一本道に差しかかろうとしたとき。

　カチ、と通りがかった部屋のノブが音を立てた。

「！」

　人が減って、静まり返った区画での物音は、微かすかなものであっても異様に響く。同時に背はい後ごで人の声がした。見回りだ。

「どうぞ、中に。早く」

「あ!?」

　囁ささやかれた声の主ぬしが誰であるかが分かった瞬間、三人は迷わずその部屋へと飛び込んだ。中でフローレンスたちを待っていたのは。

「お久しぶりです、兄上、フローレンス姫」

「セクト！」

「どうしてこちらに!?」

　確かにセクトは騎士団領に出向しているが、無事でいるとしても盾の砦にいるものとばかり思っていた。思わぬ所での再会に、全員で驚く。

「兄上とフローレンス姫が剣の砦に来るだろうから、ここで待っていれば一番早く、かつ安全に合流できるだろうと、セリス殿下が」

「お兄様が……。では、セクト殿下は使用されている資材倉庫がどこかご存知で？」

　ここにいた目的を説明する前にフローレンスからそう言われ、セクトは驚いた顔をした。

「セリス殿下が仰おつしやった通りなのですね。打ち合わせもしていないのに」

「意思の確認ならしましたわ」

　自分が考え付くことを、兄が考えないはずがない。だからセリスに『信頼を贈る』と──フローレンスがここに来たことを肯こう定ていされれば充分だった。

「けれど、セクト殿下がいらっしゃるとまでは思っていませんでした」

　念のため、兄のことだから誰かは手配してくれると思っていたが、それがセクトだったとは。

「僕ならたとえ見つかっても、功こうを焦あせった従じゆう騎き士しにしか見えないから、大人しく捕つかまれば殺されることはないだろう、と。実際ただの従騎士ですし」

　本来の実力が従騎士のそれではないだけで。

　実はセリスが剣の砦を早々に明け渡したのは、帝国軍の資材、特に天幕など、兵士の生活に関わる物ぶつ資しを一挙に破壊するためでもあったのだ。

　帝国領内陸から伸びる兵へい站たん経路を潰すことは不可能。だが簡易とはいえ、人が寝泊まりする施設を作るための建築資材を紛ふん失しつしてしまえば、補ほ給きゆうしようとしても一日二日で用意はできない。眠れなければ、食べられなければ軍には撤退の道しかないのだ。

　倉庫に納おさめられている資材を燃やすだけなら、一人二人で事足りる。

　セリスがセクトを送ってきたのは、フローレンスが情報不足で諦めた効率の部分、物資の正確な位置を無駄なく把は握あくするために他ならない。

（わたしたちが侵入できなかったときの備えも兼ねて、でしょうけれど）

「いかに殺されない公算が大きいとはいえ、危険な役回りを引き受けてくださったこと、感謝いたしますわ」

「いいえ。力になれる役割を与えてくださったセリス殿下には、僕の方こそ感謝しています。……ところで、フローレンス姫。そのヴェールは一体」

（うッ！）
















　ついに突っ込まれた。

「ええとその、……日焼け防止的な？」

「ああ、そうですね！　さすがに傘かさを持って戦場を移動はできません」

（納得しちゃうの!?）

　なぜ、だったら出てくるなとか、そんなことを気にしている状況かとか突っ込まない。

　特に疑問を抱くことなく、言われたままを素直に納得したセクトに、むしろフローレンスの方がうろたえる。

「？」

　フローレンスの愕がく然ぜんとした空気に、セクトは首を傾げる。荒れぎみの顔面を隠すためだと知っているイスカとジゼルは、気まずそうに目線を外した。

「何でも、ないです……。そ、それよりセクト殿下！　今は急ぎましょう！」

「そうですね、ご案内します」

　もの凄すごく無理矢理な話の戻し方にも、セクトは拘こだわらずにうなずいた。

（うぅ……っ。だから、噓うそをつくのは心苦しくて辛つらいのよ……！）

　でもやっぱり、人様に無用に知られたいとは思えないので、仕方ない。
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　朝から続く帝国軍本隊との攻こう防ぼうは、一進一退の、まさに膠こう着ちやく状態に陥おちいっていた。

　が、今はそれでいい。大軍同士の戦いにおいて、殴なぐり合っている最中はさほどの被ひ害がいが出ない。戦況はセリスにとって理想的な形で進んでいる。

（とはいえ、そろそろ変化を起こさないと不ふ審しんがられるかな）

　剣つるぎの砦とりでを明け渡してからこちら、ずっと盾たての砦に引きこもりっぱなしだった騎士団領が動き出した──のは、対岸にラハ・ラドマが来ているので不自然ではない。

　だが仕掛けてからずっと引きぎみの戦いくさ運びは、間もなく相手に警けい戒かいを呼び起こさせるだろう。その警戒が眼がん前ぜんの敵に集中してくれればいいが、剣の砦に向けられると面めん倒どうだ。

　そう思っていたところに、フローレンスに送った鳩はとが戻って来た。足に括くくりつけられた手紙の内容は、セリスが望んだ通りのもの。

　満足するのと同時に、少しばかり残念さも感じる。

（思った以上に、適てき性せいがあったんだな）

　フローレンスがアレルギーを発はつ症しようし、改かい善ぜんの見込みが途と絶だえたとき、国は彼女に王女としての役割を望むことをほぼ諦あきらめた。

　ほぼというのは、一応、使える予定が僅わずかながら消えていなかったから。

　──それは、大だい砂さ漠ばく帝てい国こく皇こう帝ていとの婚こん姻いん。

　国内で使い道のない娘。これほど人ひと質じちとして送りつけるのに迷う必要のない王女がいるだろうか。

　妹に待つ未来が分かったから、セリスは知識を与えておくことにした。

　皇帝にフローレンスを嫁とつがせるとき、正しく和平への道を歩んでいれば、まだいい。だがそうではなかったとき、もしくはレダ・クートゥール朝ちようの政せい権けんが揺らいだとき、何が起きているのか理解できる頭がなければ、ただ振り回されて死ぬことになる。

　自分の身を守れるように育てておきたかった。あわよくば、有ゆう益えきな情報を送ってくるかもしれない。そんな打算があったのも否定はしない。

　それでも妹を死なせたくないという想いに、噓うそはなかった。

（結局皇帝は開戦に踏み切った。……まあ、仕方ないだろうな）

　タダで奪えるものなら奪っていく。それが難しそうだと判断してから、仕方なしに交こう渉しようが始まる。国の付き合いなんていうのはそんなものだ。結果として『敵に回したくない』と互いに思わせることが重要なのだ。

　フローレンスの行き場は、ラハ・ラドマか大砂漠帝国しかなかった。

　だから──ラハ・ラドマでよかったと思っている。

（まさかお前が、自ら外に出るなんて）

　せっかく辿り着いた安あん住じゆうの地から出てくるとは。……出て、こられるとは。

　己おのれがエスカ・トロネアの王女として相応ふさわしく在あれないと分かったあと、フローレンスは大人しく部屋に引きこもった。それが誰にとっても最さい善ぜんであると分かっていたから。

　けれど同時に、間違いなく傷付いた部分もあっただろう。

　騎士団領周辺は砦のために整備されていて、ここまで来ればアレルギー症しよう状じようが緩かん和わされるのは予想できただろうが、ラハ・ラドマからの道どう程ていではそうはいかない。

　だがフローレンスはここまで来た。

　きっと、不ふ利りを隠して守ってくれる、もしくは隠さずとも受け入れてくれる、彼女が信頼する人間がいるのだろう。

（──信頼、ね）

　砂さ糖とう菓が子しのように、甘あまく儚はかない響ひびき。セリスには縁えんのないものだ。別段、欲しいとも思っていない。

　他人を信じて後ろから刺さされて死ぬよりマシだし、人生に張り合いがあるおかげで、特に虚むなしさも感じていない。自分の足そく跡せきを歴史に残すのは、男なら誰でも一度は望むことだし、セリスは生まれた瞬間からそれが叶かなう位置にいるのだ。もし同じ立場に立って嘆なげく奴やつがいるのなら、そちらの方が気が知れない。

「セリス殿でん下か、失礼します。鳩がこちらに向かって飛んで来たとの知らせを受けました」

「あぁ、丁ちよう度どよかった。お前を呼ぼうと思っていたところだ」

　入り口を振り返りセリスは朗ほがらかにそう言うと、訪れた騎士団領副団長シグルトを側へと手て招まねいた。

「私を呼ぼうと──ということは、鳩は妹姫からの知らせですね。機は熟じゆくした、と思ってよろしいですか」

　セリスの態度で吉きつ報ぽうだと分かったのだろう。シグルトは僅かに唇くちびるの端はしを吊つり上げる。

　付き合いの浅い人間ならばまず気が付かない程度の変化だが、セリスにとっては充分な意思表示だし、シグルトも特に隠しているつもりはないだろう。

「そうだ。長く待たせたな。重じゆう騎き士し連れん隊たいの出しゆつ撃げきを頼む」

「敵軍すべてを蹂じゆう躙りんしてご覧に入れましょう」

　セリスに背を向け、早さつ速そく行動に移そうとして──しかしシグルトはその場で反転したまま足を止めた。理由は訊きかずとも、すぐにセリスの耳にも届く。落ち着きのない軍ぐん靴かの音が早足で近付いてきているのだ。

「セリス殿下！　いい加か減げんにしていただきたい！」

　許しも得ずに、扉とびらを開くなり大声で叫んだグレハム騎士団長に、セリスは穏おだやかに笑みを向けた。

「これはグレハム殿どの。腹ふく痛つうは治まりましたか」

「今度は頭痛がしそうです！　シグルト！　貴様、よくも勝手に！」

「勝手ではありません。団長が指し揮き不ふ可か能のうな状況に陥った場合、副団長である私がすべての権限を引き継つぐことは、隊たい規きに定められています。団長は昏こん倒とうされてからこれまで、体調を崩くずされて、指揮を行うことは不可能でした」

「昏倒させた貴様が言うな！」

　表情筋一つ動かさずに言い放ったシグルトに、グレハムは至し極ごく真まっ当とうな叱しつ責せきをした。が、やはりシグルトは平然と聞き流す。

　シグルトの拳こぶしを受けたグレハムの腹は数日食物が受け付けられなかったようで、その後本当に体調を崩すことになった。シグルトもやりすぎたかもしれない、程度には思ったようだが、気に病やんだ様子はない。

「頭痛がするのなら、どうぞ医い務む室しつへ。あと数時間で痛みの吹き飛ぶ朗ろう報ほうをお伝えできるでしょう」

　聞く耳を持たない若わか造ぞう二人に、グレハムは深く息をつく。

「なぜです、殿下。シグルト、お前もだ。なぜこの大切なときに造ぞう反はんのような真ま似ねを……。いやそもそもです、セリス殿下。このような危険な真似などなさらずとも、我々に任まかせておいてくだされば……」

「それはどうでしょうか」

　上司の訴うつたえを、シグルトはあっさりと否定する。

「確かに、騎士橋オーダーブリツジ奪だつ還かんに成功した今の状況であれば、団長の仰おつしやる籠ろう城じようで勝しよう機きを摑つかむことができるでしょう。しかし、当時は一刻も早い事じ態たいの打開が必要でした」

　消しよう耗もうしきったあとでは身動きが取れなくなる。兵を運用できるうちに、有効打を打たなくてはならなかった。ラハ・ラドマが来てこそ展開が変わったが、当時の決断をシグルトは悪あく手しゆだとは思っていない。

「騎士橋を取り返したのは我々でもムーアでもない。ラハ・ラドマです。我らは感謝するべきでしょう。彼らが迅じん速そくに行動を起こしていなければ、我々は勝利したにせよもっと犠ぎ牲せいを出さなくてはならなかった」

　自分たちだけでは帝国軍を打ち負かすことができなかった、とまではシグルトも言わなかった。しかし時間がかかるほど騎士団領にとって、望ましくない展開になる。

　騎士団領と渡り合える、勝てるかもしれない、と帝国軍に感じさせてはならないのだ。

（手て応ごたえを感じてしまえば引ひき際ぎわを見失う。あともう少しで──などと思っているうちに、戦況は泥どろ沼ぬまだ）

　両陣営共に、皇帝の強者たる印象を帝国内で守れる言い訳と、現場の兵士が『無理だ』と諦める劇的な展開が必要だった。

　そのために、百五十年間誰も落とせなかった砦の一つを渡してやったのだ。ただし、必ず追い返す。これで両大陸共々、自国民に言い訳が立つ。

　帝国は遠えん征せいの成果として剣の砦陥かん落らくを誇ほこればいいし、西大陸は戦術だったと言い切ればいい。剣の砦にあった資材や資金は略りやく奪だつされているだろうが、それぐらいはくれてやる。

　だが、きっと目の前の男には国策などどうでもいいのだろう。項うな垂だれ、握にぎった拳がそれを物語っている。

「なぜ……、なぜ私の代でこんな……。砦を奪うばわれたなどと、不ふ名めい誉よな……」

「奪われたのではなく、奪わせたのです。それを証明する手立てもすでに整っております」

「敵の手に落ちたことに違いはない！」

　かっと目を見開き激げき昂こうし、グレハムはシグルトに摑みかかった。

「どうしてくれる！　私の名誉を！　騎士団領創そう設せつ以来、初めて帝国に侵しん攻こうを許した最も愚おろかな将しようとして、私の名が歴史に残ってしまう！　この恥ち辱じよく、どうぉぶふぅっ」

　喚わめく言葉に終わりが見えないと判断し、シグルトは無表情のまま、グレハムの腹に小こ手て付きの拳をめり込ませた。時間は待ってくれないので仕し方かたのない処置だろう。

　呻うめいて崩れ落ちた体を支えつつ、シグルトは生き真ま面じ目めな顔をしてセリスを振り向く。

「殿下。どうにも団長は未いまだ腹の具合がよろしくないようです」

「身体的に衰おとろえがくる年ねん齢れいだっていうからなあ。ゆっくり休ませてやった方がいいだろう」

「そのようですね」

「──じゃあ、後は頼む」

「はい。……あぁ、そういえば」

　ふと思い出したように、シグルトは振り返ってセリスの机に飾られたグラジオラスを見る。それは騎士橋奪還後、フローレンスから届けられたものだった。

「そちらは殿下が剣の砦に持ち込んだ花と同じ物ですね。何の暗号ですか？」

「暗号じゃない」

　さも当然の発想のように口にされた疑問に、セリスは苦笑して首を横に振った。

「ただの激げき励れいだ。グラジオラスの花言葉は『勝利』。どうだ、これから前線に出る副団長殿も、一輪持っていくか？」

「即そつ行こう散るので遠えん慮りよしておきましょう。部屋にいただいても、適てき切せつに世話ができる自信もありません」

「ははっ。気にするな、冗じよう談だんだ。可か愛わいい妹からの贈り物だからな。誰にもやらない」





[image: ]






　二ヶ月弱剣の砦で生活していただけあって、セクトは地図以上に内部に詳くわしかった。

「しかし、お前がいるならフローレンスに無理をさせなくてもよかったかもしれないな。セリス殿下はなぜ言ってくださらなかったのか」

　フローレンスが危険を冒おかす必要性を疑問視したイスカが、そう不ふ服ふくを口にする。

「案内役のお前との合流場所を覚えるぐらいなら、俺だけでも問題はなかった」

「その……セクト殿下と合流できない可か能のう性せいがあったから、だと思いますわ」

　イスカの前でその可能性を口にするのは気が引けるが、セリスが無む闇やみに人を危険に晒さらす人物ではないと分かってほしかった。

「はい。セリス殿下もそう仰っていました。そして僕が剣の砦に潜せん入にゆうしていることを兄上が知れば、フローレンス姫を連れてこないかもしれないから黙っておく、とも」

「……」

　実際、セクトの存在が分かっていればセリスの予想通りのことをしていたと思ったのか、イスカは無言になった。

　セクトと上う手まく合流できれば、何の問題もない。だができなかった場合、別の道案内役が必要なのだ。でなければ無む駄だな時間が増えるだけだ。

「……そう、だな。セリス殿下は、正しい」

「お兄様は物事を数字で測はかることに慣れているのです。だけど数字の効こう率りつにはそぐわなくても、人が望む答えは一つではありませんわ。わたしは、まずわたしの身を心配してくださった貴方あなたの気持ちが、嬉うれしいです」

　イスカには数字の正しさを追求するような人間になってほしくないと、フローレンスは思っている。

　エスカ・トロネアでそれをやっては、国が迷めい走そうするだろう。けれどラハ・ラドマでは叶かなう地盤があるのだからと、余計に強く願ってしまう。

「誰かの優秀さをなぞる必要はないと思います。貴方が貴方らしくあることが、きっと一番魅み力りよく的てきですわ。人としても、王としても」

「……そう言ってくれるか？」

「はい。少なくともわたしにとっては」

「そうか」

　沈しずんだ表情を僅かに安あん堵どに緩ゆるませて、イスカはうなずく。

「ならば俺は、自分の望む真実を追うとしよう。……まあ、そのための手段を考える頭は必要だと、今回ひしひしと感じたが。望むものに手が届かないのは、口くち惜おしくて堪たまらないからな」

「何もかもを一人で成なし遂とげようとすることはありませんわ。国を動かすには沢たく山さんの人々の力が必要で──そもそも、国民の皆がいて、初めて『国』ですもの。一人で抱かかえようなど、土ど台だい無理な話ですわ」

　無理を強行すれば、たとえそのとき何とかなっても、いずれ必ず破は綻たんが訪れる。

「貴方がするべきなのは、臣しん下かからの提案の可か否ひを熟じゆく慮りよすることです。時間はそれだけに使うべきと言ってもいいほど、重要です。政策の提案は優秀な臣下に任せても問題ありませんが、判断だけは王の仕事。誰よりも高い目線で在るのは、そのためなのですから」

　王に必要なのはすべてに優秀である器用さだとは、フローレンスは思わない。

　提案を理解できる知識は必要だ。だがそれ以上はいらない。

　専門的なことを理解するのは専門家だけでいい。提案が正しいかどうかを見定めるのに己の時間を割さくより、道に通じた人が言うのなら間違いないと信じられる人間を育はぐくむことに、王は時間を使うべきだ。

　悪意を疑う時間など、本来なら無駄の極きわみ。無駄だが──必要でもある。エスカ・トロネアで人を信じて馬鹿正直に行動すれば、一瞬で失しつ脚きやくする。

　だがラハ・ラドマはそれが許される国だ。だからこそ、王に必要なのは国の行き先を違たがえない舵かじ取とりをする能力だと考える。

　そしてフローレンスは、イスカが向かってくれるだろう行き先を好ましく思っている。その力になりたいと、切に思う。

　──だから。

「どうかわたしのことを、信じてください」

　エスカ・トロネアにいた頃なら、思うだけ馬鹿馬鹿しいと断じる言葉を口にした。

（貴方のためにならないことは、絶対にしない）

　自分だけが心で誓ちかうのではなく、イスカに認めてほしいと、そう思った。

「ああ」

　フローレンスが儚はかない憧どう憬けいの中に抱いだいていた思いを、イスカはあっさりと受け入れる。

「当然だろう。命まで懸かけてくれた女性を信じない理由がない」

「っ……」

　かつて危機に直面したとき、確かに、フローレンスはイスカに身を委ゆだねることを迷わなかった。結果に何が起ころうとそれが最良だったと、自身の心にも迷いなく言い切れる自信がある。

「俺も命を懸けて、貴女を信じよう」

（あ。ぁ……っ）

　今──はっきりと伝わった。

　イスカが全面的にフローレンスの策に乗ってくれたのは、それが一番有効だと認めたからだけではない。

　自分と、その後ろに続く兵の命を懸けられると、彼自身が思ってくれたからだ。




　──信じている。




　揺るぎなく、ただそれだけ。

「……兄上、フローレンス姫。すみません、そろそろ」

「ああ。そうだな」

　話を遮さえぎり注意を促うながしてきたセクトに、イスカも肯こう定ていを返す。兵の巡じゆん回かいが近いのだろう。

「帝国軍もここが生命線なのは分かっているので、警戒は厳重で隙すきはありません。入り込むためには、騒ぎを起こすのが手っ取り早いと思います」

「強引ですけれど、策を弄ろうしている余裕はありませんものね……」

　実はセクトが言ったことは、配はい備びされている人数によってはやむを得ないと、初めから考えていた。そのとき囮おとり役となるのはジゼルの予定だった。

　が、ここにセクトがいたことで、その役割も変更だ。

「では、行きます」

　ラハ・ラドマの人間だと知れると、少年であっても殺される恐れがある。なのでセクトは普段愛用している直刀二ふた振ふりではなく、騎士団領で一般的に従騎士に支給される軽めの剣を手に、倉庫へと続く通路へ侵しん入にゆうした。

「な、誰だ!?」

「騎士団領の従騎士か!?　捕とらえろ！」

　やはり、いきなり殺せ、とは言われなかった。

　二、三人の呻き声や剣けん戟げきの音が響いたあと、セクトが通路から飛び出し、いずこかへと駆かけ去って行くのを、潜ひそんだ部屋の、薄うすく開けた扉の隙間から窺うかがう。

「追え！」

「二人やられた！　手を貸してくれ！」

　逃げたセクトを追う者と、怪け我が人にんを救助しようとする者とで、現場は騒そう然ぜんとなる。気を失っていると思わしき兵士二人を、二人がかりの計四人で運んでいった。

「見張りの射しや手しゆも動いてくれたな。──行こう」

　優すぐれた弓きゆう兵へいとなるには視力も重要で、それが長じて鷹みのは目りの任にん務むに就つくことも少なくない。遠距離から敵を仕し留とめる能力を持つ彼らの、実に合理的な配置と言える。

　一番厄やつ介かいで排はい除じよし難がたい相手が動いてくれた。これ以上は望めないぐらいの絶好の機会。

　それでもこの場を空からにするような愚ぐは犯おかしてくれなかったが、残った見張りたちは、動どう揺よう収まらぬ中強きよう襲しゆうしたイスカとジゼルによって、声を上げる間もなく昏倒させられる。

「よし、急ごう」

「はい。イスカ、ジゼル、これをお願いします」

「承知しました。撒まけばいいのですよね」

「ええ。思いっきり」

　イスカに手招かれ隠れていた小部屋から外に出たフローレンスは、イスカとジゼルに小麦粉が入った袋を渡す。

　すぐにでも人が戻ってくるような場所で、点つけた火が回るのをのんびり待ってなどいられない。消される恐れのない火か勢せいが早急に必要だ。

　フローレンスは火薬の入った小さな壺つぼを取り出し、床に置く。

　火薬は取り扱あつかいに危険が伴ともなう代物だ。それにあまりかさ張ばる量を持ち込むのも難しかったので、一計を案じる必要があった。

　騎士団領は全体が頑がん健けんな石造り。まして倉庫近辺は施し設せつの保護性を高め、侵入経路を減らすため、窓さえない長い一本道の先にある。

　つまり、昼間でも暗い。そのため壁には常に明かりを掲かかげたランプが設置されている。

　火ひ種だねを拝はい借しやくし、持ち込んだ小枝に火を灯ともす。それを火薬壺に刺し、イスカやジゼルと共に小麦粉を頭上に向けて振り撒いた。

　視界が白く濁にごってきたところで、退たい避ひ。倉庫の扉をしっかりと閉め、急いで離れる。

　──その数秒後。

　周囲すべての音を吞のみ込んで、盛せい大だいな爆発音が響き渡った。

　これは当然、少量の火薬だけの威い力りよくではない。撒き散らした小麦粉が導火線の役割を果たし、倉庫に納められた木材や布といった可か燃ねん物ぶつに一気に火を点け、密みつ閉ぺいされた空間で熱ねつ膨ぼう張ちようした空気が破は裂れつ、爆ばく発はつを起こす──粉ふん塵じん爆発というものだ。

　軍用施設には必ず存在する食品のため、破壊活動の際にこうした粉こな物ものが使われることは少なくない。

　敵の資材を使用するので、自分たちの懐ふところが痛まないのも大きな魅み力りよくである。

　時間がなかったため、今回は残念ながら持ち込みだが。

　大音響を耳にした帝国兵たちが、すぐに泡あわを食って駆けつけてきて──

「な、な、何だこりゃあぁぁ──!?」

　一番に駆けつけた兵士は、目の前の惨さん状じように絶ぜつ叫きようする。

　扉を変形させ吹っ飛ばし、炎ほのおの舌したを廊下に伸ばすその火勢は、最も早はや急いで消火するとか、無事な物を運び出すとかが可能な域いきではない。できるのはせいぜい、燃えやすい物を周囲からどかし、延えん焼しようを防ふせいで火が消えるのを待つことぐらいだろう。

（ふっ。上手くいったわね！　これだけの大音響、今頃交戦している帝国軍にも聞こえているはず！　慌あわてふためき、情報を錯さく綜そうさせるがいいわ！）

　動揺は混乱を招く。

　帝国軍本隊の指揮官であるウルアトシェは、今まさに、騎士団領が交戦中。剣の砦と盾の砦の中間あたりの平野にて釘付けにしてもらっている。

　フローレンスたちは人が集まってくるのと逆側へ、兵士たちをやり過ごしながら走り抜ける。資材倉庫で火事が起こった、という情報が伝わったのか、注意は全力でそちらに向いている。いっそ侵入するときより楽に抜け出せたぐらいだ。

　城壁を登り、引っかけたロープを伝って下りる。ちなみにフローレンスに壁下りは無理なので、イスカの背中に負おぶさった。いろいろ申し訳ない心地ここちになる。

「皆、無事ですね！　よかった！」

「セクト殿下、貴方も！」

　一番危険な役回りを果たしたセクトも、無事逃げ切っていた。ほっとする。

「火が上がってからは、もう追っ手が増えることもありませんでしたから」

　何はともあれ帝国側も起こっている事態を収しゆう拾しゆうする方が先、と判断してくれたのだろう。フローレンスでもそうする。今頃は食しよく糧りよう倉庫の警けい備びがより厳しくなっているはずだ。

　だが、始めから食糧に手を出すつもりはなかった。帝国に帰るまでに飢うえ死じぬ兵士を出したくない。

（この先の展開を考えると、持ち出せる量は限られるでしょうけど……。補給隊と合流できるところまでは、全員が生きていられますように）

　警備に人を集めさせたから、食糧庫近くに人ひと手でもそこそこ揃そろっただろう。

「ではセクト、ジゼル。フローレンスを頼む」

「兄上は？」

「俺は、最後の仕上げに」

　その準備は、今頃はもうアルフルードが完了させているはずだ。

「イスカ。どうぞ、ご武ぶ運うんを」

「心配ない。──ラハ・ラドマの軍師である貴女の策、必ず、成功させて戻る」

「はい」

　フローレンスへとうなずき、イスカはすぐに城じよう壁へきに沿って駆け出した。ここ、北壁から少し離れた西側厩きゆう舎しや周辺には、橋を渡れなかったとハルシュラ──ひいては帝国軍本隊のウルアトシェに伝わっているはずの、ラハ・ラドマ兵千人が集つどっている。

　橋を渡りハルシュラと交戦した千人は、盾の砦と合流している。ラハ・ラドマ兵が出てくるなら盾の砦からだと帝国軍に思い込ませるために。

　いないはずの兵で剣の砦側から背はい後ごを突く、作戦的奇き襲しゆう。成功すれば混乱の極みに叩たたき込める。それこそ、終戦を決定付けるほどの。

　加えて大砂漠帝国のラハ・ラドマへの恐おそれも、存分に力を発はつ揮きしてくれるだろう。

　突くべき瞬しゆん間かんを見定めるのは、戦場の空気を知る者にしか適わない。今やフローレンスにできるのは、本当に祈いのることだけとなった。

（きっと──きっと、大丈夫）

　なぜなら、ここに集った全員が、同じ気持ちでいるはずだから。
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　剣の砦に残った帝国軍の兵士が倉庫の火消しに右う往おう左さ往おうする中、西の外壁にほど近い厩舎一帯は、ムーア側から移動してきたラハ・ラドマによって制圧されていた。存在を隠いん蔽ぺいして騎士団領に侵入するために、彼らが通って来た道はもちろん堀ほりと崖だ。

　フローレンスたちと別れたイスカも再度厩舎近辺の壁から剣の砦内に侵入し、アルフルードと合流を果たしている。

「どうだ。帝国軍の様子は」

「浮き足立ってます。けれどまだ崩れてはいません」

　城壁の上から戦せん況きようを見つつ、問いに答えたアルフルードは、自分がどういう顔をするべきか迷っているような、複雑な面おも持もちで唇を引き結んでいる。

「そうか。さすがだな」

　なので、イスカが代わりに称たたえる言葉を紡つむぐ。

　アルフルードは一瞬啞あ然ぜんとして、それから素直に微び笑しようを浮かべた。

「はい」

　敵将を褒ほめてはならないということはない。事実、ウルアトシェは優れた統とう率そつ力りよくの持ち主ぬしだとイスカも思う。

　──帝国軍本隊にも、そろそろラハ・ラドマが橋を奪還した話は伝わっているはずだ。情報は統とう制せいしたが、統制したからこそ、長時間報告が届かなくなれば不審に思われ事態は露ろ見けんする。

　ハルシュラが降くだされた。騎士団領に補給経路が戻った。これが第一の動揺。

　第二の動揺は剣の砦の爆発。己の背後が気にならない軍などない。騎士団にも呼こ応おうして主しゆ力りよく──重騎士連隊を出しゆつ撃げきさせるよう頼んである。こちらの策略であると強調する意味を込めて。

　そして仕上げの、最後の動揺を与えるために、ラハ・ラドマ兵たちはここにいる。これ以上戦を長引かせず、今日で確実に決着を付けるために。

　防ぼう御ぎよ力りよくの高い、かつ攻こう撃げき力りよくがさほど高くない重装歩兵同士の衝しよう突とつは、未だ削けずり合いのまま。お互い損そん耗もうを避さけているせいもあるだろう。兵の厚みも、目に見えて減ったとは言えなかった。

　単調な戦線を、騎士団領はよく維い持じしてくれた。その耐たい久きゆう力りよくがあったからこそ、最後の一撃はより衝しよう撃げきを生んで響くだろう。

「──陣が下がったな」

「情報が伝わりましたね。頃合いです。行きましょう」

「ああ」

　身軽に城壁から飛び降りて、イスカは己のために用意された馬のもとへ行き、顔を撫なでた。

　セリスたちが盾の砦に撤てつ退たいする折、馬を始めとする物資の多くは置き去りとなっている。ラハ・ラドマ兵千人分の騎馬は、それらで充じゆう分ぶん賄まかなえた。

「人の勝手に付き合わせて、悪いな」

　正直、馬を用いて戦いに臨のぞむのは抵てい抗こうがある。騎馬に用いられた馬は、やはり無事で帰ってこられないことが多いから。けれど今の最善には、必要なのだ。

「きっと無事に帰してやる」

　そして願わくば、この先、無用に生命いのちを使う行いが少しでも減るように。

　心の中で続きを呟つぶやいてから、イスカは己の兵を振り返る。

「皆、聞け」

　この時のために温存されてきた後詰めの兵たちは、体力、気力共に充実している。一日中戦い続けて疲ひ弊へいしている帝国兵とは歴れき然ぜんの差だ。

「今から最後の突撃を行う。必ず、最後にしよう。──俺に続け！」




　おおおぉぉおおっ!!




　千人の男たちが一いつ斉せいに雄お叫たけびを上げる。その声で、ようやく砦の一角に敵が大量に侵入していたことに帝国軍も気付き、誰かが警けい鐘しようを鳴らすが、今更遅い。

　開け放った城門から、雪崩なだれを打って騎馬兵が飛び出す。

　ラハ・ラドマ兵が出て行ったあとの城門を閉めるかどうか、帝国軍は迷ったようだった。

　門の開いた城壁など、防ぼう衛えい拠きよ点てんとしての意味を成さない。敵の策略で開けられたなら、即そく座ざに閉じるべきだ。

　だが、砦に残っている帝国軍は、結局門を閉ざさなかった。

　──それは、戦の勝敗を彼らが悟さとった、証あかしだ。

「鬼き人じんだ……！」

　最も早くラハ・ラドマ騎兵の前面に立たされることになった、後方の歩兵部隊がおののいた声を上げる。自分たちの出番はまだ先だと高たかを括っていた分だけ、走った衝撃は余計に大きい。

「分断、続け！」

　交戦は後回しだ。足を止めずに突っ切り、裂さけ目を開く。

　──と、眼前に白はく銀ぎんの甲かつ冑ちゆうを身に纏まとった大柄な男が、同様の装備を身につけた騎兵を引き連れ、イスカとは逆方向から突っ込んでくる。

　騎士団領最強と名高い、副団長シグルト率ひきいる重騎士連隊『白しろ銀がね』だ。

　交わった視線は一瞬。だが、充分だった。

「「旋せん回かい、突撃!!」」

　互いに背を向け合い、正面の敵を駆く逐ちくせよと、号令を発する。

　瞬間に──帝国軍は崩れた。

　まずは命めいの行き届かない両端の兵士が、隊を放り出して剣の砦へ──果ては自国領へ向かって逃げ出した。続こうとする兵士たちを指揮官が叱しつ咤たして、何とか三分の二を繫つなぎ止める。しかし左右に分断され、疲弊し、心の折れた兵士たちを奮ふるい立たせる術すべはなく、彼らは示し合せたように撤退に転じた。

　帝国軍の後退と共に、ラハ・ラドマ兵、重騎士連隊は、盾の砦方面に向かい合流する。そのまま重騎士連隊を前面にして、じりじりと帝国軍を押しやっていく。

（そうだ、下がれ！）

　剣の砦の城門は開いたまま。敗はい走そうした兵が逃げ込めるようにと、帝国軍は門を閉めることをしなかった。そして今頃は、その先の空白地帯へと続く東側の城門も開け放たれているだろう。

　帝国軍の後方部隊は剣の砦まで押し戻され、最早隊列など保たもっていない。彼らをさらに追い立てるために、重騎士たちが城内へと侵攻。騎士たちに追い立てられるまま、帝国軍は東の門を抜け、己の領土を目指して逃げ散る。

　そうして瞬またたく間に粗あら方かたの兵を追い出したところで──

「城門を閉めろ！」

「はッ！」

　シグルトの命を受けた騎士たちが、取り返した剣の砦の東門を閉じにかかる。

　ここまで来たら、もうラハ・ラドマにやることはない。足を止め、イスカは城壁近くで馬を下りた。その隣となりでアルフルードも同様に地に足を着ける。

「お疲れ様です、殿下」

「ああ。お前も」

　剣の砦内にまだ残っているだろう帝国軍兵士を探すために、騎士たちは早くも事後処理を開始している。実に素早い移行だ。

　慣れている騎士たちの邪じや魔まにならないようにと、ラハ・ラドマ兵は一歩引き、その様子を聞くともなしに外から聞く。

「……これから、どうなるだろうな」

「捕ほ虜りよの身み柄がらをどうするか、帝国と交渉になります。自国民を公然と見捨てることはできないでしょうから、一応初めて、皇帝と対話が成立することになるでしょう」

「そうか……」

　被害を出してからでなくては交渉すらできない。それがとてもやり切れない。対話の席に皇帝が着くことを単純に喜ぶ気分にはなれないが──先に続くものを得た。せめて、そう思いたい。

「フローレンスはどうしてる？」

「今頃は盾の砦に到着しているでしょう。……見た目より、大だい分ぶ根こん性じようのある姫君ですね」

「ああ」

　己の不ふ得え手てを理解した上で、きっと今日、彼女は把握していない限界まで頑がん張ばった。今までのフローレンスの人生において、起こり得ると想像すらしていなかった事態だっただろうに。

　彼女は迷わず、できることを探して実行した。

「彼女を娶めとれる俺は、本当に幸せ者だと思う」

　騎士団領から帰ったら、約束の半年まであと少し。

　正式にフローレンスを、妻にできる。
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　戦場を避けて戻るために、またもや崖降りが必要だった。今度はジゼルとの命綱に使っていた分と、剣の砦侵入時にイスカが使った分とを合わせて長さを稼いだので、どうにか吊つるされて降ろされるだけで済んだのが幸いだ。

（工兵隊の皆さん、毎回本っ当すいませんッ）

　素で叫びたい気持ちを抑えて丁てい重ちように礼を言い、指揮所で待っていたミリアと合流を果たす。それからジゼルの駆る馬に乗って移動し、しっかりヴェールを整えてから、盾の砦へと入城した。

（ムーアに着いてからは目と鼻の先にあったのに、入るのには凄すごく時間がかかったわね）

　騎士たちの出で迎むかえと案内を受け、まず通してもらったのは身み支じ度たくを整えるための小部屋。最低限、姫君らしくドレスに着替え、改めてセリスの元へと向かう。

　許しを得て扉を開き、そこに懐なつかしい兄の姿を認めて──フローレンスは我知らず、駆け出していた。

「お兄様！」

「よく来たなあ、フローレンス」

　飛びついてきたフローレンスを抱き止めて、セリスは感心したような、嬉しそうな様子でそう言った。

「来てしまいました。エスカ・トロネアの王女らしくはなかったかもしれませんが」

「いいや。実にエスカ・トロネアの王族らしい」

　申し訳ない気持ちになりつつ、実は一番心に引っかかっていたことを懺ざん悔げすれば、返ってきたのは、とても嬉しい褒め言葉。

「淑しとやかに微笑ほほえむだけの王女なんかうちには相応しくない。優ゆう雅がにそつなく、不要な敵は作らずに自分の望みを勝ち取るのが、エスカ・トロネアの王族ってものだ」

「はい、お兄様」

　即座にうなずいたフローレンスの後ろで、ミリアが小さく嘆たん息そくする。

「セリス殿下の教育は、情じよう緒ちよ面めんによくありませんわ」

「それは否定しないな」

　少なくとも『良き父親』に向かないだろう自覚ぐらいは、セリスにもある。

「わたし、お邪魔になりませんでしたか？」

「ああ。もちろん。お前のおかげで助かったよ」

「よかったです」

　フローレンスは安堵と共に微笑み、存分に味わった兄の温ぬくもりから離れた。

（つい勢いきおいづいちゃったけど……。よく考えなくても淑しゆく女じよの行動じゃないわよね）

　セリスも手を広げて待っていてくれたから、つい、そのまま飛び込んでしまった。ちょっと反省する。

　再会をひとしきり嚙み締めた頃合いで、ノックと共に伝令の騎士が入ってきた。

「副団長よりご報告です。帝国軍本隊も瓦が解かい、撤退。空白地帯にまで押し返すことに成功いたしました！」

「そうか、ご苦労。引き続き事後処理を──」

　頼む、という括りの言葉は、慌ただしい軍靴の音によって遮られた。誇らしげに戦果を報告していた伝令の騎士も、何事かと怪け訝げんな顔をする。

「セ、セリス殿下！」

「どうした」

　息せき切って飛び込んできた従騎士の様子は、ただ事ではなかった。場にさっと緊張が走る。

「グレハム団長が、ラハ・ラドマから預かった捕虜の処しよ刑けいを強行しようと！」

「何ですって!?」

（馬鹿なの!?　馬鹿がいるの!?）

　捕虜として捕らえ、抵抗の意志を失った帝国の民を無む闇やみに殺害しては、帝国軍も退ひくに退けなくなってしまう。

　──いや、それだけでは済まない。騎士団領に預けている捕虜は、イスカとハルシュラの一騎打ちの結果、投とう降こうした兵士だ。正式に処しよ遇ぐうが決まる前に手を出せば、口こう上じようを違えたことになる。

　そうなれば大砂漠帝国の民は、二度と西大陸側の言葉を信じないだろう。ようやく摑んだ交渉の足がかりが水すい泡ほうに帰きしてしまう。

　なぜそんな真似をと、フローレンスは啞然とした。

「大人しくしていれば功を与えて引退させてやったのに……馬鹿が」

　温度を感じさせない声こわ音ねで、側にいるフローレンスにだけ、かろうじて聞こえるかどうかぐらいの声量で低く呟き、セリスは颯さつ爽そうと歩き出す。

「案内しろ」

「こ、こちらに！」

　従騎士の身分で団長であるグレハムに異いを唱となえられるはずもない。しかし絶対に止めなければならないのは誰の目にも明らかだ。仕方なしに、部外者であっても発言力のあるセリスに助けを求めに来たのだろう。

「お兄様、わたしも同行させていただいてよろしいですか？」

「構かまわないさ」

　フローレンスの申し出を、セリスはあっさりと了承する。邪魔にはならないと思ってくれている証だ。素直に嬉しい。

　早足で向かった先は、地下に造られた広大な牢ろう屋や。地下特有の湿しめり気けは感じたが、埃ほこり臭くささやカビ臭さは薄く、それなりの頻ひん度どで使用されていることを窺わせた。

　入れられているのはすべて兵卒で、将しよう校こうの身分を持つ者はいない。グレハムも帝国軍総そう大だい将しようウルアトシェの従弟いとこであるハルシュラに手を出すことは、さすがにまずいと考えたのだろうか。

　──だとするなら、人じん命めい軽けい視しも甚はなはだしい。

　命の重さが等価であることを、グレハムはきっと理解していない。兵卒ならば処刑しても大きな問題にならないとでも思っているのか。

　グレハムがいるらしき牢の一角は騒然とした空気に包つつまれていて、探す必要もなかった。

「お待ちください、団長！　せめて副団長が戻られてから……」

「何を言っている、長は私だ！　異教の蛮ばん族ぞくの首など、繫げておくだけ無駄だ！」

　耳に入ってきたやり取りに、そういえばとフローレンスはグレハムについての情報を一つ思い出した。

「お兄様。グレハム騎士団長が正教会にのめり込んでるって話、本当だったのですね」

「ああ。けど、だからこそ懸けん命めいに防衛に努つとめてくれたのも事実でな。穏おん便びんに済ませられるならその方がいいと思っていたのに。彼は現状の騎士団領の団長には向かない人物となってしまったな」

　残念そうに呟いて、セリスは人ひと垣がきを作っている最後方の騎士の肩を軽く叩く。

「通してもらえるか」

「あ、セ、セリス殿下！」

「何!?」

　セリスの名前に反応して、グレハムは勢いよく振り返った。敵意に近い感情が見える気がするのは、フローレンスの気のせいだろうか。

「何をしに来られた。セリス殿下」

「捕虜の私刑を止めにさ。そもそも、彼らは騎士団領の捕虜ですらない。ラハ・ラドマから預かっているだけだ。分かっているのか？」

「必要性があれば、こちらで適切に処理をしてよいことになっている。今この場にラハ・ラドマの関係者はいない。私が処刑の必要があると言えば、それで済む！」

「ということらしいが、フローレンス？」

（……わたしが来た意味、あったわね）

　グレハムの言い訳を、兄は始めから見み越こしていたのだろうか。

　ヴェールの下でそっと息をつき、フローレンスはセリスの隣へと進み出る。途と端たん、グレハムの眉まゆが寄せられた。

　それはそうだろう。ヴェールで顔を隠した怪あやしい小娘なのだから。

「はじめまして、グレハム騎士団長。わたしはフローレンス・テア・エスカトロネア。此こ度たびの遠征の総指揮官、ラハ・ラドマ王おう太たい子しであるイスカ・ヴァル・ラハラドマの婚約者であり、この戦では軍ぐん師しを務つとめさせていただきました」

　グレハムの反応は黙もく殺さつして、フローレンスは優雅に名乗りを上げる。

　抑よく揚ようを抑おさえ、己の言葉に人が耳を傾けないはずがないという自信に満ちた、ゆったりとした語り口。

　白いヴェールに覆おおわれた顔は判はん然ぜんとしない。しかし仄ほのかに透すかし見える輪りん郭かくから、整った顔立ちをしているだろうことは見て取れる。

　敬けい虔けんな正教徒であるグレハムが、美しい女性の見せた神しん秘ぴ性せいに、何を重ねたか。

　落ち着いた声音と高貴な立ち居振る舞い。正教会で神しん聖せい視しされる七しち聖せい人じんに連なる血ち筋すじ。正体の見通せない偉い容ようにグレハムが抱いたのは、まさに自分が理想とする近寄りがたささえ覚える聖性だった。

　もしフローレンスが素顔を晒して同じことを言ったのなら、可か憐れんな顔立ちと相まって、小娘の戯たわ言ごとと鼻で笑って一いつ蹴しゆうされただろう。

　だが見えない部分を己で補った偶ぐう像ぞうに、グレハムは勝つことができなかった。

「わたしどもが騎士団領にお預けしたのは、互いに誇りをかけて戦った勇ゆう敢かんなる兵士です。適切な対応を重ねてお願いいたしますわ」

　フローレンスの言葉に、それまで憤いきどおりを振りまくだけだったグレハムは、態度を改め口を開いた。対話の相手として認めた証だ。

「王女殿下、蛮徒に誇りなどという大層なものはありません。奴らには正しき聖典を認める知性すらないのですよ。我らとは違う生き物である、何よりの証でしょう」

　しかし発された内容は頑かたくなだった。

　同時に彼が心底本心で言っていることも分かってしまった。グレハムもまた、フローレンスが帝国軍の兵士を対等に扱おうとする理由が理解できないのだ。

（これは話にならないわね）

　己にとっての異い端たんを認めない。自身の正義を疑わない。そんな人間の琴きん線せんに触ふれられる言葉を、グレハムと親しくもないフローレンスは持ち合わせていなかった。

（時間をかけて、友好を育めれば聞く耳ぐらいは持ってもらえるでしょうけど……）

　グレハムにとって、今のフローレンスは邪魔をしようとしている厄介者だ。どんな言葉も疑心の前に届くまい。

「……ならばラハ・ラドマの軍師として権利の話をしましょう。ラハ・ラドマの話なら聞いてくださるかしら」

「無論です。彼らが西大陸の一員となったことは、皆が認めているではありませんか」

　フローレンスの問いに答えたグレハムは、やはり不思議そうだった。

（本当に、自分に都つ合ごうのいいものしか信じないのね）

　大砂漠帝国は敵だから、聖典が正しい。ラハ・ラドマは味方だから西大陸の中央・北域の言い分が正しい。その方がグレハムにとって都合がいいから。

　──恐ろしいのは、グレハムはそれを自覚すらしていない、ということだ。

（けれど今は、取っかかりがある分幸運だと思いましょう）

「わたしは捕らえた敵兵の所しよ有ゆう権けんを主しゆ張ちよういたします」

「しかし貴女は、まだエスカ・トロネアの王女だ」

　ラハ・ラドマの人間ではない。それも事実だ。

「王女殿下は自分を軍師と仰るが、戦場のことなど何も知らないはずの姫君の言うことを、何をもって信じろと」

「ならば私が証言しよう」

　騎士たちの壁を割って入ってきたその声に、フローレンスはヴェールの下で顔を輝かがやかせ、振り向いた。

「イスカ！」

　急いで来たのか珍めずらしく少し息を上げ、呼吸を整えるため一いつ拍ぱくの間まを空あけてから、イスカはフローレンスの前に出る。

「私たちの勝利は、確かに彼女の力があってのものであると」

「いや、むしろお前の名のもとにやめろって言えば、それで片が付く状況だな、義弟おとうとよ」

　誰も文もん句くを付けようがない、正しよう真しん正しよう銘めい、捕虜たちの所有権を持つラハ・ラドマ軍の総責任者である。

　セリスに即座に入れられた突っ込みに、イスカは気まずげに数すう瞬しゆんの沈ちん黙もくを落としたが、すぐに気を取り直してグレハムを見る。




「捕らえた捕虜を無用に虐しいたげることは許さない」




「……っ」

　グレハムはイスカを睨にらみ口を開きかけたが、そこから反論が出てくることはなかった。

　揺らがぬ意志の宿った青の瞳と、整いすぎた美び貌ぼう。決して大きくはないのに、人が意識を逸そらすことを許さない声音。惹ひき付けられ吞まれた果てに抱くのは、抗あらがい難い畏おそれ。

　女性が妖よう香かだ何だと騒さわぐのは、イスカに相手を支配する意志がないからだ。惹き付けられるだけで終わるから。

　だがその本質に潜むのは、挙きよ動どう一つで己の意志に人を巻き込み、捻ねじ伏ふせてくる威い厳げんそのもの。

（重い……）

　呼吸をするのさえ、苦しい。そんな緊張感が場を満たす。

　固かた唾ずを吞んで皆が見守る中、真正面からイスカと相あい対たいしたグレハムはやがて、つう、と冷や汗を顎あごから滴したたらせて目を逸らし、脇わきを通り過ぎて早足に地下牢から出て行った。

　後に残った静せい寂じやくの中、フローレンスはほっと息をつく。

「ありがとうございます、イスカ。でも、ずいぶん早くいらっしゃいましたのね。剣の砦の方で何かありましたの？」

　場にいる全員に緊張感を強しいた張本人へと、平然と話しかけたフローレンスに、騎士も捕虜も揃ってぎょっとする。

　声をかけられたイスカはフローレンスを振り返ると、ふわりと微笑した。

　──その瞬間に、張り詰めていた空気がふっと緩んだのが誰にとっても明らかなほどに伝染して、くたりと体の力を抜く者が続出する。

「いや、何もない。あの場にいて俺ができることはもうなかったから、それなら貴女に会いたいと思って戻って来た」

「！」

「俺の勝手だったが、結果的にはよかったな？」

　イスカは笑ってそんなことを言うが──どう答えろというのだ、その言葉に。

　会いたいだけで急いでここまで来てくれたのが嬉しいだとか、確かにそれで助かったのだとか、両方肯定はしたいが、素面しらふで口にするには恥はずかしすぎる。

（なぜそれを人前で平然と言えるの！　貴方は!!）

　フローレンスには無理だ。何か答えることすら無理だ。

「あぁまったく、上々だ！」

　フローレンスが赤面して答えられずにいると、セリスが楽しげに笑って声を上げた。

「今夜は派は手でに宴うたげといこう！　費用はすべて俺が持つ。英雄たちよ、己の成した事の偉い大だいさを、大いに実感してくれ！」

　まだ微び妙みようにぎこちなさが残っていた空気を払ふつ拭しよくするように、セリスはその場に集まっていた騎士たちにそう告げる。

　それから牢の中の捕虜たちにも声をかけた。

「そして誇りある貴君らにも敬けい意いを払おう！　豪ごう勢せいにとはいかないが、酒食は用意する。喪うしなった友を悼いたみ、そして生き残った己を尊とうとべ。貴君らにはまだ、その胸に掲かかげた思いのために、成すべきことがあるだろうからな！」

　セリスの宣言に、帝国軍の捕虜たちは戸と惑まどった顔をする。

（さすがだわ。お兄様）

　少なくともこれで、数日間の反感は抑え込めるだろう。

　自分を労いたわり空腹を満たしてくれた相手に対し、その顔が脳のう裏りにちらつく間ぐらいは、刃やいばを向けることをためらうだろうから。
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　宴は、盾の砦にある食材を使い果たす勢いで、豪勢なものとなった。ムーアから運び込める限りの物資も運び込み、肉や魚、新しん鮮せんな野菜に至るまで、可能な限りの贅ぜいを尽つくす。

　セリスは場を無ぶ礼れい講こうとし、大広間では階級に関係なく騎士やラハ・ラドマ兵が立食形式で食事をしていた。この場に入り切らなかった人々は、中庭を使って同じく宴会を楽しんでいる。

（あ。焼き肉の匂におい）

　外から漂ただよってくる香こうばしい煙けむり。外は外で、屋おく外がいの楽しみ方をしているらしい。

　フローレンスは中心から外はずれて、窓にほど近いソファに着き、甘みのある果実酒を嗜たしなんでいた。ヴェールで防御をしているとはいえ、あまり人に近付きたい状態ではない。

　ひっそりと時間を過ごしていると、隣に誰かが座った気配がして顔を上げる。

　フローレンスを相手にいきなりこの距離まで近付いてくる人間は限られているので、特に警戒もしなかった。そして誰だか分かると、自然と唇が綻ほころぶ。

「イスカ」

「大丈夫か？」

「どうしてですか？」

　いきなりかけられた気き遣づかいの言葉に心当たりがなくて、フローレンスは首を傾かしげる。

「今日は疲れただろう。貴女は立たて役やく者しやの一人だが、無理はしなくていい」

「少し疲れてはいますけど、大丈夫ですわ」

　いざベッドに潜もぐれば泥どろのように眠りこける予感がするが、とりあえず倒れそうな感じはしない。今はもうそれほど気を張っているわけでもないから、本当に大丈夫なはずだ。

「貴方こそ、その……大丈夫ですか？」

「ああ。俺も少し疲れているだけだ」

「……ここも、ですか？」

　触れはしなかったけれど、イスカの左胸へと手を伸ばした。目には見えない、けれど確かに傷を負うその箇か所しよを指し示す。

　フローレンスの問いに、イスカは眉を下げて微笑した。笑ったのではない。他にどのような表情を作るべきか分からなかったから浮かんだ、そんな寂さびしい笑みだった。

「後こう悔かいはしていない。俺が嫌いやだ、やめようと喚いたところで、誰も止められはしなかった。そして俺は止まらなかった先など、見たくないと思った」

　言葉で収まる状況ではなかった。対話というものは、互いに耳を傾ける意思がなければ成り立たない。

「傷つけた者やその人を大切に想う誰かには、恨うらまれるだろうし憎にくまれるだろう。だがそれは多分、他の誰かが背負っただろう恨みを俺が担かついだだけ。……だから、後悔はしていない。──が」

　自分の胸元に伸ばされていたフローレンスの指先へと、イスカもまた手を伸ばして、やはり触れる直前で止めた。

「触れても、いいだろうか」

　身を清きよめたあとのイスカに、その痕こん跡せきはもうない。けれど事実は洗い流せない。

　命を、奪った。

　攻めてきたのが帝国側だとか、できる限り犠牲は少なくしようと努力はしただとか、そんな事情は関係なく。

　ただ一つのものを奪った。

「──……っ」

　イスカの問いにフローレンスが抱いたのは、堪らない悲しさだった。

　宙ちゆうで止まった彼の手を取り、指を絡からめて離さないようにと、しっかと握る。

「わたしも同じです」

「フローレンス……」

「命の重みを知った貴方ほど、理解できるとは言いません。けれどどうか、お忘れにならないで」

　直接手にかけていなければ、その手は血に染まっていないというのか。

　断じて、否いなだ。

　実感を得ることはなくとも、負うべき咎とがは同じ。

「彼らを殺あやめたのは、わたしも同じ。どのように殺めていけば効率的かと、それを発案したのは軍師を務めたわたしです」

「俺、は。──すまない。貴女の覚かく悟ごを侮ぶ辱じよくするようなことを」

「いいえ。わたしが命の重さを知らないのは事実です」

　今回は必要がなかった。出で張ばるだけ邪魔にしかならない。だが、彼と共になら自みずからの手を血で染める時がきたとしても迷いはしないと、フローレンスは決めている。

「貴方と同じ場所にいさせてください」

　返事の代わりに、イスカはフローレンスと繫いだ手に強く、力を入れた。

　そして大切なものを戴いただくように、もう片方の手を添そえて包み込む。

「ありがとう」

「貴方の歩む道を、わたしも行きます」

　側にいたい。力になりたい。

（貴方が、好き）

　好ましい人だから好意を抱いただけではない。

　同じ場所で同じものを見られるなら、淑女らしくなくたって構わない。

　理性よりも心が求める。貪どん欲よくに溢あふれるこの想いが──きっと、恋というものなのだろう。

「最さい期ごまで、貴方と共に」

「……ああ」

　間もなく正式な関係となるのに相応しい、誓いの言葉。それをこんなに心から、噓うそ偽いつわりなく唱える自分を、フローレンスは想像していなかった。

「俺も貴女と、共に在りたい」

　囁ささやかれた言葉の響きは、熱を持って甘かった。解ほどかれた手が肩に回って抱き寄せられ、もう片方の手がヴェールに触れる。フローレンスは一度体を震ふるわせたが、拒こばまなかった。

　イスカはそれを正しく了りよう承しようと受け取る。そして──




「主役が宴の輪の中にいないのは感心しないな、義弟」




「「！」」

　朗らかな声に、フローレンスとイスカは揃ってびくっ、と肩を跳はね上げた。

「セリス、殿下……っ」
















　邪魔をされたことを責めるべきか、自分の行いを恥じるべきか、イスカは葛かつ藤とうする。

　イスカの迷いと対照的に、セリスの断だん罪ざいは容よう赦しやがなかった。

「なあ、まだ正式にお前のものってわけじゃないんだ。価値を下げるようなことはしてくれるなよ？」

「…………。申し訳ありません」

　罪ざい悪あく感かんがある方が負けるのは当然の流れ。項垂れてイスカは謝罪する。

（た、確かに軽けい率そつではあったわ！　……それに）

　うっかり雰ふん囲い気きに流されそうになってしまったが、フローレンスは一つ、イスカに確認しておきたいことがあったのを思い出したのだ。止めてくれた兄に深く感謝する。

　立ち上がろうとした二人を手振りで抑えて、セリスは自らも手近なソファに座った。それからイスカへと視線を向けて、何気ない雑ざつ談だんのように話し出す。

「まあ、今回の功績に免めんじて見なかったことにしておいてやる。お前のおかげで理想の結果を手に入れられたからな」

「──理想、とは？」

　承しよう服ふくできない単語を聞き咎とがめたように、イスカはやや声を低くした。

「犠牲しか生まない戦争に、理想の結果などあるのですか」

「あるとも。これで皇帝に出てこざるを得ない理由を与えてやれた」

「っ!!」

　皇帝が交渉の席に着く。それは確かに、イスカも前進だと思おうとしたことではあった。

「こうして俺自身も当事者になったし、あとは正教会の邪魔が入らないうちに、さっさと帝国と休戦条約を締てい結けつすれば上々だ。あぁ、もちろんお前にも会談での席を用意してやる。安心しろ」

（そう、だったのね）

　セリスが自ら騎士団領へ赴おもむいたのは、勝利のためではなかった。

　正確には、勝利はすでに大だい前ぜん提てい。すべてはその先のための行動。セリスが見み据すえていたのは戦略ですらなかった。もっと上にある政せい略りやくだ。

　セリスにとってこの戦争とは、帝国との交渉に入るための過程でしかなかったのだ。

「皇帝もそう望んでいるはずだ。感情はどうあれ理性ではな。証しよう拠こにウルアトシェから親書が届いてる。実に素早い行動だと思わないか？」

　──始めから、見越していたかのように。

　絶ぜつ句くするイスカに、セリスは笑みを崩さない。話している冷れい酷こくな内容に不似合いな、とても穏やかなものを。

「だがここに落ち着くことができたのは、お前たちの力があってのことだ。向こうも力のない相手に妥だ協きようしてくれるほど甘くはないからな。──だから、理想の結果、だ」

「……本当に、それしかなかったのですか」

　ややあってセリスの言葉の意味を吞み込んだイスカは、呻うめくようにそう言った。

「互いが歩み寄ることを目指していたと分かっていたのなら、別の手段は取れなかったのですか」

　納なつ得とくできなかった思いを、そのまま形にして。

「犠牲が出ると分かっているのに、なぜ！」

　吐き出された憤いきどおりを受け止めて、セリスはふと、瞳ひとみの奥の光を和やわらげた。

「いい志こころざしだ」

　短く称たたえ、しかし次の瞬間には、周囲を冷静に見渡すものへと戻る。

「だがどんな志も、届かなければ意味はない。大砂漠帝国の誰が、お前の話に耳を傾かたむける？　一人ずつ説得して回るつもりか？　俺はそんな労力を払うのは御ご免めんだ。かかる苦労と成果が釣つり合わないことはしない主義だからな。もっと分かりやすく人を動かす手段はいくらでもある」

　無駄なことに時間を費ついやしている暇ひまも、セリスにはない。

　──しかし。

「やってみるのは悪くないとは思うけどな」

「……は……？」

「別に俺が唯ゆい一いつ無む二にで正しいわけじゃないだろう。自分の行き先ぐらい自分で決めろ。──何なら、誰かに支えてもらえばいい」

　言ってセリスに目線を向けられ、フローレンスは思い迷う。

　兄は正しい。でも、己にとってはイスカが理想だ。そんなときは、どうしたら。

「お前の嫁とつぎ先が、ラハ・ラドマでよかった」

「!!　……お兄様」

　表情を固まらせたフローレンスに、セリスは微び笑しようしてその頭を優しく撫なでた。

「自分の心のままに、国に尽くして、自らの生を歩め。ひと一人ができることなんかそれだけさ」

　フローレンスの迷いを、セリスは否定しなかった。

（わたしの、心は）

　フローレンスの望む理想は──効こう率りつじゃない。

「……わたしは、イスカを信じます」

「！」

　寄り添ったフローレンスの言葉に、イスカは息を吞み目を瞠みはり──それから心を打たれたような、泣きそうな笑みを浮かべた。

「だそうだ。よかったな、義弟。これからの励はげみにしろよ」

「……はい」

「さて。頭の痛くなる話は終わりにするか。今は宴だ。向こうで皆が主役を待ってる。──行くぞ、イスカ、フローレンス」

　会場中央へと目を向ければ、そこには騎士団領とラハ・ラドマの、主おもだった将しよう校こうたちが集まっていた。

「ええ、お兄様。イスカ、行きましょう」

「ああ」

　流れる時間が刻きざむ歴史は、常に一つだけ。

　ならばただ、懸けん命めいに生きよう。

（貴方が選ぶ道を進むことを望んだ心に、偽りはない。だからきっと、わたしも後悔しないわ）

　立つべき場所は違ってもいい。ただ、皆が同じ方向へと進めればいいのにと願いながら、フローレンスはイスカと共に、同どう胞ほうたちのもとへと歩み寄って行った。










[image: ]




　無事に帝てい国こく軍ぐんを押し返すことに成功した、数日後。顔の荒れも落ち着いてきたフローレンスはイスカを呼び出し、久方ぶりに素顔のまま盾たての砦とりでの奥庭の片隅で向かい合っていた。

「フローレンス。久しぶりに貴女あなたの瞳ひとみが見られて、嬉うれしく思う。……ただ」

　ヴェールをしていないフローレンスの姿を見付けた直後、嬉しげな様子を見せたイスカだが、今は戸と惑まどいだけが前面に出ている。

「……この立ち位置はおかしくないだろうか」

「おかしくありませんわ」

　内心、フローレンスにも久しぶりに直ちよく視ししたイスカの姿に湧わき立つ気持ちがあるのだが、あえてそれは押し隠し、相あい対たいする。

　距離を空あけて、正面から見つめ合う二人の間に漂ただよう空気はどことなくピリピリしており、恋情以外の感情には敏さといイスカに伝わらないはずもなく、その表情は少し強こわ張ばっている。

　何か失しつ態たいを犯おかしたのか、とでも考えているのだろう。

　──失態ではない。が、騎士団領を離れラハ・ラドマへ帰る前に、フローレンスは一つ、どうしても確かめておきたいことがあった。

「貴方あなたに訊ききたいことがあるのです」

「……何だ？」

「せ、先日の宴うたげでの、真意を」

　覚かく悟ごをしてきたはずなのに、やはり口に出すのに少し詰つまってしまった。

（な、何とか言えた……！）

「真意、とは？」

　しかしイスカは、フローレンスの問いを理解してくれなかった。

（あぁ、もう！　予想はしてたけどね！）

　覚悟をして予想はできても、しんどいものがある。だがここで誤ご魔ま化かしてはもう先に進めない。口に出さなくてはならないのだ。

「か、勘かん違ちがいでなければ、わたし、キスを求められたのだと思いました」

「ああ。間違いない」

「──っ。では、なぜしようとなさったのか、わたしはまだ聞いていません」

　関係上、不自然なことではないと思う。立場上も、心でもフローレンスも拒こばむつもりはなかった。

　──けれど。

「……不ふ快かいだったか？」

「それは後でお答えしますっ。先にわたしの質問にお答えください」

　喋しやべっているうちについ腕を組んでしまったのは、自身を守ろうという心理が働いたせいだろう。

「貴方は以前、わたしの気持ちを試すために同じことをしましたわ」

「それとは違う」

　挑いどむようなフローレンスの言い様に、イスカは即そく座ざに否定した。

「あのときは、するつもりはなかった」

「でも、今のままでは同じですわ」

　ラハ・ラドマの月げつ霜そうの庭で交かわしたやり取りのときとは、確かに違う。当時フローレンスはただ焦あせっただけだったけれど、今は受け入れたいと思っている。自覚がある。だからこそ。

「覚悟を試していらっしゃるの？　……それ、とも──」

「違う！」

　フローレンスの言葉を、慌あわててイスカは否定してきた。

「っ、すまない。やはり俺が拙つたないせいだな。一応、その、好意はずっと伝えてきたつもりだが。──いや、言い訳だな」

「貴方がわたしを、大切にしようとしてくださっているのは分かります」

　でも、とどうしても考えてしまう。

「元々この婚約は、打算で始まっています。そんな婚約者に対して誠実でいてくださるだけで、充じゆう分ぶんだと言えますわ。でも、わたし──」

　それ以上を、イスカに求めている。

　そしてイスカからも、それ以上の理想の関係を、想いを感じる。

　けれど感じたそれは、本当に間違ってはいないだろうか。

（期待、してしまう。だから怖い）

　都つ合ごうのいいように思い込んでいるのではないと、はっきりとした言葉が欲しい。

（勘違いだと突きつけられるなら、早い方がいい。あとになるほどきっと辛つらい）

　溺おぼれてしまう前に、どうか。自分が彼に対してどうするべきなのか、答えを出したい。

　応こたえるだけで済むのか、それとも心を得るために努力するべきなのか。

「貴方の気持ちを、ちゃんと知りたい」

「……そう、だな」

　見上げたフローレンスの瞳に映ったイスカは、少し、気弱そうに微笑ほほえんだ。

「確かに、俺は逃げていたな。先に貴女の想いを推おし量はかろうと、卑ひ怯きような真ま似ねをした」

　そのときの気持ちを口には出しても、イスカはフローレンスに強くは求めなかった。

「貴女が応えてくれるのを、ただ待っていた、のだと、思う。拒きよ絶ぜつされたくなかったから」

　踏ふみ込まなかった。なぜなら、怖かったから。

　……お互いに。

「甘あまえは終わりにしよう。──貴女が好きだ、フローレンス。俺は貴女に、体質の事情ではなく、俺を選んで愛してほしい」

「っ……」

「女性としての貴女を、欲しいと思っている」

　王子として、王女としてではなく。もっと素直に男として、女であるフローレンスを。

「先にこれを言わなくてはいけなかったな。……その上で、俺を受け入れてほしい」

「はい」

「そうか……。──はっ!?」

　二人揃そろって短い意志表示をしたあとで、イスカは驚きよう愕がくの声を上げた。

「待て、フローレンス。少し待ってくれ。……俺はまだ言葉が足りないんだろうか。何か貴女に誤解させるようなことを」

「いえ、捻ひねくれた取り方をしようがない、真まっ直すぐな告白をいただいたと思いますわ」

「……ええと。では、今のはつまり」

「わたしも、貴方が好きです」

　晴れやかな笑みと共に、フローレンスははっきりとそう告げた。

「若じやつ干かん体質に感謝してもいいかなと思うぐらいに」

「──……」

　そうであってくれたら嬉しいと望んだ通りの答えを得て満面の笑顔になるフローレンスに、イスカはしばし呆ぼう然ぜんとして。

「そう……なのか？」

「はい」

「──っ」

　フローレンスが即答すると、イスカはじわりと頰ほおを赤くして、すぐにその白はく皙せきの美び貌ぼうを耳まで染め上げた。

「だから先程の答えは『いいえ』です」

「いや、ええと……。何の、」

　余よ程ほど混乱しているらしく、フローレンスが避さけた「不快だったか」の返答だと気付けないようだ。

　だから一歩、フローレンスの方から距離を詰める。

「貴方はきっと、誰であっても妻となる女性を愛してくださったと思います」

　慈いつくしむべき相手として。

（感謝はしたと思うわ。でもきっと、それだけでは寂さびしかった）

　──だってフローレンスは、恋をしたから。

　慈しみ、愛情をかけてもらえれば政せい略りやく結婚としては上等の状態だと言える。けれどフローレンスは、さらにその上を望んでしまった。

　イスカに想いを返してほしい。

　同じ気持ちでいてくれないかと期待した。

「確かに、貴女に求きゆう婚こんしたときから大事にするつもりだった」

　妻となる女性だから、できる限りで愛そうとは思っていたはず。イスカに義ぎ務む的てきな割り切りがあったかどうかはともかく、それは覚悟と呼んで差し支えないものだっただろう。

「だが今は、貴女以外は考えられない」

　一歩。

　イスカの方からも距離を詰め、フローレンスへと手を伸ばす。腕を引かれ、互いの心音が重なるほどに、しっかりと抱き締められた。
















「……いいえ、が何の答えだったか今思い至った。だが……」

　セリスの忠ちゆう告こくは耳に新しい。ためらうイスカに、フローレンスは小さく、いたずらめいた笑い声を零こぼす。

「まあ。責任を取るつもりがないと仰おつしやるの？」

「そんなことはない！」

「わたしも、貴方以外の人に嫁とつぐなんて考えられませんもの。だから」

　少しぐらい、先んじてしまっても問題ないだろう。

「……フローレンス。先々のために、一つだけ覚えておいてほしい」

「何でしょうか」




「愛する女性に許されて躊ちゆう躇ちよする男はいないのだと」




　言うなり、返す言葉を紡つむぐべきフローレンスの唇くちびるを、イスカは自分のそれで塞ふさぐ。

　とくとくといつもより早く鼓こ動どうを刻きざむ心音は、やっぱり重なっていて。

　フローレンスは幸福の中で瞳を閉じ、そっとイスカの背を抱いた。





〈Ｆｉｎ〉
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　こんにちは、長なが月つき遥はるかです。『花か冠かんの王おう国こくの花はな嫌ぎらい姫ひめ』三巻をお手に取ってくださり、ありがとうございます！

　担当様より「こっち行くんだ……」と言われた前巻に引き続き、「いつからこうなった」と言わしめた今作、いかがだったでしょうか。楽しんでいただければ幸いです。

　ここからは謝辞を。まち先生、登場人物紹介のリニューアルありがとうございます＆申し訳ありません。武器率高くて画面豪ごう華かで見る度たび至福に浸ひたらせていただいております！

　そして担当様、校正様を始め、この本に関わってくださった皆様に御礼申し上げます。

　次巻でまたお会いできたら嬉しいです──と、今回初めてこれが言えます！　書いてて沁しみる一文ですねこれ。

　応援してくださった皆様、本当にありがとうございます！


長月　遥










著

長月遥

Haruka Nagatsuki




限定品、という響きは確かに吸引力があると思います。

季節限定フレーバー、美味しいです。

しかし！　最後に帰るのは定番なのです！

何の話かと言いますと、スーパーからバニラアイスがほぼ絶滅してました。

バニラ、カムバック……！










イラスト

まち

Machi




今回は内容に合わせて人物紹介を描き下ろしました！　過去最高人数な気がします。人物紹介はいろんなポーズ描けて楽しいですね！




http://machi.ciao.jp/



















イラスト／まち

デザイン／永野友紀子












電子版　ビーズログ文庫







花か冠かんの王おう国こくの花はな嫌ぎらい姫ひめ




騎き士しと掲かかげるグラジオラス








長なが月つき遥はるか
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本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ビーズログ文庫『花冠の王国の花嫌い姫　騎士と掲げるグラジオラス』

2016年10月15日初版発行





発行人　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-060-555（ナビダイヤル）

受付時間　12:00～17:00（土日 祝日 年末年始を除く）

http://www.kadokawa.co.jp/
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